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■ 重要：安全のしおり

製品を使用する前に本マニュアルを最後までお読みください。Digiface 
AESを安全に使用するため、以下の点にご注意ください。不適切に使用し
た場合、保証の対象外となる恐れがあります。詳細は、《41.　免責事項およ
び保証》をご参照ください。

正しい使用方法

Digiface AESは、CE認定のクラス Bコンピューターで使用するためのプロフェッショ
ナル向けデジタル・インターフェイスです。

欧州 CE基準を満たすためには、CE認定のクラス Bコンピューター
で使用する必要があります。すべての接続には、シールドされたケー
ブルを使用する必要があります。Digiface AESに接続されるコン
ピューターおよびすべてのケーブルは、適切にアースされている必要
があります。非認証のコンピューターやケーブルを使用すると、イン
ターフェイスやその他の機器の故障の原因となります。

本体を分解することはおやめください。

ユニット内部には絶縁していないパーツが存在するため、触れないよ
うにしてください。内部の点検・整備・修理は rme-audio.jpよりご依
頼ください。

雨の中や湿気の多い場所に置かないでください。機器に水が入ったり、
ぬらさないようにご注意ください。液体の入った容器を本体の上に置
かないで下さい。プールや浴槽、ぬれた地下など、水の近くでこの製
品を使用しないでください。結露しないよう適切な室温でご使用くだ
さい。すべて火災・感電の原因となる場合があります。

設置

動作中は本体表面が熱くなる場合があります。機器の換気を確実にし
てください。直射日光を避けてください。また暖房機、ストーブ等異
常に温度が高くなるものの近くに置かないでください。ラックマウン
トする際は本機と他製品との間の換気を確実にしてください。

メーカーに事前相談なく点検・修理した場合の保証は負いかねます。
メーカー指定のアクセサリーのみをご使用ください。
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1.　はじめに
この度は、Digiface AESをご購入いただき誠にありがとうございます。本製品は、あら
ゆる外部機器から入力されたアナログおよびデジタル・オーディオ・データをWindows/
Macコンピューターに直接伝送するためのコンパクトなオーディオ・インターフェイスで
す。柔軟なクロック機能、実用的な Settingsダイアログ、サンプル・レート変換、卓越
したアナログ回路など様々な独自機能を備え、素早く簡単に操作を行うことができます。

Windows、macOS用ドライバーはWebサイトからダウンロードできます。

2.　パッケージ内容
RME Audio JP製品ページの「同梱物」をご参照ください。

3.　動作環境
・ Windows 7以上、macOS（11以上）
・ USB 2.0または3.0端子 x 1
・ Intel Core i5以上の CPUを搭載したコンピューター

4.　仕様概要と特長
・ すべての設定をリアルタイムに変更可能
・ バッファー・サイズ /レイテンシー設定：48～8192サンプルから選択可能
・ 液晶ディスプレイによる直感的で効率に優れたオペレーション
・ マイク /ライン入力（デジタル制御、スタジオ品質）x 2
・ バランス・ライン出力（出力レベル切替：+19 dBu / +13 dBu / +4 dBu）x 2
・ AES（XLR）経由で2チャンネル 192 kHz録音・再生
・ SPDIFコアキシャル（RCA）経由で2チャンネル 192 kHz録音・再生
・ SPDIFオプティカル経由で2チャンネル 192 kHz録音・再生
・ サンプル・レート・コンバートは上記のいずれかの入力に自由に割り当て可能
・ ADATオプティカル経由で8チャンネル 48 kHz録音・再生
・ クロック・モード：スレーブ、マスター
・ インテリジェントにマスター /スレーブ・クロックを自動切換え
・ ADATモードでの優れた Bitclock PLL（オーディオ同期）
・ SteadyClock FS：ジッターの影響を受けない非常に安定したデジタル・クロック
・ SyncAlign：サンプル単位での正確な配列を保ち、チャンネル間のスワッピングを
防止

・ SyncCheck：入力信号の同期状態を監視し、その結果を表示

https://rme-audio.jp/product/rme/digiface-aes/package/
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・ TotalMix：レイテンシーの無いサブミックスと完全な ASIOダイレクト・モニタリング
・ TotalMix：内部処理46ビットの480チャンネル・ミキサー
・ TotalMix FX：3バンド EQ、ローカット・フィルター
・ MIDI入出力（16チャンネル、ハイスピード・ロージッターMIDI） × 1
・ 低インピーダンス・ヘッドフォン出力 × 1
・ DIGICheck DSP：ハードウェア・ベースでのレベルメーター、Peak/RMS計測

5.　はじめて使用するとき -クイックスタート

5.1　コネクター -コントロール類 -ディスプレイ
フロント・バネル

Digiface AESのフロント・パネルは、ライン / マイク入力（各2系統）、ステレオ・ヘッ
ドフォン出力（1系統）、プッシュ機能付きロータリー・エンコーダー（1基）、ボタン（4基）、
グラフィカル・カラー・ディスプレイ、ステータス LED（2基）を備えます。

MIC/LINE 入力は Neutrik社製コンボ端子を
採用し、XLRおよび1/4インチ TRS接続 (6.3 
mm)に対応します。各端子にはファンタム電源
（48V）のインジケーター LEDを備えます。

アナログ出力チャンネル7/8は、ヘッドフォン
出力 Phonesに送られます。これらは最高品質
のロー・インピーダンス出力であり、ヘッドフォンのインピーダンスのハイ / ローに関わ
らず、高いレベルで歪みなくヘッドフォンを使用することが可能です。

フロント・パネルにはエン
コーダーおよび4つのボタン、
高解像度でクリアなカラー・
ディスプレイを備え、分かり
やすいメニュー画面を用いて
機器の設定をコンピューター
を使用せずに素早く変更でき
ます。ディスプレイに表示されるヘルプ・ノートや明確なマーカーは、すべての機能で役
立つガイドとなります。

グローバル・レベル・メーター画面表示時は、ロータリー・エンコーダーでメイン出力の
モニタリング・ボリュームを直接設定できます。このときエンコーダーを押すと、ディス
プレイ右下のインジケーター表示が変化し、Phones出力のボリュームを変更できます。
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  ■ デジタル・ステータス：メイン画面の右側には、現在のサンプル・レートに加え、す
べてのデジタル入力信号のステータスが表示されます。各デジタル入力端子に適切な
信号が入力されると、AES、SPDIF、ADATの表示が点灯します。また、RME独自の
SyncCheckが各入力のロック状態をチェックし、同期が確立されていない入力を点滅
表示で知らせます。《8.7　クロック・モード -同期》および《14.2　クロック・モード – 同期》

をご参照ください。クラス・コンプライアント・モード時は、USBの表示が CCに変化
します。

  ■ MIDIステータス：MIDIデータの入出力に応じて、ADATと USB表示間に黄色いライン
が表示されます。

リア・パネル

Digiface AESのリア・パネルは、アナログ出力（2系統）、AES入出力、SPDIF入出力（コ
アキシャルおよびオプティカル）、MIDIブレイクアウト・ケーブル用端子、USB端子、電
源ソケットを備えます。

  ■ バランス・ライン・レベル出力：2系統 XLRバランス・アナログ出力端子（オス）。

  ■ AES/EBU ：XLR オス / メス
端子によるデジタル入出力。

  ■ SPDIF コ ア キ シ ャ ル：S/
PDIF入出力端子。

  ■ ADAT/SPDIF I/O：標準
ADATオプティカル・ポート、
8チャンネルの TOSLINK端
子です。Settingsダイアログで設定すればオプティカル SPDIFの入出力としても使用
できます。

  ■ MIDI I/O：MIDI入出力用 DIN5ピン端子。

  ■ USB 2.0：コンピューターと接続するためのUSB端子。USB 3.0
互換。

  ■ ケンジントン・ロック：ケンジントン規格のロック機構で機器
を盗難から守ります。

  ■ 電源入力端子：コンピューターからの給電が不十分または不
具合が生じた場合に電源供給を確保するための外部電源入力
端子です。本機はUSBバスパワーにも対応します。バスパワー
で使用する場合、この端子は使用しません。付属のハイ ･パフォーマンス ･スイッチン
グ電源アダプターは、AC 100V～240Vに対応し、最高品質の電源効率で動作します。
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短絡保護機能と統合されたライン・フィルターを備え、電圧変動の完全制御、電源
への干渉の抑制という特長があり、ハムフリーの動作を提供します。電源端子は DC 
12V、最大2 Aに対応し、センター ･ピンが＋、アウター ･ピンが GND仕様です。電
源アダプターのコネクターおよび機器側のソケットは、回転式ロック機構を採用して
います。コネクターを接続する際は、ソケットの溝とコネクターの形状を合わせてか
ら挿入してください。挿入後コネクターを回転させることでロックがかかります。こ
れにより不意な電源ケーブルの切断を防ぐことができます。コネクターが完全に挿入
されていないと接続が不安定になり、ケーブルに触れただけで電源が落ちる恐れがあ
ります。ご注意ください。

5.2　クイックスタート
ドライバーをインストール後（《6.　ハードウェア /ドライバー /ファームウェア》/《13.　ハー
ドウェア /ドライバー /ファームウェア》参照）、アナログ信号ソースをフロント・パネルの
入力端子に接続します。入力ゲインは TotalMix FX（入力チャンネル設定）で調整でき、
最も高い SN比を得ることができます。また、最適な入力レベルを得るために、ソース自
体を調節してみてください。TotalMixのレベルメーターが約 -3dBに達するまでソース
の出力レベルを上げます。

フロント・パネルの入力端子は、本体ディスプレイでも設定を
変更できます。設定は、MIC/GAINボタンからアクセスできま
す。VALUEエンコーダーで調整可能です。

デジタル・ソースを接続した場合は、Settingsダイアログでク
ロックの動作を確認し、必要に応じて設定を変更します。

Digiface AESのデジタル出力は、AES/EBU、SPDIFコアキシャル、SPDIFオプティカル、
ADATオプティカルに対応します。

アナログ再生側 (DA側 )は、リア端子のアナログ出力レベルを TotalMix（出力チャンネ
ル設定およびレベル ･フェーダー）または直接本体のチャンネル設定から調整できます。
VALUEエンコーダーでメイン出力のボリュームを変更できます（初期設定：Line Out 
1/2）。

Phones(チャンネル7/8)の出力レベルも、VALUEエンコーダーで変更可能です。VALUE
エンコーダーを押すと、Mainと Phonesの表示が切り替わり、それぞれのレベルを調整
できます。

Digiface AESは現在の状態を Setup(セットアップ )と呼ば
れる6つの別々のメモリースロットに保存し、呼び出すこと
ができます（SETUP > Options > Load/Store all Settings）。
Digiface AESをスタンド ･アローンとして使用する場合は、設
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定を事前に Setupに保存し、必要に応じて Setupを切り替えることで、様々な機能を持
つ専用機として使用できます。（《22.　操作と使用法》参照）

オンライン・モード (コンピューターに接続されている状態 )では、コンピューター上の 
Settings ダイアログや TotalMix FX で変更されるべきいくつかの設定は、本体上でグレー
表示さ れます (サンプル・レートの選択やミックス設定等 )。 

5.3　メニューおよびナビゲーション
Digiface AESは、本体から直接、素早く効率的に設定を変更できるシンプルで分かりや
すいメニュー構造を備えます。尚、ほとんどのケースでは各種設定を PCの Settingsダ
イアログまたは TotalMix FX上で行い、本体ディスプレイのメニューでの操作は、通常
はモニタリング ･ボリューム（スピーカーやヘッドフォン）、マイク ･ゲインの設定に限
られます。本体をスタンド ･アローン ･モードで使用する場合は、すべての設定をディス
プレイで直接行えます。

ディスプレイの設定メニューのナビゲーションは、4つのクイック ･ セレクト ･ ボタンお
よびプッシュ機能付きロータリー・エンコーダーで行います。

ディスプレイには、すべての入出力の信号レベルを確認できる Global Level Meterが表
示されます。VALUEエンコーダーを0.5秒押すと、ADATチャンネルを含むレベルメーター
と切り替えることができます。

Global Level Meter画面の右側には、以下の項目も表示されます。

・ 現在のサンプル・レート

・ クロック ･モード、SPDIF、AES、ADAT入力のロック
/同期のステータス。SRCを有効にすると、表示が青色
に変化します。

・ MIDI入出力の有無（黄色のドット）

・ USBおよびクラス ･コンプライアント（CC）・モードの
ステータス

・ 現在の出力ボリューム値（dB単位）

・ DSPメーター：アクティブなエフェクトによる DSP負荷を表示

ノブを回すと、選択中の出力のボリューム値が画面に表示され
ます。ノブを押すと、Main Out（アナログ XLR出力1/2）と
Phones（フロント・パネルの TRS出力）の表示が切り替わり
ます。レベル・メーター画面右下には、選択中の出力および出
力レベル（dB）が表示されるため、Volume画面を表示する
ことなく出力レベルを確認できます。
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画面のタイトル ･バーには、選択中の出力およびチャンネルが表示されます（Main Out
の初期設定は Line Out、Phonesは Line Out 7/8固定）。

クイック ･セレクト ･ボタンMIC/GAIN、USER、CHAN/MIX、SETUPに関する詳細は、《22.2

　本体での設定》をご参照ください。

ナビゲーション

Digiface AESは、シンプルで素早い操作が可能な1ボタン・オペレーションで設定を変更
できます。VALUEエンコーダーを押すと、パラメーターの調整とメニューの横移動、メ
ニューの縦移動が切り替わります。例：USERボタンを押すことで、メーター画面の切り
替え（初期設定）ではなく、リア・パネルのライン出力がミュートできます。設定方法は
以下の通りです。

1. SETUPボタンを押します。Options（オプション）メニュー
が表示されます。カーソルが2行目を選択し、ボタンのア
イコンが表示されます。

2. エンコーダーを回すと、Clock、Hardware/Diagnosis、
Load/Store all Settings、Control Roomの各ページに切
り替わります。Hardware/Diagnosisを選択し、エンコー
ダーを押します。ノブのアイコンが2重の矢印に切り替わ
ります。

3. エンコーダーを回すと、カーソルがメニューを縦移動しま
す。カーソルをスクロールしてUser Keyを選択します。エン
コーダーを押すと、ボタン ･アイコンが表示されます。

4. ノブを回し、目的のモード（Main Mute）を選択します。

SETUPボタンをもう一度押すと、メニューを素早く抜ける
ことができます。90秒間メニューを操作しない場合、画面
はGlobal Level Meter表示に自動的に切り替わります。
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5.4　メニュー構造の概要
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5.5　特別オプション
ここでは、SETUP > Options > Hardware/Diagnosisメニューの追加の設定オプション
を解説します。

  ■ Lock Keys：OFF、KEYS、ALL。SETUPボタンを2秒間押し続けると、ロックが解除
されます。

  ■ Remap Keys：OFF、ON。フロント・パネルの4つのクイック ･セレクト ･ボタンに
17の機能 /アクションを割り当てます。以下の4つのボタンに設定できます。

MIC/GAIN、USER、CHAN/MIX、SETUP。

割り当て可能な機能 /アクション：

Meter、Setup 1-6、DIM、Recall、Mute Enable、Main Mono、Main Mute、Main 
Out EQ、Main Out Low Cut、Phones Mute、Phones EQ、Phones Low Cut。

各ボタンのオリジナルの機能（メニューの表示）は、ボタンを長押し（0.5秒）するこ
とで実行できます。

  ■ Level Meters：All、Main。Allはすべてのチャンネルを表示します。Mainは ADAT
チャンネルを非表示にします。VALUEエンコーダーを0.5秒押す操作と同じ機能です。

  ■ Scroll Type： cw up、cw down。エンコーダーの回転に対
する画面スクロールの方向を設定します。
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Digiface AES

 ▶Windows - インストールと操作
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6.　ハードウェア /ドライバー /ファームウェア

6.1　ハードウェアとドライバーのインストール
RME はドライバーを定期的に更新しています。rme-audio.jpのダウンロード・ページか
ら、最新ドライバーをダウンロードしてください。ダウンロードしたファイルを解凍し、
rmeinstaller. exe ファイルを使用して以下の手順でドライバーのインストールを開始し
ます。

1. Digiface AESとコンピューターが接続されていないことを確認してください。
2. rmeinstaller.exeを起動して、画面の指示にしたがってインストールします。
3. インストールが完了したら、USB 2.0ケーブルでコンピューターと Digiface AESを
接続します。

Windowsが新しいハードウェアを Digiface AESとして認識し、ドライバーが自動でイン
ストールされます。

4. コンピューターを再起動します。

TotalMix FXと Settingsダイアログのアイコンが通知
領域に表示されます。表示されない場合は、タスク･バー
の矢印アイコンをクリックすると、隠れているアイコン
が表示されます。

ドライバーのアップデートについて

ドライバーをアップデートする際は、新しいドライバーが上書きされるため、古いドライ
バーを削除する必要はありません。

6.2　ドライバーのアンインストール
ハードウェアを取り外した後はドライバー・ファイルを読み込まないため、ドライバー・
ファイルをアンインストールする必要はありません (Plug & Play完全対応 )。また
Windowsはこのアンインストール作業をサポートしていません。尚、必要であれば手動
でドライバー・ファイルを削除することができます。

Windowsのプラグ・アンド・プレイは、TotalMix、Settingsダイアログ、ASIOドライバー
の登録といった追加の自動起動項目には対応していません。これらの項目を取り除くには
ソフトウェアのアンインストール作業にてレジストリから除去します。これは他のアプリ
ケーション同様、アプリと機能で行います。RME MADIfaceの項目をクリックし、アンイン
ストールをクリックするとアンインストールを実行できます。
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6.3　ファームウェアのアップデート
フラッシュ・アップデート・ツールは Digiface AESのファームウェアを最新バージョン
にアップデートします。この作業を行うには既にドライバーがインストールされている必
要があります。

fut_usb.exeという名前のプログラムを開始します。フラッシュ・アップデート・ツール
が Digiface AESの現在のファームウェアのバージョンとアップデートが必要かどうかを
表示します。必要な場合はUpdateボタンをクリックします。プログレス・バーが進行状
況を表示します。フラッシュ・アップデート作業が完了すると Verify OKという表示が現
れます。

アップデート後は本体をリセットする必要があります。Digiface AESの電源をオフにし
た状態で数秒間放置してください。

注意：Windowsがドライバーを完全にアンロードするために、本体の電源を5秒間以上オフ
にしてください。コンピューターの再起動は必要ありません。

予期せぬ理由でアップデートが失敗した場合は（statusが failureと表示）、次回の起動
からセーフティーBIOSが使用されます。従って本体はそのまま完全に機能します。フラッ
シュ・アップデート作業をもう一度行ってください。
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7.　Digiface AESの設定 - Settingsダイアログ

7.1　一般
Digiface AESの設定は、専用の Settingsダイアログで行います。Settingsダイアログは
以下の操作で開きます：

・ タスクバーのシステム・トレイ上にある炎のアイコンをクリック

Digiface AESのミキサー（TotalMix FX）は以下の操作
で開きます：

・ タスクバーのシステムトレイにある TotalMix FXの
アイコンをクリック

Digiface AESは、便利で実用的な機能やオプションを多数備えます。Settingsダイアロ
グでは以下の項目を設定できます。

・ レイテンシー
・ DSPの操作
・ デジタル入出力の設定
・ 現在のサンプル・レート
・ 同期設定
・ 入出力状況

Settings ダイアログで行われるすべ
ての変更はただちにリアルタイムで
適用されます。OKをクリックしたり、
ダイアログを閉じたりといった確認
作業は必要ありません。しかし設定
変更が可能であったとしても、ノイ
ズの原因となりますので、録音再生
中に行うべきではありません。また、
使用するアプリケーションによって
は、再生が停止されていても録音再
生デバイスはオープン状態に保たれ
るものがあります。この場合は設定
を変更してもすぐには適用されない
可能性があります。

Aboutタブ

ここでは現在のドライバー / ファームウェアのバージョン情報が確認できます。また、以
下のオプションを設定できます。
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  ■ Lock Registry：初期設定 off。本オプションにチェックを入れるとパスワードを入力
する画面が表示され、以降 Settingsダイアログへの変更はレジストリーに書き込まれ
ません。Settingsダイアログの設定は常にコンピューター起動時にレジストリーから
ロードされます。この機能を利用することで Digiface AESの初期設定を定義できます。

  ■ Enable MMCSS for ASIO：ASIOドライバーの優先度を上げる機能を有効にします。
ノート：本ユーザーガイド執筆時では、このオプションが有効なのは、CPU負荷の高
い最新の Cubase/Nuendoのみです。その他のアプリケーションではこのオプション
を有効にするとパフォーマンスが低下する場合もあります。変更は ASIOをリセット
すると適用されるため、どちらの設定がより有効かを簡単に確認できます。

  ■ Sort ASIO Devices：複数のインターフェイスを使用する際、ASIOチャンネルの順
番のみを変更します。

Buffer Size (Latency)

ASIO、WDMの入力と出力データ間のレイテンシーを決定します。レイテンシー設定値は、
システムの安定性にも影響します（《9.1　一般》参照）。

  ■  USBエラー表示：UBSの転送エラーが表示されます。表示は再生 /録音のスタート
時にゼロにリセットされます。詳細は《38.3　USBオーディオ》をご参照ください。

Options

  ■ DSP - Record EQ：すべての入力チャンネルの EQが録音パス内に含まれるようにな
ります。Loopbackが有効の場合は、出力チャンネルの EQが録音パス内に含まれる
ようになります。詳細は《26.6　サブミックスを録音する（ループバック）》をご参照くだ
さい。

  ■ TMS：AES、SPDIF入力の Channel Statusデータと Track Marker情報の転送を有効
にします。これらの情報が必要ない場合はこの機能は無効にしてください。

  ■ Sample Rate Conversion：SRCは、デジタル入力のいずれか1つに接続できます。
AES、SPDIF（コアキシャル）、SPDIFオプティカルから選択可能です。ADATオプティ
カルに SRCを接続することはできません。詳細は、《21.5　SRC（サンプル・レート・コン
バーター）》をご参照ください。

  ■ Optical Out：オプティカル TOSLINK 出力は、ADAT（ADAT チャンネル1～8）ま
たは SPDIF（オプティカル LR チャンネル。TotalMix FX では ADAT1/2と表示）出力
として動作します。SPDIF モード時のチャンネル ･ステータスは、Consumer のみを
選択できます。

  ■ WDM Devices：実際に必要なチャンネル数に合わせてWDMデバイスの数を制限す
ることで、システムのパフォーマンスを向上させることができます。
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Clock Options

  ■ Sample Rate：現在のサンプル・レートを設定します。すべてのWDMデバイスのサン
プル・レートを同じ値に設定する便利な手段を提供します (Vista以降オーディオ・ア
プリケーションからサンプル・レートを設定できなくなったため )。尚、ASIOアプリ
ケーションの場合は従来通りにアプリケーションからサンプル・レートを設定可能です。 
録音 /再生中は選択肢がグレー表示され、変更できなくなります。

  ■ Clock Source：内部クロック・ソース（Internal=マスター）を使用するか、入力信
号（AES、SPDIF、Optical（SPDIFオプティカルまたは ADATオプティカル）を使
用するかを設定します。選択されたソースが利用できない場合 (Input Statusが No 
Lock)は、次に使用可能なソースに自動で切り替わります（AutoSync）。使用できるソー
スが見つからない場合、内部クロックが使用されます。現在のクロック・ソースは右
側に表示されます。

Input Status

各入力（AES、SPDIF（コアキシャル）、Optical（ADATオプティカルまたは SPDIFオプティ
カル）の信号が適切な信号であるか（Lock / No Lock）、または同期（Sync）しているか
を表示します。3列目はハードウェアが検知したサンプル・レートを表示します（32 kHz、
44.1 kHz、48 kHz等）。

7.2　WDM Devices
WDMデバイス設定には、編集画面を起
動するための Configure ボタンと、現在
有効な WDM デバイス数を示すステータ
ス表示と、ステレオまたはマルチチャン
ネル・デバイス を選択するリストボック
スがあります。

数字は、録音と再生の両方のデバイスを
表しています。つまり「1」は、1つの入
力と1つの出力ステレオ・デバイスを意
味します。

右図は Digiface AESで使用できるステ
レオWDMデバイスを示しており、最初
の4つのステレオ・デバイスが有効にさ
れています。お使いの環境に合わせ
チャンネル数を自由に設定可能です。ま
た、後方のチャンネルのみをアクティブ
にすることも可能です。例えば ADAT 
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(1+2)から OSの音声（警告音など）のみを出力したい場合などは、前方のデバイスを有
効にする必要はありません。この場合、Windows Soundコントロール・パネルには
ADAT (1+2) のみ表示されます。

ダイアログ内の右にある Allのチェック
ボックスを使うと、全てのデバイスを一
度に選択 /解除可能です。

右のスクリーンショットは Digiface 
AESで使用可能なマルチチャンネル
WDMデバイスです。WDM デバイスの
リストボックスにあるMulti-Channel
を選択してから、WDM Configureを押
すと表示されます。この例では ADAT 
(1-8) がアクティブに設定されています。

マルチチャンネルWDMデバイスを使
用することにより、特殊なソフトウェア
でのマルチチャンネル再生や DVD / 
Blu-Rayプレイヤー・ソフトでのサラ
ウンド・サウンド再生が行えます。

コントロールパネルの「サウンド」で
WDM デバイスを特定のサラウンド・
モードに設定する場合は、デバイスが「ス
ピーカー」プロパティーになっている必
要があります（次章参照）。

ダイアログ内の右にある Allのチェック
ボックスを使うと、全てのデバイスを一
度に選択 /解除可能です。

Speaker タブを押すと現在有効な WDM 
デバイスがすべて表示されます。これら 
すべてが「スピーカー」プロパティーと 
して定義できます。 

ヒント :複数のデバイスを「スピーカー」 
として定義するのは通常意味がありま 
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せん。Windows 上でスピーカーに番号 が付けられたり名称が変更されたりしな いため、
デバイスを見分けることができ ません。 

OKを押して画面を閉じるとWDMデバイスがリロードされWindowsが新しいプロパ
ティーを認識します。これで、Windowsのコントロールパネルのサウンドで再生デバイ
スを選択し、「構成」 ボタンを押して、ステレオから 7.1 まで のすべてのサラウンド・モー
ドを設定できます。
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8.　 操作と使用方法

8.1　再生
Digiface AESをオーディオ・アプリケーションで使用する場合は、Digiface AESを出力
デバイスとして選択します。一般的には、オーディオ・アプリケーションのOptions（オ
プション）、Preferences（環境設定）もしくは Setting（設定）メニュー内の、Playback 
Device（再生デバイス）、Audio Devices（オーディオ・デバイス）、Audio（オーディオ）
などから設定します。

SettingsダイアログでWDMデバイス数が 0に設定されている場合は、WDM再生デバイ
スを使用できません。

すべての OSのシステム・サウンドは無効にすることをお勧めします（コントロールパ
ネル - サウンドとオーディオ・デバイス）。Digiface AESは、システムのオーディオ機
能を大幅に拡張することができます。ただし再生デバイスを規定のデバイスに設定すると、
ASIO使用時に問題が生じる場合があります。

オーディオ・バッファーの数やサイズを増やすと、オーディオ信号が正しく再生されない
のを防ぐことが出来ますが、その分レイテンシーも大きくなり再生出力の遅れが生じます。
オーディオとMIDI (もしくはそれに類するもの )の同期再生を行うには、Get position 
from audio driver (オーディオドライバーからの位置情報を利用 )のチェックボックスが
有効になっていることをご確認ください。

Windows Vista/7/8/10/11に関する注意

注意：Vista以降、WDM下のサンプル・レートは、オーディオ・アプリケーションから制御で
きなくなりました。その対策のため、Digiface AESのドライバーはWDMデバイスのサンプ
ル・レートをグローバルに変更する機能を備えます。Settingsダイアログで設定可能です（《7.1
　一般》参照）。

8.2　DVD再生（AC-3/DTS）
対応するDVD再生ソフトウェアを使うことで、Digiface AESのSPDIF出力からAVレシー
バーに AC-3/DTSストリーミング・データを送信することが出来ます。

Settingsダイアログにてサンプル・レートを 48 kHzに設定する必要があります。設定し
なければ、SPDIF経由でダウンミックスされたアナログ信号を再生することしかできません。

DVDソフトウェアによっては、Windowsのコントロール パネル > サウンド > 再生にて
Digiface AESを出力デバイスとして選択しないとソフトウェアが Digiface AESを認識し
ない場合があります。
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その後は、DVDソフトウェアのオーディオプロパティで「SPDIF出力」もしくはそれに
似たオプションが表示されます。これを選択すると、ソフトウェアはデコードされていな
いデジタル・マルチチャンネル・ストリーミングデータを Digiface AESに送信します。

注意：この SPDIF信号は非常に高いレベルのノイズのように聞こえます。接続されている機
器へダメージを与えないように、この信号をスピーカーにルーティング／ミックスすることを
極力避けてください。

マルチチャンネル

DVD再生ソフトウェアをソフトウェア・デコーダーとして使用することもできます。こ
の場合は、DVDのマルチチャンネル・データ・ストリームが直接 Digiface AESのアナロ
グ出力に送信されます。この機能を使用するには、コントロールパネル > サウンド > 再生
タブで、Digiface AESのWDM再生デバイス（スピーカー）を規定のデバイスに設定します。

これで PowerDVDやWin DVDのオーディオプロパティで複数のマルチチャンネル
モードがリストアップされます。この中のひとつを選択するとアプリケーションは
Digiface AESへデコードされたアナログ・マルチチャンネルデータを送信します。その後、
TotalMixを使用してお好みの出力先から再生させることができます。

8.3　WDM環境でのチャンネル数
Digiface AESの ADATオプティカル・ポートは、標準的な ADATレコーダーを使用して
最大192 kHzまでのサンプル・レートを提供します。それを実現するためには、S/MUX
（サンプル・マルチプレックス）テクノロジーによって1つのチャンネルのデータを、2つ、
または4つの ADATチャンネルを使用して伝送します。従って、1つ ADATポートで利用
可能なチャンネル数は8から4または2まで減ることになります。

Digiface AESがダブル・スピード（Double Speed 88.2/96 kHz)もしくはクワッド・ス
ピード（Quad Speed 176.4/192 kHz）モードに変更された場合、利用不可のデバイス
は自動的に消えます。

WDMステレオ・デバイス ダブル・スピード クワッド・スピード
Digiface Analog (1+2) Digiface Analog (1+2) Digiface Analog (1+2)
Digiface Analog (3+4)* Digiface Analog (3+4)* Digiface Analog (3+4)*
Digiface SPDIF Digiface SPDIF Digiface SPDIF
Digiface AES Digiface AES Digiface AES
Digiface ADAT 1 (1+2) Digiface ADAT 1 (1+2) Digiface ADAT 1 (1+2)
Digiface ADAT 1 (3+4) Digiface ADAT 1 (3+4) Digiface ADAT 1 (3+4)
Digiface ADAT 1 (5+6) Digiface ADAT 1 (5+6) Digiface ADAT 1 (5+6)
Digiface ADAT 1 (7+8) Digiface ADAT 1 (7+8) Digiface ADAT 1 (7+8)

* 再生のみ。
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8.4　マルチクライアントでの使用
RMEのオーディオ・インターフェイスは、いくつかのプログラムから同時に使用できる
マルチクライアント操作をサポートしています。さらに ASIOとWDMを同じ再生チャン
ネル上でも同時に使用できます。しかし、WDMはリアルタイムでサンプル・レートを変
換するため（ASIOはしません）、すべての有効な ASIOのソフトウェアは同じサンプル・
レートを使用する必要があります。

しかしながら、各チャンネルを単独で使用した方がより概観が把握しやすくなります。ま
た、これによって制限を受けることもありません。TotalMixを使用すれば、すべての出
力へのルーティングが可能で、複数のソフトウェアの再生チャンネルを1つの同じハード
ウェア出力へ簡単にルーティングできます。

入力の場合は、単純にドライバーがすべてのアプリケーションに同時にデータを送信する
ため、複数のWDM / ASIOソフトウェアを同時に制限なく使用できます。

尚、上述の制限は RMEの精巧な DIGICheckツールには当てはまりません。DIGICheck
は ASIOホストのように動作し、 再生チャンネルに直接アクセスするための特殊な技術を
用います。従って、ソフトウェアがどのフォーマットを使用していてもDIGICheckはソ
フトウェアからの再生データを分析し表示することができます。

8.5　アナログ録音
アナログ入力信号を録音するには、オーディオ・アプリケーション内で Digiface AESを
録音デバイスとして正しく選択する必要があります (Digiface AES Analog (1+2))。

入力感度は、TotalMix FXのゲイン設定で変更できます（入力チャンネルの Settings ＞ 
Gain）。入力感度を調整することで、SN比を最適化できます。さらに最適なレベルにす
るには、ソース自体を調整します。TotalMixのピークレベルメーターがおよそ -3 dBに
達するまで、ソースの出力レベルを上げてください。

フロント・パネルのアナログ入力信号レベルは、本体ディスプレイのMIC/GAINボタンと
エンコーダーでも最適化できます。またディスプレイに表示されるレベル ･メーターの色
の変化で、現在の信号レベルの確認もできます。

入力信号のモニタリングや入力信号を直接出力へ送信することは良くありますが、
TotalMix FXを使用すれば、これらをレイテンシーゼロで行えます（《24.　TotalMix FX：ルー
ティングとモニタリング》参照）。

Steinberg社の ASIOプロトコル、RMEの ASIOドライバー、そして任意の ASIO 2.0対
応プログラムの組み合わせにより、モニタリングをリアルタイムに自動的にコントロール
できます。ASIO Direct Monitoringをアクティブにすると、レコーディングの開始（パン
チイン）と同時に、入力信号はリアルタイムで出力にルーティングされます。
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8.6　デジタル録音
アナログ・サウンドカードは録音の際に入力信号が無い場合は空の波形ファイル（もしく
はノイズ）を作成しますが、デジタル・インターフェイスの場合は、録音を開始するため
に常に適切な入力信号が必要です。

Digiface AESでは同期のトラブルを防ぐた
め、サンプル・レートや各入力のロック /
同期などの各種ステータスを本体ディスプ
レイで簡単に確認できるようにしました。

Settingsダイアログの Clock Optionsおよ
び Input Statusに表示されるサンプル・レー
トは、本体や接続されたすべての外部機器
に設定されているサンプル・レートを素早
く確認するのに役に立ちます。サンプル・
レートが認識されない場合、No Lockと表示されます。

このように、どのようなオーディオ・アプリケーションでデジタル録音を行う場合でも簡
単に設定することができます。適切な入力を選択すると、Digiface AESは現在のサンプル・
レートを表示します。このパラメーターはアプリケーション上のオーディオ設定（もしく
はそれに類する）ダイアログ内で変更することができます。

8.7　クロック・モード -同期
デジタルの世界では、すべての機器は「マスター (クロック・ソース )」または「スレー
ブ (クロックを受信 )」に設定する必要があります。システム内で複数の機器を接続した
場合、マスターとなるクロックが必ず1つ必要です。

デジタル・システムのマスター・デバイスは 1台のみです！ Digiface AESのクロック・モー
ドを「マスター」に設定した場合は、他のすべての機器を「スレーブ」に設定する必要があ
ります。

Digiface AESは AutoSyncと呼ばれる非常に便利でインテリジェントなクロック制御機
能を備えます。AutoSyncモードは、デジタル入力に適切な信号があるかどうかを常時
スキャンします。有効な信号を検知すると、クロックが内部クロック（Clock Modeが
Current Internalの状態）から外部クロック（Clock Modeが Current AES/SPDIF/ADAT
の状態）に切り替わります。通常のスレーブとの違いは、入力信号を失った場合にシステ
ムは直ちに内部クロック（マスター・モード）に戻る点です。

AutoSyncモードは、通常のレコーディングも再生しながらのレコーディングも正常に動
作することを保障します。ただし特定のケースの場合に AutoSyncがデジタル・キャリア
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でフィードバックを引き起こし、同期が取れなくなることがあります。この問題を解消す
るにはクロック・モードをマスター（Clock Source - Internal）に切り替えてください。

RME独自の SyncCheck 技術よって現在のクロック状況を簡単に確認できます。
SyncCheckは、各入力（AES、SPDIF、ADAT）の信号が有効（Lock）なのか、有効でな
い（No Lock）のか、または有効かつ同期状態（Sync）なのかを表示します。詳細は《38.1

　Lockと SyncCheck》をご参照ください。

Clock Sourceで希望するクロック・ソース入力を選択します。有効な信号が検知された場
合、その入力が同期ソースとして使われます。信号が検知されない場合、他の入力が順番
にスキャンされます。すべての入力で有効な信号を検知できない場合、Digiface AESは
自動でクロック・モードをマスターに切替えます。

WDM環境では、必然的に Digiface 
AESがサンプル・レートを設定します。
従って、右図のようなエラーが発生す
る可能性があります。図ではサンプル・
レート48 kHzのデジタル信号（AES、SPDIFまたは ADAT）がシンク・ソースとして用
いられていますが、Windowsオーディオが事前に44100Hzに設定済みのため、エラー
が発生しています。赤い文字はエラーを意味し、手動でサンプル・レートを48000 Hzに
設定するように促します。

ASIO環境の場合はオーディオ・アプリケーションがサンプル・レートを設定するため、通
常はこのようなエラーは生じませんが、生じるケースもあります。スレーブ・モードの場
合、外部サンプル・レートが優先されます。44.1 kHzを送った場合、ASIOソフトウェア
が48 kHzに設定するのを防ぎ、変更するためにはクロック・モードをマスター（Internal）
にする以外ありません。

SyncCheckは、システムに接続された全てのデジタルデバイスが正しく設定されている
かを簡単に確認できる機能です。SyncCheckにより以前はデジタル・スタジオの世界で
最も複雑だった問題の１つを、誰もがマスターできるようになるのです。
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9.　ASIO環境での操作

9.1　一般
ASIO対応のソフトウェアを起動し、オーディオ I/Oデバイスまたは ASIOオーディオ・
ド ライバーにMADIface USBを選択します。
・ Digiface AESは ASIOダイレクト・モニタリング (ADM)に対応しています。
・ Digiface AESのMIDI I/OはMME MIDIおよび DirectMusic MIDIで使用できます。

9.2　ASIO環境でのチャンネル数
サンプル・レートが88.2または96 kHzに設定されている場合、ADATオプティカル入出
力は S/MUXモードで動作し、各ポートで利用可能なチャンネル数は8から4に減ります。

サンプル・レートが176.4または192 kHzに設定されている場合、ADATオプティカル入
出力は S/MUX4モードで動作し、各ポートで利用可能なチャンネル数は2になります。

注意：Single（シングル）、Double（ダブル）、Quad（クワッド）スピードとサンプル・レー
トのレンジを切り替えた場合、ASIOドライバーから表示されるチャンネル数も変更されるこ
とにご注意ください。このとき、オーディオ・アプリケーション内の I/Oのリストを更新する
必要があるかもしれません。

シングル・スピード ダブル・スピード クワッド・スピード
Digiface AES 1 /2 Digiface AES 1 /2 Digiface AES 1 /2
Digiface SPDIF 1 /2 Digiface SPDIF 1 /2 Digiface SPDIF 1 /2 
Digiface Analog 1 ～ 4 Digiface Analog 1 ～ 4 Digiface Analog 1 ～ 4 
Digiface ADAT 1 ～ 8 Digiface ADAT 1 ～ 4 Digiface ADAT 1 ～ 2
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9.3　確認されている問題
CPUの速度が十分でない場合、また USBバスまたは PCIバスのデータ伝送速度や、
PCIe-busの転送速度が遅すぎると、ドロップアウトやクリックノイズの発生などの不具
合が起こります。この問題はバッファー ･サイズを大きくすると、多くの場合問題の解決
につながります。また、すべてのプラグインを一時的に無効にして、それらが原因でない
かどうかを確認することも有効です。詳細は、《38.3　USBオーディオ》をご参照ください。

また、同期が正しくないことが多くのトラブルの原因になります。ASIOは非同期操作を
サポートしていません。入力信号と出力信号は同じサンプル・レートを使用し、なお且つ
同期していなければなりません。Digiface AESと接続する機器はすべて、フル・デュプレッ
クス（全二重）動作が行えるように正しく設定される必要があります。Settingsダイア
ログの SyncCheckに Syncではなく Lockと表示されている場合は、機器が正しく設定さ
れていないので再度確認を行ってください。

Digiface AESを複数台使用する場合も同様です。すべてのユニットが同期してなければ
なりません。同期していなければ、繰り返し周期的なノイズが発生します。

RMEデバイスは ASIOダイレクト・モニタリング （ADM）をサポートしています。すべ
てのアプリケーションが ADMを完璧に、あるいは完全にエラーなしでサポートしていな
い点にご注意ください。最も多く寄せられる問題は、ステレオ・チャンネルでの誤ったパン
ニングの動作についてです。また、可能であれば TotalMix FXのハードウェア出力（3段
目）をモノ・モードに設定することを避けてください。設定した場合、ADMとの互換性
が損なわれる可能性が高いです。

オーディオとMIDIがぴったりと合っていない場合、または一定のずれがある（MIDIノー
トが正確な位置よりわずかに前または後に置かれている）場合、Cubase/Nuendoでの
設定を変更する必要があります。本マニュアルの執筆時点では、システムのタイムスタン
プを使用（Use System Timestamp）オプションを有効にします。Digiface AESはMME 
MIDIと DirectMusic MIDIの両フォーマットをサポートします。どちらがより良い動作
をするかは、使用するアプリケーションによって異なります。
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10.　複数の Digiface AESを同時に使用する
Digifaceドライバーは、Digiface AESまたは対応する RMEインターフェイスを最大3
台まで同時に使用できます。その場合、全ユニットは同期している必要があります。つま
り正しいデジタル同期信号を受け取らなければいけません。

・ 1台の Digiface AESのクロック・モードをマスターに設定している場合、他のすべて
をスレーブに設定し、例えばクロック信号をマスターから供給させることで同期させ
ます。すべてのユニットのクロック・モードを Settingsダイアログにてそれぞれ設定
する必要があります。

・ すべてのユニットが同期信号を得ていれば（すべての Settingsダイアログで Syncと
表示されていれば）、すべてのチャンネルが同時に使用できます。ASIOドライバー
はすべてのユニットを1つのデバイスとして認識するため、ASIOでは特に便利に操
作できます。

注意： TotalMixはそれぞれの Digiface AESハードウェアの一部として動作します。最大で３
つのミキサーが使用できますが、それぞれは独立しているため、データを互いにやり取りする
ことはできません。従って、すべてをまとめるグローバルミキサーとして使用することはでき
ません。
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11.　DIGICheck Windows

DIGICheckはデジタル・オーディオ・ストリームの計測、解析を行うために開発された
RME独自のユーティリティです。DIGICheckの画面はご覧いただければすぐにでも使用
可能なほどシンプルです（英語のオンラインヘルプ付属）。また、DIGICheck 5.95はマル
チクライアント ASIOホストとしてオペレート可能で、ASIO、WDMのどのソフトウェ
アに対しても並行して使用することができます (入出力共 )。以下は現在搭載される機能
の概要です：

・ Level Meter：解像度24bit。2、8、16ch対応。主な用途：Peak レベル測定、RMS 
レベル測定、オーバー検知、位相相関測定、ダイナミックレンジ測定、S/N比測
定、RMS/Peak 差（ラウドネス）測定、Peak 長期測定、入力チェック。0dBFS 以
上のレベル用オーバーサンプリング・モード。縦 /横表示モード。Slow RMS、RLB 
weightingフィルター。K-Systemに準拠した視覚設定に対応。

・ Hardware Level Meter（Input, PlaybackとOutput.用）：自由に設定可能なリファ
レンス・レベルメーター。 Digifaceハードウェアで計算処理されるため、CPU負荷
はほぼゼロ。

・ Spectral Analyser：アナログ・バンドパス・フィルター・テクノロジーを使用した独
自の10/20/30 バンドディスプレイ。192 kHz 対応。

・ Vector Audio Scope：オシロスコープ・チューブの典型的な残像を表示する世界で
もユニークなゴニオメーター。相関メーターとレベルメーターを搭載。

・ Totalyser：Spectral Analyser 、Level Meterおよび Vector Audio Scopeを一つ
の画面で表示。

・ Surround Audio Scope：相関関係を分析できるプロフェッショナルなサラウンド・
レベルメーター。ITU weightingと ITU summing meter。

・ ITU1770/EBU R128 Meter：標準化されたラウドネス計測メーター。
・ Bit Statistics & Noise：オーディオ信号の真の解像度に加えて、エラーやDCオフセッ
トを表示。dB/dBA 単位の S/N比測定、および DC測定機能搭載。

・ Channel Status Display：SPDIF および AES/EBU チャンネル・ステータス・データ
の詳細な分析と結果表示。

・ Global Record：最低限のシステム負荷で全チャンネルを長期録音。
・ マルチクライアントに完全対応：すべてのチャンネルで計測ウィンドウをいくつも開
くことが可能。

より最新のハードウェアに対応した新バージョンのDigiCheck NGもご利用いただけます。

DIGICheckおよびDigiCheck NGは随時アップデートされています。最新バージョンは
rme-audio.jp のダウンロード・ページからダウンロード可能です。
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12.　Hotline - トラブルシューティング
最新情報は https:/rme-audio.jp/ のサポート /FAQ セクションでご覧頂けます。

8系統の ADATチャンネルがオプティカル出力で利用できません。

・ オプティカル出力の設定が SPDIFに切り替わっていないかをご確認ください。ADAT
再生デバイスは、TotalMixで他出力のミックスに割り当てることも可能です。

再生はできますが、録音ができません。

・ 入力に正しいオーディオ信号が存在しているか確認してください。正しく入力されて
いる場合は、現在のサンプル・レートが Settingsダイアログに表示されているはずで
す。

・ Digiface AESがオーディオ・ソフトウェアの録音デバイスとして選択されているかど
うか確認してください。

・ オーディオ・ソフトウェアで設定されたサンプル・レート（「録音設定」やそれに類す
るメニュー）が入力信号と同じかどうかを確認してください。

・ ケーブルと機器が閉じられたループ内で接続されていないことを確認してください。
その場合、クロック・モードをマスターに設定します。

録音・再生中、クラックル・ノイズが発生します。

・ Settingsダイアログの Buffer Sizeを増やしてください。
・ 異なるケーブル（コアキシャルもしくはオプティカル）で試して、物理的な断線や故
障がないかを確認してください。

・ ケーブルと機器が閉じられたループ内で接続されていないことを確認してください。
その場合、クロック・モードをマスターに設定します。

・ Settingsダイアログで、エラーが表示されているかを確認してください。

ドライバーインストール、Settingsダイアログ、TotalMixは正常だが、再生 /録音でき
ません。

・ USBケーブルに欠陥がある場合、このような弊害が起こる可能性があります。デバ
イスの認識や Settingダイアログの設定といったコントロールは USBの低い帯域幅
の転送で行えますが、再生、録音はフルの帯域幅の転送を必要とします。従って、ケー
ブルに欠陥がありバンド幅が限られている場合、このような弊害が起こる可能性があ
ります。
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 ▶macOS - インストールと操作
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13.　ハードウェア /ドライバー /ファームウェア

13.1　ハードウェアとドライバーのインストール
Digiface AESをコンピューターに接続し、電源をオンにした状態で、使用されている
macOSに適したドライバーをインストールしてください。 

RMEはドライバーを定期的に更新しています。rme-audio.jpのダウンロード・ページか
ら、最新ドライバーをダウンロードしてください。ダウンロードしたファイルを解凍し、
pkgファイルをダブルクリックしてドライバーのインストールを開始します。 

ドライバー・インストールの際、アプリケーションの TotalMix（TotalMix FXミキサー）と、
Fireface USB Settings（Settingsダイアログ）がアプリケーション・フォルダにコピーさ
れます。これらのアプリケーションは Digiface AESがコンピューターに接続されると自
動的に Dockに表示されます。コンピューターを再起動する必要はありません。

ドライバー更新時には、インストール済みのドライバーを削除する必要はありません。そ
のまま新しいドライバーを上書きでインストールします。

13.2　ドライバーのアンインストール
問題が生じた場合はドライバー・ファイルをゴミ箱にドラッグすることで削除できます：

/アプリケーション/Fireface USB Settings

/アプリケーション/Totalmix

/システム/ライブラリ/Extensions/Fireface USB.kext

/ユーザ/ユーザ名/ライブラリ/Preferences/de.rme-audio.TotalmixFX.plist

/ユーザ/ユーザ名/ライブラリ/Preferences/de.rme-audio.Fireface_USB_Settings.plist

/ライブラリ/LaunchAgents/de.rme-audio.FirefaceUSBAgent.plist

最新のmacOSでは Finderにユーザ /ライブラリのフォルダーが表示されません。表示させ
るには、Finderを選択し、メニューの「移動」をクリックしてから、option（alt）キーを
押しながら「ライブラリ」をクリックします。

最新の DriverKitドライバーでは、ドライバー自体がアプリケーション・フォルダーにある
RME Settingsアプリケーションに組み込まれています。そのため、このアプリケーション
を削除するとシステムからドライバーも削除されます。
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13.3　ファームウェアのアップデート
アプリケーション RME USB Series Flash Toolは、Digiface AESのファームウェアを最
新バージョンにアップデートします。この作業を行うには既に USBドライバーがインス
トールされている必要があります。

RME USB Series Flash Toolを起動すると、 Digiface AESの現在のファームウェアのバー
ジョン、そしてアップデートが必要かどうかが表示されます。必要な場合はUpdateボタン
をクリックします。プログレスバーが進行状況を表示し、完了を知らせます。

アップデート後は Digiface AESを再起動する必要があります。Digiface AESの電源をオ
フにした状態で数秒間放置してください。コンピューターの再起動は必要ありません。

アップデートを高速化するため、通常はファームウェアの古い部分のみが更新されます。
オプションの Flash Allを選択すると、ファームウェア全体を強制的にアップデートでき
ます。

アップデートが失敗した場合（statusが failureと表示）、次回の起動からセーフティー
BIOSが使用されます。従って本体はそのまま完全に機能します。その際はもう一度別の
コンピューターでアップデート作業を行ってください。
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14.　Digiface AES の設定

14.1　Settingsダイアログ
Digiface AESの設定は、Fireface USB Settingsアプリケーションの Settingsダイアログ
にて行います。Digiface AESのミキサーの設定を行う場合は、TotalMix FXを起動します。

Digiface AESには、考え抜かれた実用的な機能が数多く搭載されており、それらは様々
な場面に応じて設定できます。

Settings ダイアログには以下の設定項目があります : 

・ DSPの操作
・ デジタル入出力の設定
・ 現在のサンプル・レート
・ 同期設定
・ 入出力状況

Settingsダイアログで行われるすべて
の変更はただちにリアルタイムで適用
されます。OKボタンをクリックした
り、ダイアログを閉じたりといった確
認作業は必要ありません。

しかし設定変更が可能であったとして
も、ノイズの原因となりますので、録
音再生中に行うべきではありません。

Properties Forのプルダウン・メニュー
では、設定するユニットを選択します。

その右側には現在のファームウェアと
ドライバー・バージョンが表示されます。

Input Options

  ■ DSP – Record EQ：すべての入力チャンネルの EQを録音パス内に挿入します。
Loopbackが有効の場合は、出力チャンネルの EQが録音パス内に含まれます。《26.6

　サブミックスを録音する（ループバック）》も合わせてご参照ください。

  ■ Sample Rate Conversion：SRCは、いずれか1つのデジタル入力に接続できます。
AES、SPDIF（コアキシャル）、SPDIFオプティカルから選択可能です。ADATオプティ
カルに SRCを接続することはできません。詳細は《21.5　SRC（サンプル・レート・コン
バーター）》をご参照ください。
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Output Options

  ■ Optical Out：このオプティカル TOSLINK出力は、ADATまたは SPDIF出力として
動作します。

Clock Options

  ■ Sample Rate：現在のサンプル・レートを設定します。Audio MIDI設定の設定と同じ
ですが、Settingsダイアログからも設定可能です。

  ■ Clock Source：内部クロック・ソース（Internal=マスター）を使用するか、入力 信
号（AES、SPDIF、Optical（SPDIFオプティカルまたは ADATオプティカル））を使
用するかを設定します。選択されたソースが利用できない場合は (Input StatusがNo 
Lockと表示 )、次に使用可能なソースに自動で切り替わります（AutoSync）。使用で
きるソースが見つからない場合、内部クロックが使用されます。現在のクロック・ソー
スは右に表示されます。

Input Status

各入力（AES、SPDIF（コアキシャル）、オプティカル（SPDIFオプティカルまたは
ADATオプティカル））の信号が適切な信号であるか（Lock / No Lock）、または同期（Sync）
しているかを表示します。3列目はハードウェアが検知したサンプル・レートを表示しま
す（32 kHz、44.1 kHz、48 kHz等）。

Short Safety Offset

より小さな Safety Offsetを使用して全体のレイテンシーを下げます。このチェックボッ
クスを有効にすると、レイテンシーが24サンプルから12サンプルに変更されます。変更
はリアルタイムで行われます。尚、小さな Safety Offset を使用するこ とにより、クリッ
クやドロップアウトが発生する可能性があります。

14.2　クロック・モード – 同期
デジタルの世界では、すべての機器は「マスター（クロック・ソース）」または「スレー
ブ（クロックを受信）」に設定する必要があります。システム内で複数の機器を接続した
場合、マスターとなるクロックが必ず1つ必要です。

デジタル・システムのマスター・デバイスは 1台のみです！もし Digiface AESのクロック・
モードをマスターに設定してある場合は、他のすべての機器を「スレーブ」に設定する必要
があります。

Digiface AESは AutoSyncと呼ばれる非常に便利でインテリジェントなクロック制御機
能を備えます。AutoSyncモードは、デジタル入力に適切な信号があるかどうかを常時
スキャンします。有効な信号を検知すると、クロックが内部クロック（Clock Modeが
Current Internalの状態）から外部クロック（Clock Modeが Current ADAT/SPDIF/AES
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の状態）に切り替わります。通常のスレーブとの違いは、入力信号を失った場合にシステ
ムが直ちに内部クロック（マスター・モード）に戻る点です。

AutoSyncモードは、通常のレコーディングも再生しながらのレコーディングも正常に動
作することを保障します。

ただし特定のケースの場合に AutoSyncがデジタルキャリアでフィードバックを引き起こ
し、同期が取れなくなることがあります。この問題を解消するにはDigiface AESのクロッ
ク・モードをマスター（Internal）に切り替えてください。

RME独自の SyncCheck 技術によって現在のクロック状況を簡単に確認できます。
SyncCheckは、各入力（AES、SPDIF、ADAT）の信号が有効なのか（No Lock）、有効で
ない（Lock）のか、または有効かつ同期状態（Sync）なのかを表示します。Clock Mode
欄には、現在のクロック・ソースが表示されます。詳細は《38.1　Lockと SyncCheck》を
ご参照ください。

Clock Sourceで希望するクロック・ソース入力を選択します。有効な信号が検出された場
合、この入力が同期ソースとして使用されます。信号が検出されない場合、他の入力が順
番にスキャンされます。すべての入力で有効な信号を検知できない場合、Digiface AES
は自動でクロック・モードをマスターに切替えます。

状況によっては、クロック・モードを変更せざるを得ない場合もあります。例えば、1台
の ADATレコーダーからの出力を Digiface AESの ADAT入力に接続し（ADATはただ
ちに AutoSyncソースになります）、次に CDプレーヤーを AES入力へ接続します。CD
からの信号を録音しようとしても、ほとんどの CDプレーヤーが同期できないはずです。
CDプレーヤーからの信号が ADATのクロックで読み込まれるため、録音データは破損し
てしまいます。この場合、Clock Sourceは一時的に AESに設定してください。

SyncCheckは、システムに接続された全てのデジタルデバイスが正しく設定されている
かを簡単に確認できる機能です。SyncCheckにより以前はデジタルスタジオの世界で最
も複雑だった問題の１つを、誰もがマスターできるようになるのです。
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15.　macOS FAQ

15.1　MIDIポートが認識できない
アプリケーションでMIDIポートが表示されないケースがあります。正確には、Audio 
MIDI設定 - MIDIウィンドウで、インストールされたMIDIポートを認識できない場合です。
このとき、RME MIDIデバイスは表示されていないか、または、デバイスが灰色に反転し
ていて使用できません。ほとんどの場合、灰色に反転しているデバイスを削除して、再度
MIDIデバイスを探すことで問題は解決します。

Digiface AESのMIDIはクラス・コンプライアントのため、ドライバーが付属しません。
OS Xは Digiface AESをMIDIデバイスとして認識し、OSに含まれるドライバーで使用
します。

15.2　ディスクのアクセス権を修復
ディスクのアクセス権を修復すると、インストール時の問題やその他の問題が解決できま
す。これを行うには、「ユーティリティ >ディスクユーティリティー」から、システムの
あるドライブ（ボリューム）を選択します。そして、First Aidタブをクリックするとディ
スクのアクセス権の検証と修復のメニューが使用できます。

15.3　対応サンプル・レート
RMEのmacOSドライバーは、Digiface AESによって供給されるすべてのサンプ
ル・レートをサポートします。これには32 kHzや64 kHzも含まれ、更には128 kHz、
176.4 kHz、192 kHzにも対応します。

しかし、すべてのソフトウェアが Digiface AESのサンプル・レートをサポートしている
わけではありません。ハードウェアの性能はAudio MIDI設定で簡単に確認できます。オー
ディオ装置のリストからDigiface AESを選択しフォーマットのドロップダウン・メニュー
をクリックすると、対応するサンプル・レートがリスト表示されます。
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15.4　Core Audio環境でのチャンネル数
サンプル・レート88.2または96 kHzでは、ADATオプティカル入出力は S/MUXモード
で動作するため、1つの ADATポートで利用可能なチャンネル数は8から4に減ります。
サンプル・レート176.4または192 kHzでは、ADATオプティカル入出力は S/MUX4モー
ドで動作するため、1つの ADATポートで利用可能なチャンネル数は2になります。

コンピューターの再起動なしに Core Audioのチャンネル数を変更出来ないため、
Digiface AESがダブル・スピード（Double Speed 88.2/96 kHz)もしくはクワッド・ス
ピード（Quad Speed176.4/192 kHz）モードに変更された場合、すべてのチャンネルが
表示され続けますが、一部のチャンネルが無効となります。

15.5　その他の情報
カードやチャンネルの選択ができないアプリケーションはシステム環境設定 > サウンドの、
入力、出力で選択されたデバイスを使用します。

アプリケーション /ユーティリティにある Audio MIDI設定で、ハードウェアをシステム
で使用するための詳細な設定を行えます。

チャンネルの選択ができないアプリケーションでは、最初のステレオ1/2チャンネルのペ
アが常に使用されます。他の入力を使用したい場合は、TotalMixで次の回避策を利用で
きます：使用したい入力信号を出力チャンネル1/2にルーティングします。出力1/2チャン
ネルの Settingsで Loopbackを有効にします。これにより、使用したい入力信号が入力
チャンネル1/2で利用できるようになります（ディレイやレイテンシーは追加されません）。

スピーカーを構成で、ステレオやマルチチャンネル再生をすべての利用可能なチャンネル
へ自由に設定できます。
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16.　複数台の Digiface AESを同時に使用する
macOSでは、一つのオーディオ・アプリケーション内で複数のオーディオ・デバイスを
使用することができます。これは複数のデバイスを一つにする Core Audioの機器セット
機能で行います。

最新のドライバーは、最大3台のDigiface AESを同時に使用できます。その場合、全ユニッ
トは同期している必要があります。つまり正しいデジタル同期情報を受け取らなければな
りません。

・ 1台の Digiface AESのクロック・モードをマスターに設定している場合、他のすべて
をスレーブに設定し、例えばデジタル接続経由でクロック信号をマスターから供給さ
せることで同期させます。すべてのユニットのクロック・モードを Settingsダイアロ
グにてそれぞれ設定する必要があります。

・ すべてのユニットが同期信号を得ていれば（すべての Settingsダイアログで Syncと
表示されていれば）、すべてのチャンネルが同時に使用できます。

複数台の Digiface AESを使用する場合は、コンピューター側でリソースの問題が生じる
可能性がある点にご注意ください。

注意：TotalMixは Digiface AESのハードウェアの一部です。最大で３つのミキサーが使用で
きますが、それぞれは独立しているため、データを互いにやり取りすることはできません。従っ
て、すべてをまとめるグローバルミキサーとして使用することはできません。
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17.　DIGICheck NG Mac

DIGICheckはデジタル・オーディオ・ストリームの計測、解析を行うために開発された
RME独自のユーティリティです。DIGICheckは画面をご覧いただければすぐにでも使用
可能なほど簡単で、英語のオンラインヘルプも付属しています。また、DIGICheck NG 0.89
はどんなソフトウェアに対しても並行して使用することができ、すべての入力データを表
示します。以下は現在搭載される機能の概要です：

・ Level Meter：解像度24bit。2、8、16 ch 対応。主な用途：Peakレベル測定、
RMSレベル測定、オーバー検知、位相相関測定、ダイナミックレンジ測定、S/N比
測定、RMS/Peak差（ラウドネス）測定、Peak長期測定、入力チェック。0dBFS以
上のレベル用オーバーサンプリング・モード。縦 /横表示モード。Slow RMS、RLB 
weightingフィルター。K-System に準拠した視覚設定に対応。

・ Hardware Level Meter（入力、ソフトウェア再生と出力用）：自由に設定可能なリ
ファレンス・レベルメーター。 Digiface AESのハードウェアで計算処理されるため、
CPU負荷はほぼゼロ。

・ Spectral Analyser：アナログ・バンドパスフィルター・テクノロジーを使用した独
自の10/20/30バンドディスプレイ。192 kHz対応。

・ Vector Audio Scope：オシロスコープ・チューブの典型的な残像を表示する世界で
もユニークなゴニオメーター。相関メーターとレベルメーターを搭載。

・ Totalyser：Spectral Analyser 、Level Meterおよび Vector Audio Scopeを一つ
の画面で表示。

・ Surround Audio Scope：相関関係を分析できるプロフェッショナルなサラウンド・
レベルメーター。ITU weightingと ITU Summingメーター。

・ ITU1770/EBU R128 Meter：標準化されたラウドネス計測メーター。
・ Bit Statistics & Noise：オーディオ信号の真の解像度に加えて、エラーやDCオフセッ
トを表示。dB/dBA単位の S/N比測定、および DC測定機能搭載。

・ マルチクライアントに完全対応：すべてのチャンネルで計測ウィンドウをいくつでも
開くことが可能。

最新のハードウェアに対応した新バージョンのDigiCheck NGもご利用いただけます。

DIGICheckおよびDigiCheck NGは随時アップデートされています。最新バージョンは
rme-audio.jp のダウンロード・ページからダウンロード可能です。
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18.　Hotline - トラブルシューティング
最新情報は https:/rme-audio.jp/ のサポート /FAQ セクションでご覧頂けます。

ハードウェアとドライバーのインストールは正しく行えましたが、再生ができません。

・ Digiface AESがオーディオ・ソフトウェアの再生デバイスとして選択されているかど
うか確認してください

8つの ADATチャンネルがうまく動作しません。

・ オプティカル出力の設定が SPDIFに切り替わっていないかをご確認ください。ADAT
再生デバイスは、TotalMixで他出力のミックスに割り当てることも可能です。

再生はできますが、録音ができません。

・ 入力に正しいオーディオ信号が存在しているか確認してください。正しく入力されて
いる場合は、現在のサンプル・レートが Settingsダイアログに表示されているはずです。

・ Digiface AESがオーディオ・ソフトウェアの録音デバイスとして選択されているかど
うかを確認してください。

・ オーディオ・ソフトウェアで設定されたサンプル・レート（［録音設定］やそれに類す
るメニュー）が入力信号と同じかどうかを確認してください。

・ ケーブルと機器が閉じられたループ内で接続されていないことを確認してください。
その場合、クロック・モードをマスターに設定します。

録音・再生中、クラックル・ノイズが発生します。

・ アプリケーションでバッファー・サイズを増やしてください。
・ 異なるケーブル（コアキシャルもしくはオプティカル）で試して、物理的な断線や故
障がないかを確認してください。

・ ケーブルと機器が閉じられたループ内で接続されていないことを確認してください。
その場合、クロック・モードをマスターに設定します。

・ Settingsダイアログにエラーが表示されていないか確認してください。

Digiface AESが正常に動作しない原因

・ USBケーブルが正しく接続されていない。

ドライバーインストール、Settingsダイアログ、TotalMixは正常だが、再生 /録音でき
ません。

・ USBケーブルに欠陥がある場合、このような弊害が起こる可能性があります。デバ
イスの認識や Settingダイアログの設定といったコントロールは USBの低い帯域幅
の転送で行えますが、再生、録音はフルの帯域幅の転送を必要とします。従って、ケー
ブルに欠陥がありバンド幅が限られている場合、このような弊害が起こる可能性があ
ります。
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Digiface AES

 ▶入力と出力
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19.　アナログ入力
Digiface AESの2系統のバランス・マイク入力は、1 dB単位でデジタル制御できる75 
dBのゲイン機能を備えます。高電流ファンタム電源（48ボルト、チャンネルごとに設定可）
により、コンデンサー・マイクをプロフェッショナルに扱えます。最大 +18 dBuに対応し、
フロント・パネルのXLR入力はバランス / アンバランス・ライン入力としても使用できます。

コンボ入力端子の TRSジャックは、ファンタム電源不要のアンバランス（モノラル）ソー
スに完全対応します。この場合、6 dB固定のアッテネートが適用されます。つまり TRS
端子の最大入力レベルは +24 dBuとなります（バランスおよびアンバランス）。

チャンネル5/6(マイク /ライン入力1/2)には自動オーバーロード保護機能 AutoSetが備
わっています。AutoSetは6 dBのヘッドルームを保ちます。-6 dBFSよりも高いレベル
の場合は、ゲインが下げられます。これを確認するには、チャンネルのゲインを高く設定
し、信号を入力してみてください。ボタンが適切なゲインに戻されます。

極端なオーバーロードが生じた場合は、レベルが適切に調整されるまでに瞬間的な歪みが
生じますが、通常は AutoSetが適切に機能し、録音による歪みを確実に防止します。

ステレオ・チャンネルを使用する場合、AutoSetはリン
クして動作します。AutoSetは TotalMix FXまたは本
体のチャンネル設定で有効にします。

AutoSetがゲインを調整すると、本体ディスプレイに
表示される ASという文字が黒から青に変化します｡

20.　アナログ出力

20.1　ライン /XLR出力
リア・パネルのXLR出力端子は、チャンネル5/6が出力されるショート保護機能付き低イン
ピーダンス・ライン出力です。

ハードウェア・ディスクリート回路による3種類の基準レベル（+19 dBu / +13 dBu  /  
+4 dBu@0 dBFS）を切り替えることができ、TotalMix FXの出力チャンネル設定で選択
できます。

XLR出力ステージは、サーボ・バランス仕様ではありません。アンバランス機器を接続す
る際は、XLR出力の 3ピンが未接続であることをご確認ください。グラウンドへ接続すると、
THD（歪み）がより高くなります。
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20.2　ヘッドフォン /ライン出力
チャンネル7/8の信号は、フロント・パネルの1/4インチ TRS端子から出力されます。こ
れらのチャンネルは、他のライン出力と同じコンバーターを使用するので、技術仕様のデー
タも同じです。

ハードウェアベースの基準レベルが2つ用意されています（TotalMixの出力チャンネル
Settings＞ Levelで設定、Highまたは Low）。Highは +13 dBu @ 0 dBFS、Lowは +7 
dBu @ 0 dBFS（6 dB低い出力レベル）に相当します。

これらの出力は特殊な低インピーダンスのタイプ（5Ω）でヘッドフォンとの接続を想定
しています。

出力レベル（モニタリング ･ ボリューム）は、High/Low 設定の他に、TotalMix FX
（Hardware Output > Phones）またはフロント・パネルのエンコーダーで直接設定でき
ます。そのため、モニタリングの音量変更はとても簡単に素早く行なえます。

Phones出力をライン出力として使用する場合、TRSプラグ⇔ RCAフォノプラグ、もし
くは TRSプラグ⇔ TSプラグのアダプターが必要となります。詳細は、《39.2　ピンアウト
配列》をご参照ください。

20.3　DCカップリング出力（CV/Gate）
Digiface AESのアナログ出力端子は、すべて DCカップリング仕様です。DCカップリン
グには、電圧レベルを0 Hzまでリニアに遷移できるという大きな利点があります。これ
により極めて低い周波数（16 Hz）の位相ずれでさえも、防ぐことができます。DCカッ
プリング入力を備える機器は珍しく、特にパワー・アンプではほとんど存在しません。そ
のため通常は、再生信号の DCオフセットが問題を引き起こすことはありません。

信頼性の高い（堅牢な）安定した DCカップリング出力を実現するには、適切な DCオフ
セットおよび過電圧保護回路が必要となります。

DCの生成は、測定だけでなくオーディオ接続においても有効な場面があります。特にア
ナログ・シンセサイザーと接続する場合に便利に活用できます。一部のアナログ ･シン
セサイザーは、ピッチやその他の挙動を DC電圧で制御するための入力を備えています。
CV（Control Voltage）や CV/Gate（ゲートでオン／オフを決定）、CVフィルターなどは、
多くの場合0～5Vの電圧からなる信号です。オーディオ ･インターフェイスが DC電圧
を出力できれば、適切なソフトウェアとインターフェイスのアナログ出力を使用してシン
セサイザーをコントロールできます。

一般的な XLRケーブルは3番ピンがグランドに接続されていますが、XLR出力を CV出
力で使用する場合、3番ピンはグランドに接続すべきではありません。また XLR出力を
CV出力に使用すると、メインのモニター出力が使用できなくなります。これらの理由か
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らバランス・ライン出力1/2（XLR）は、CV出力にはあまり適しません。ヘッドフォン出
力を使用することをお勧めします。

極性 - 位相

Digiface AESの出力は（当然ながら）極性が正確であるため、TotalMix FXはフェーダー
とレベル ･メーターを用いて DCをフル ･サポートします。正の電圧がデジタル再生され
ると、アナログ出力からも正の電圧が再生されます。電圧レベルは、安価な測定器でも正
確に計測可能です。

CV入力エラーの恐れがあるため、負の電圧出力は避けるべきです。使用するソフトウェア
が正の信号のみを生成する場合でも、TotalMix FXで位相反転機能を用いることで信号が反
転されてしまい、負の電圧が出力されます。

電圧の範囲

  ■ ライン出力1～6：アンバランス（モノラル ･ジャック）、負荷なし

+19 dBu： +4.75V、+13 dBu：+2.37V、+4 dBu：+0.85V

  ■ Phones 7/8：アンバランス、負荷なし

High（+13 dBu）： +4.75V、Low（+4 dBu）： +1.7V

注意：工場出荷時のデフォルト設定では、TotalMix FXのレベル ･ メーターは DC信号を 3 
dB大きく表示します。TotalMix FXにて、Preferences > Level Meters > RMS +3 dBを
無効にすることで、この設定を変更できます。
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21.　デジタル接続

21.1　AES/EBU
Digiface AESは、XLR端子による AES/EBU入出力をそれぞれ1系統備えます。接続に
は XLRプラグを備えたバランス・ケーブルを使用します。入力と出力はトランス・バラン
ス型であり、グラウンド・フリーで動作します。入力信号に含まれるチャンネル・ステー
タスは無視されます。

AES/EBU（および SPDIF）にはエンファシス情報を含まれる場合があります。エンファ
シス情報を持つオーディオ信号には高周波のブーストという特徴があるので、再生時には
高周波のアッテネーションが必要となります。

コンピューターには、エンファシス・インディケーション情報を扱う標準化されたインター
フェイスが存在しないため、この情報は失われます！

2つ目の SPDIF 入出力として使用する

感度の高い入力段のおかげで、シンプル
な RCA⇔ XLRケーブルアダプターを使
用すれば、SPDIFコアキシャルからも信
号を供給できます。その場合、オス XLR
端子のピン2と3をそれぞれ、RCA端子
の2つのピンに接続します。ケーブルの
シールドは、XLRのピン1にのみ接続し
てください（RCAプラグには非接続）。

この RCA⇔ XLR変換アダプターを用いることで、SPDIFコアキシャル ･インターフェ
イスを備える機器と Digiface AESの AES出力を接続することができます。なお、SPDIF
入力を備える民生機の多くは、Consumerのチャンネル ･ステータスを持つ SPDIF信号
しか受け付けない場合があり、それらの機器には上記の変換アダプターは使用できません。

21.2　SPDIF（コアキシャル、オプティカル）
Digiface AESは、最大3系統の SPDIF入出力（コアキシャル、オプティカル、AES）を備え、
それぞれ異なるオーディオ信号を個別に扱うことができます。Digiface AESに搭載され
るサンプル・レート・コンバーターは1基のみです。従って2つ以上のソースを同時に使
用する場合は、各ソースが同期している必要があります。

SPDIFコアキシャル入力は、SPDIFおよび AES/EBUの Consumerおよび Professional
フォーマットの信号に対応します。

AES/EBUフォーマットを受信するに
は、変換アダプターが必要です。XLR
メス・プラグのピン2とピン3を、
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フォーン・プラグの各ピンに個別に結線する必要があります。シールドは、XLRプラグの
ピン1およびフォーン ･プラグのグラウンドに接続してください。

オプティカル入力は、SPDIF信号を検知すると自動的に SPDIFモードに切り替わりま
す。このときオーディオ信号は、TotalMix上で ADATチャンネルの最初の2チャンネル
ADAT1/2（チャンネル7/8）に表示されます。

SPDIFコアキシャル出力

SPDIFまたは AES/EBU形式のデジタル・データには、オーディオ・データの他に、チャン
ネル・ステータスなどのヘッダ情報が含まれています。チャンネル・ステータスが間違っ
ていると、動作不良の原因となります。Digiface AESで受信する信号のチャンネル・ステー
タスは無視されます。SPDIFコアキシャル出力のチャンネル ･ステータスは Consumer
となります。

SPDIFオプティカル出力

オプティカル出力から SPDIF信号を送るには、Settings ダイアログの Optical Out で
SPDIFを選択します。TotalMix FXでは、出力信号がADATチャンネル1/2に表示されます。

SPDIFモードのオプティカル出力は、チャンネル ･ ステータスが Consumerに固定されています。

21.3　ADAT
Digiface AESの ADATオプティカルの入力は、すべての ADATオプティカル出力に完全
に互換しています。RMEの卓越した Bitclock PLL技術により、極端なバリピッチの動作
時でもクリックノイズとドロップアウトが抑制され、デジタルの入力信号に素早く低ジッ
ターでロックすることを保証します。接続には標準的な TOSLINKケーブルを使用します。

ADAT入力

Digiface AESに ADAT信号を入力する場合に使用する端子です。1～8チャンネルを受
信します。ダブル・スピード信号の場合は1～4チャンネルを受信します。クワッド・スピー
ドの場合はチャンネル1、2です。

ADAT信号は、自動的に認識されます。クロックが自動的に適応できるように、96 kHz
の信号に識別子を含めて送信する機器もありますが、192 kHzにはこの識別子が存在し
ないため、Settingsダイアログまたは ASIO対応の DAW側で正しいサンプル・レートを
手動で設定する必要があります。

ADAT出力

Digiface AESから ADAT信号を出力する場合に使用する端子です。1～8チャンネルを
送信します。ダブル・スピード信号の場合は1～4チャンネルを送信します。クワッド・
スピードの場合はチャンネル1、2です。
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オプティカル出力から ADAT信号を出力するには、SettingsダイアログのOptical  Out 
で ADATを選択します。

21.4　MIDI
Digiface AESは、ブレイクアウト・ケーブルによるMIDI入出力を各1系統備えます（2 
x 5ピン DIN端子）。MIDIポートはドライバーによってシステムに追加されます。MIDI
を扱うアプリケーションでは、Digiface AES  MIDI Portという名称で認識されます。

MIDIポートはマルチクライアントのオペレーションに対応します。同時に複数のプログ
ラムからMIDIの入力信号を受けることができます。MIDI出力も複数のプログラムで同
時に使用できます。しかしながら、MIDIの帯域幅の問題上、このような操作は多くの場
合不具合を生じます。

注意：MIDI入力インジケーターは、MIDIクロック、MTC、アクティブセンシングを含むす
べてのMIDI情報に反応します。アクティブセンシングは通常0.3秒毎にキーボードから送信
されます。

21.5　SRC（サンプル・レート・コンバーター）
Digiface AESは、同時に使用できる3系統のデジタル入力（AES、SPDIFコアキシャル、
SPDIFオプティカル）を備えます。民生用機器の SPDIF信号は同期ができないことが多く、
同時入力ができません。

Digiface AESに搭載されるス
テレオ・サンプル・レートコン
バーター（SRC）は、この問
題を解決します。SRCは、サン
プル・レートのリアルタイム変
換だけでなく、クロック・デ
カップリングにも対応します。
高品質なコンバーターにより実質的に信号の損失は生じません。低レイテンシー（2.5ms）
で、変換によって不要なノイズ成分が追加されることもありません。

SRCは、3つの入力のうちの1つに割り当てることができます。設定は、Settingsダイア
ログ、または本体ディスプレイのメニュー（CCおよびスタンドアローン・モード時のみ）
から直接行うことができます。現在のクロックが基準クロックとなります（Currentと表
示）。Internalまたは3つのデジタル入力信号のうちの1つを選択できます。

SRCの最大変換レートはアップ・サンプルで1:7、ダウン・サンプルで7:1です。つまり
192 kHzの信号は32 kHzまでの全てのサンプル・レートにダウン・サンプルでき、32 
kHzの信号は192 kHzまでの全てのサンプル・レートにアップ・サンプル可能です。
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また SRCはサンプル・レートの変換だけでなく、クロック・デカップリング、つまり
サンプル・レートが等しい信号同士を完全に同期させるための処理も行うことができます。
SRCを使用することで、同期が不可能な機器（CDプレーヤーや DATなど）を同期して
いるかのように使用することができます。SRCは基準クロックから入力クロックを切り
離すことで、異なるクロック・ソースをクリックやドロップアウトなしにマージします。

一方、入力信号にジッターが含まれていると、サンプル・レート変換の品質が落ちる可能
性があります。そのため Digiface AESには SRC入力信号専用の SteadyClockがもう１
基搭載されており、可能な限り高精度のサンプル・レート変換を可能にします。

SRCは、シングル・ワイヤー・モードのみをサポートします。また、オプティカル入力の
8チャンネル ADATフォーマットでは使用できません。

SRCは主に、リアルタイム・サンプル・レート変換や、非同期ソースのクロック・デカッ
プリングに使用されます。ただし、安定した連続的なクロック動作が保証されるため、他
の点でもデジタル・ソースに適しています。

実用例：DATテープは、録音されたテイク間で、フォーマット・エラーが生じる場合がし
ばしばあります。また、録音と録音の間に異なるサンプル・レートの信号が僅かに入り込
むこともあります。SRCは、固定サンプル・レートで連続的に有効なデータ・ストリーム
に確実に変換することで、この問題を解決します。テープ上にフォーマットされていない
箇所があったり、変換中に DAT機器を停止または電源オフを行った場合でも、Digiface 
AESは一定の信号を受信し続けます（この場合、オーディオ情報は含まれません）。
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22.　操作と使用法

22.1　一般
Digiface AESのすべての設定は、本体に搭載されるロータリー ･エンコーダーと4つの
ボタン、明瞭なカラー ･ディスプレイを用いることで、コンピューターを使わずにセット
アップできます。また、本体の状態を6通り保存できる内蔵メモリも搭載します。このよ
うに、Digiface AESはコンピューターとの接続なしに、完全にスタンドアローンとして（単
体で）運用することができます。スタンドアローン動作では、ボタンを押すだけでその機
能性を大きく変化させることが可能です。さらに、MIDIによって TotalMix FX（TotalMix
を使用した以下の用例）をコントロールすることも可能です。詳細は、《27.6　スタンドア
ローンでのMIDIコントロール》をご参照ください。

22.2　本体での設定
Digiface AESのメニュー構造はシンプルです。ボタンの操作だけで簡単にナビゲートで
きます。

  ■ MIC/GAIN：1回押すとMic.Gainメニュー、2回押すとメーター画面に戻ります。ア
ナログ入力（チャンネル5/6）のゲインや AutoSetの設定に使用します。

  ■ USER：Remap Keysに格納されているコマンドを有効にします（《5.5　特別オプション》

参照）。

  ■ CHAN/MIX：１回押すと Channelメニュー、2回押すとMix toメニュー、3回押す
とメーター画面に戻ります。Channelメニューでは、設定する入出力を選択した後、
目的の機能をエンコーダーで選択します。Settings、Parametric EQおよび Low Cut
を設定できます。

Mix toは、全体のサブミックス、ミックス ･デスティネーション、ソースの設定へア
クセスできます。ソースはミックス・レベルとパンを変更できます。

  ■ SETUP：エンコーダーを使用して、様々なオプションを選択できます。Optionsメニュー
では、Load/Store all Settings、Clock、Hardware/Diagnosis、Control Roomのサブペー
ジにアクセスできます。
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22.3　本体での操作：セットアップの保存 /ロード
SETUPボタンを押した後エンコーダーを操作すると、Load/Store all Settingsサブペー
ジにアクセスできます。まず、希望するメモリー・スロットを選択し、次に希望する処理
（load：ロード、または store：保存）を選択します。エンコーダーを約1秒間押すと、設
定が確定されます。

Digiface AESは、自由に使用できる6つのメモリー・スロットを備えます。また設定がプ

リセットされた以下の3つのスロットも備え、機器全体の設定を素早く変更することが可

能です。
 ▶ Factory：ユニットを工場出荷時の状態に設定します。
 ▶ AD/DA：アナログ入力を AES出力へ、AES入力をアナログ出力へ送る設定です。
 ▶ Clear Mix：TotalMix FXの Total Reset機能同様に、ルーティングを初期化します。

22.4　 コンピューターからセットアップを保存する
Setupは、コンピューターから本体にロードすることも可能です。通常、セットアップ
はコンピューターで設定するので、最終段階の伝送は便利なワークフローを提供します。
TotalMix FXのOptions > Store current state into deviceを使用し、本体のどのセット
アップに保存するかを選択します。
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23.　使用例

23.1　2チャンネル AD/DAコンバーター
TotalMix FXの極めて柔軟なルーティング機能を活用することで、Digiface AESを2
チャンネルのアナログ⇔ ADATの AD/DAコンバーターとして使用できます。設定方法は
簡単です。

1. TotalMixのOptionメニューにある Total Resetで TotalMixを初期値に戻します。
2. ３列目（HARDWARE OUTPUTS）の ADAT出力1/2を選択し、1列目（HARDWARE 

INPUTS）のアナログ入力1/2のフェーダーを上げます。
3. アナログ出力に対しても同様に設定します（アナログ出力1/2を選択し、ADAT入力

1/2のフェーダーを上げます。この手順を全アナログ出力で繰り返します）。

任意のデジタル出力を追加で選択したり、ヘッドフォン出力のアナログ ･ミックスを作成
することも簡単に可能です。

23.2　2チャンネル・マイク・プリアンプ
TotalMix FXで2系統のマイク入力をアナログ出力にルーティングすると、Digiface AES
を2チャンネル・マイク・プリアンプとして使用できます。ADおよび DA変換により、信
号に約0.1 msの僅かな遅延が生じます（192 kHz時については、《38.2　レイテンシーと
モニタリング》をご参照下さい）。しかし、これはマイクの位置を約3.3cm移動したとき
の遅れと同じですので、実際にはほとんど問題になりません。

23.3　モニタリング・ミキサー
TotalMixは Digiface AESのすべての入出力を自由に設定できます。例えば、アナログ
信号2チャンネル、ADAT 経由のデジタル信号8チャンネル、AESデジタル信号2チャン
ネル、SPDIF信号2チャンネルのモニタリング・ミキサーとして使用できます。加えて、
TotalMixはあらゆるサブミックスを作成できますので、すべての出力から、異なる独立
した入力信号のモニタリングを行えます。まさに、完全なヘッドホンモニター・ミキサー
として活躍します！
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23.4　デジタル・フォーマット・コンバーター
TotalMix Fxの柔軟なルーティング機能を活用することで、Digiface AESを ADAT ＞
AESコンバーター、ADAT ＞ SPDIF×2（スプリッター）、AES ＞ ADATコンバーター、1
系統デジタル入力を3系統に分配するディストリビューターおよびフォーマット・コン
バーターとして使用できます。さらに SRCを利用することで、Digiface AESを AES、
SPDIFコアキシャル、SPDIFオプティカルのマルチ・フォーマット・コンバーターとして
使用できます。すべての出力フォーマットを同時に利用できるのが特徴です。

23.5　アナログ /デジタル・マトリックス・ルーター
TotalMixのMatrixウィンドウでは、すべての入出力のルーティング及びリンクが自由に
行えます。上記で紹介した機能は全て同時に使用可能で、様々な用途のために組み合わせ
ることができます。Digiface AESはまさに完全なアナログ /デジタル・マトリックスルー
ターです！

23.6　ジッター除去
SteadyClock FSの優れた機能のおかげで、Digiface AESは強力なジッター除去装置とし
ても機能します。Digiface AESに入力されたあらゆるデジタル信号は、SteadyClock FS
の1 Hzフィルターを通過する過程でジッターが徹底的に除去されます。これは SRCと組
み合わせて使用する場合も同様です。
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24.　TotalMix FX：ルーティングとモニタリング

24.1　TotalMix FXの概要
Digiface AESは、サンプル・レートから独立した RME独自の TotalMixテクノロジーを
基にした、強力なデジタル・リアルタイム・ミキサー TotalMixを備えます。すべての入
力および再生チャンネルを、同時にすべてのハードウェア出力へ事実上無制限にミキシン
グ /ルーティングすることができ、3バンド・パラメトリック EQやロー・カット・フィル
ターも利用可能です。

TotalMixには主に以下の用途で使用できます：

・ 遅れのないサブミックス作成（ヘッドフォンミックス）。Digiface AESは、完全に
独立したステレオ・サブミックスを最大8系統作成できます。これはアナログ・ミ
キサーに置き換えると、16系統の Auxセンドに相当します！

・ 無制限の入出力ルーティング（自由に活用可能、パッチベイ機能）

・ 信号を同時に複数の出力に分配。TotalMixは最先端のスプリッター、分配機能を
提供します。

・ 異なるアプリケーションを1つのステレオチャンネルから同時再生。ASIOマルチ
クライアントドライバーは複数のアプリケーションの同時使用を可能にします。ま
た、それぞれが異なる再生チャンネルで再生された場合、TotalMixはこれらの信
号を１つのステレオ出力にミックス／モニターする手段を提供します。

・ 入力信号を再生信号へミキシング（完全な ASIOダイレクト・モニタリング -ADM）。
RMEは ADMの先駆者であるだけでなく、最も充実した ADM機能を提供します。

・ 外部機器（エフェクトなど）を統合。TotalMixを使って再生または録音パスに外
部エフェクトデバイスを挿入できます。この機能は用途によってはインサート、ま
たはエフェクトセンド／リターンと同様の働きをします。例えばリアルタイムモニ
タリング時にボーカルにリバーブを加えるために使用できます。

・ 全ての入力チャンネル（HARDWARE INPUTS）、再生チャンネル（SOFTWARE 
PLAYBACK）とハードウェア出力（HARDWARE OUTPUTS）にはピークと RMSレ
ベルメーターが実装されています（ハードウェア上で計算）。これらのレベル表示
はオーディオ信号の有無とルーティングの確認に便利です。
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TotalMixミキサーをより深く理解するには次のことを知っておくと良いでしょう：

・ 次頁のブロック・ダイアグラムのとおり、録音信号は通常変更されません。
TotalMixは録音パスにはありませんので、録音されるオーディオデータの録音レ
ベルやデータ自体を変えるようなことはしません（DSP -  Record EQと Loopback
モードは例外）。

・ ハードウェアの入力信号は必要なだけルーティングが可能で、さらにそれぞれ異な
るレベルで行うことができます。これは1本のチャンネルフェーダーレベルで全て
のルーティング先へのレベルを設定する従来のミキサーとは大きな違いです。

・ 入力と再生チャンネルのレベルメーターはプリフェーダーです：現在信号がどこに
存在するかを視覚的に確認できます。ハードウェアの出力用のレベルメーターはポ
ストフェーダーです：実際の出力レベルを表示します。
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24.2　ユーザー・インターフェイス
TotalMixミキサーは、ハードウェア入力とソフトウェア再生チャンネルを自由にハード
ウェア出力へルーティングできます。その機能性が視覚的デザインにも反映されています。
Digiface AESは、14入力チャンネル、16ソフトウェア再生チャンネル、そして16ハー
ドウェア出力チャンネルを備えます。

TotalMixは上記の様に2列で表示できます（View Options > 2 Rows）。しかし、初期設
定では3列で表示されます。チャンネルはインライン・コンソールのように配置され、
SOFTWARE PLAYBACKの列は、アナログ・ミキサーのテープ・リターンと同等の位置付
けになります：

  ■ 上段：ハードウェア入力（HARDWARE INPUTS）：表
示されるのは入力信号のレベルで、フェーダーの位置
とは無関係です。フェーダーとルーティング・メニュー
を使用して任意の入力チャンネルを任意のハードウェ
ア出力（下段）にルーティング／ミックスすることが
できます。

  ■ 中央段：再生チャンネル（SOFTWARE PLAYBACK）：
オーディオ・アプリケーションの再生トラック。フェー
ダーとルーティングメニューを使用して任意の再生
チャンネルを任意のハードウェア出力（下段）にルー
ティング／ミックスすることができます。

  ■ 下段：ハードウェア出力（HARDWARE OUTPUTS）：ここで出力レベルを調整できます。
例えば接続されたスピーカー等、すべてのサブミックスのレベル調整を行えます。

Submix Viewモードでの使用方法

オーディオ信号を表示したいハードウェア出力・チャンネル（3段目、HARDWARE 
OUTPUTS）をクリックします（選択されたチャンネルは明るい色に変わりサブミックス・
チャンネルとして選択されたことを示します）。次に、第1列の入力チャンネルや第2列
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の再生チャンネルのフェーダーを目的に応じて調整します。以上の操作で入力（モニタリン
グ）と再生（DAWソフトウェア）のオーディオ信号が、選択中の出力チャンネルから送
出されます。レベル・メーターの反応からも、それらを確認できます。

次の章でユーザー・インターフェイスの各機能について説明します。

24.3　チャンネル
単体のチャンネルはモノラルまたはステレオモードに切り替えられます。チャンネルの
settingsパネルでモードを設定します。

  ■ チャンネルの名称：チャンネルを選択する際、この名称フィールドをクリックしてく
ださい。ダブルクリックすると、名称を変更するためのダイアログが表示されます。
View OptionsのNamesオプションをアクティブにするとオリジナルの名称が表示さ
れます。

  ■ パン：入力信号を左右の送信先（下側のラベル、下記参照）に自由にルー
ティングします。センターポジションにおけるレベルのリダクションは 
-3 dBとなります。

  ■ ミュートとソロ：入力チャンネル、再生チャンネルのそれぞれにミュー
トとソロのボタンが用意されています。

  ■ 数値によるレベルディスプレイ：現在の RMS、もしくはピークレベル
を示します。0.5秒ごとに更新されます。OVRはオーバーロードを意味
します。Peak/RMSの設定は View Optionsで変更できます。

  ■ レベルメーター：このメーターは2つの値を同時に示します。ピーク
値（ゼロアタック、フルスケール表示には1サンプルで十分です）が黄
色いラインで示され、数学的に正しい RMS値が緑のバーで示されます。
RMS表示は時定数が比較的大きい（遅い）ため、音の大きさの平均を
非常によく表します。バーの一番上のレッドによりオーバーロードが示
されます。Preferencesダイアログを開くと（F2）、ピークホールド時間、オーバーロー
ド検知、RMSリファレンスについて設定できます。

  ■ フェーダー：現在の送信先（下部のラベル）にルーティングされた信号のゲイン /レ
ベルを設定します。このフェーダーは、そのチャンネル自体のフェーダーではなく、
現在のルーティングのフェーダーでしかないことにご注意ください。標準的なミキシン
グの卓と比較して、TotalMixはチャンネル・フェーダーを持たない代わりに、ハード
ウェア出力と同じ数だけの Auxセンドを備えています。従って TotalMixでは、ハー
ドウェア出力の数だけ、異なるサブミックスを作成できます。後程紹介する TotalMix
のサブミックスビューがこの概念をよく表しています。
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の再生チャンネルのフェーダーを目的に応じて調整します。以上の操作で入力（モニタリン
グ）と再生（DAWソフトウェア）のオーディオ信号が、選択中の出力チャンネルから送
出されます。レベル・メーターの反応からも、それらを確認できます。

次の章でユーザー・インターフェイスの各機能について説明します。

24.3　チャンネル
単体のチャンネルはモノラルまたはステレオモードに切り替えられます。チャンネルの
settingsパネルでモードを設定します。

  ■ チャンネルの名称：チャンネルを選択する際、この名称フィールドをクリックしてく
ださい。ダブルクリックすると、名称を変更するためのダイアログが表示されます。
View OptionsのNamesオプションをアクティブにするとオリジナルの名称が表示さ
れます。

  ■ パン：入力信号を左右の送信先（下側のラベル、下記参照）に自由にルー
ティングします。センターポジションにおけるレベルのリダクションは 
-3 dBとなります。

  ■ ミュートとソロ：入力チャンネル、再生チャンネルのそれぞれにミュー
トとソロのボタンが用意されています。

  ■ 数値によるレベルディスプレイ：現在の RMS、もしくはピークレベル
を示します。0.5秒ごとに更新されます。OVRはオーバーロードを意味
します。Peak/RMSの設定は View Optionsで変更できます。

  ■ レベルメーター：このメーターは2つの値を同時に示します。ピーク
値（ゼロアタック、フルスケール表示には1サンプルで十分です）が黄
色いラインで示され、数学的に正しい RMS値が緑のバーで示されます。
RMS表示は時定数が比較的大きい（遅い）ため、音の大きさの平均を
非常によく表します。バーの一番上のレッドによりオーバーロードが示
されます。Preferencesダイアログを開くと（F2）、ピークホールド時間、オーバーロー
ド検知、RMSリファレンスについて設定できます。

  ■ フェーダー：現在の送信先（下部のラベル）にルーティングされた信号のゲイン /レ
ベルを設定します。このフェーダーは、そのチャンネル自体のフェーダーではなく、
現在のルーティングのフェーダーでしかないことにご注意ください。標準的なミキシン
グの卓と比較して、TotalMixはチャンネル・フェーダーを持たない代わりに、ハード
ウェア出力と同じ数だけの Auxセンドを備えています。従って TotalMixでは、ハー
ドウェア出力の数だけ、異なるサブミックスを作成できます。後程紹介する TotalMix
のサブミックスビューがこの概念をよく表しています。

フェーダーの下の数値表示フィールドには、現在のフェーダーポジションに応じるゲ
インが示されます。以下、フェーダー操作について説明します：

・ マウスの左ボタンを押してドラッグできます。
・ マウスホイールで動かせます。
・ ダブルクリックにより、「0 dB」と「－∞」をセッ
トできます。Ctrlキーを押しながらのシングル
クリックでも同様です。

・ マウスドラッグ、マウスホイールを使用する際
に Shiftキーを押すと細かく調整できます。

Shiftクリックにより、フェーダーを一時的な
フェーダー・グループに追加できます。黄色に
表示されるフェーダーすべてが1つのグループ
となり、同時に相対的に動くようになります。
フェーダー・グループを削除するには、ウィン
ドウ上部右のシンボル F をクリックしてくだ
さい。

  ■ チャンネル表示幅：最下部に見える矢印のシン
ボルを使用するとチャンネルがレベルメーターの幅まで最小化されます。もう一度ク
リックすると元の幅に戻ります。Ctrl （Mac： command）キーを押しながらクリッ
クすると右側のすべてのチャンネルが同時に拡大 /縮小します。

  ■ ルーティング表示：一番下のフィールドは現在の
ルーティングのターゲットを表示します。マウスで
クリックすると、ルーティングウィンドウが開き、
ここでターゲットを選択できます。このリストでは、
現在のチャンネルでアクティブなルーティングのす
べてが各エントリー左側の矢印で示されます。現在
のルーティングは太字で示されます。

アクティブなルーティングにのみ矢印が付加されて
います。オーディオデータが送信されると、ルー
ティングはアクティブとして表示されます。フェー
ダーが「- ∞」にセットされている場合は、現在のルー
ティングは太字ですが、前に矢印は表示されません。

  ■ トリム・ゲイン (Trim Gain)：「T」ボタンをクリックすると、1つのチャンネルのフェー
ダーはすべて同期します。フェーダーは特定の1つのルーティングのみを変更するの
ではなく、そのチャンネルでアクティブなルーティングすべてに作用します。全体像
が把握できるように、現在見えていないフェーダーはフェーダーパスの横のオレンジ
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の三角形によって示されます。フェーダーを動かすと同時に、オレンジの三角形も新
たな位置に移動し、表示されていないフェーダーの新しい設定値を示します。

できるだけコントロールしやすくするために、フェーダー・ボタンは自動的にすべて
のルーティングの一番高いゲインに設定されます。現在アクティブなルーティング（3
列目で選択されたサブミックス）のゲイン（フェーダー・ノブの位置）は白い三角で
示されます。

背景：TotalMixに固定されたチャンネルフェーダーはありません。Digiface AESの場合
は16のモノラルの Auxセンドを利用でき、これらはチャンネル ･ ストリップ内の1つの
フェーダーとして個別に表示されます。Auxセンドの数の多さにより、完全に独立した
複数のルーティングが可能となります。

場合により、これらのルーティングのゲインの増減を同期させることが
必要です。例えばポストフェーダー機能の場合です。ボーカルの音量を
変更する際に、リバーブデバイスへ送信される信号の音量も同様に変更
して、リバーブ成分のレベルとオリジナル信号の比率が崩れないように
します。もう1つの例を挙げましょう。異なるサブミックス（ハードウェ
ア出力）へ送られるギターの信号があるとします。ソロパートにおいて
ラウドになり過ぎる場合、すべての出力で同時にボリュームの抑制が必
要となります。トリムのボタンをクリックすれば、これらが簡単に行え
ると共に、全体像を完璧に把握することができます。

トリムをアクティブにすると、チャンネルのルーティングのすべてが同
時に変更されるため、基本的にこのモードは入力チャンネルのトリム
ポット（ミキサー以前で信号に作用）と同じ役割を果たします。このこ
とが、この機能の名称の由来となっています。

View Options / Showで、すべてのチャンネルの Trim Gains機能のオン
オフをグローバルに切り替えることが可能です。TotalMix FXをライブのミキサー卓
として使用する場合には、グローバルなトリムモードを設定するとよいでしょう。

  ■ コンテキスト・メニュー：入力、再生チャンネル、出力チャンネルを右クリックする
と表示されるコンテキスト・メニューは追加機能を提供します（これらのメニューは
マトリックスでも使用できますが、チャンネル・ラベル上でのみ使用できます）。各機
能項目はクリックされた場所により変化します。各コンテキスト・メニューの最上部
の項目 Channel Layoutを選択すると、Channel Layoutダイアログが開きます。入力
チャンネルでは、クリア、入力のコピー、入力ミックスのペースト、FXのペーストが
行えます。再生チャンネルでは、コピー、ペースト、再生ミックスのクリアが使用で
きます。出力チャンネルでは、現在のサブミックスのコピーとミラー機能、FX設定の
コピー機能が使用できます。
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24.3.1　Settingsパネル
ツール（スパナ）のシンボルをクリックすると、チャンネルの Settingsパネルが開きます。
表示される要素はチャンネルにより異なります。

  ■ Stereo：チャンネルモードをモノかステレオに切り替えます。

  ■ 48V：Mic 1/2のみ。対応する入力のファンタム電源をアクティブにします。高品質コン
デンサーマイクのパワーサプライとして機能します。瞬時過渡現象による故障を避け
るため、その他のソースを使用する場合は本オプションはオフにしてください。

  ■ PAD：Mic 1/2のみ。XLR入力信号が -11 dB減衰します。
入力インピーダンスも増加します。

  ■ Gain：Mic 1/2のみ。フロントの2つのアナログ入力のゲイン
を設定します。マウスでドラッグして、あるいはマウスホ
イールでノブを調整できます。マウスホイールは、2つのゲ
インディスプレイの上でも使用可能です。その場合、チャン
ネルがステレオモードであっても、左右チャンネルのゲイン
を個別に変更できます。

  ■ AutoSet：Mic 1/2のみ。自動ゲイン・リダクションを有効
にします。ゲイン設定を高くし過ぎてオーバーロードする
ことを防ぎます。《19.　アナログ入力》をご参照ください。

  ■ Width：ステレオ幅を定義します。「1.00」はフルのステレオ、
「0.00」はモノラル、「-1.00」はチャンネルの逆転に相当し
ます。

  ■ MS Proc：ステレオチャンネルでのM/Sプロセッシングをアクティブにします。モノ
ラル情報が左チャンネルへ、ステレオ情報が右チャンネルへ送信されます。

  ■ Phase L、Phase R：左 /右チャンネルの位相を180度反転します。

  ■ AN1→ 2：Mic 1/2入力ペアのステレオ・モード時にのみ利用できます。入力チャン
ネルMic/Line 1（アナログ入力1）を入力チャンネルMic/Line 2（アナログ入力2）
にコピーします。主な使用例：ステレオ録音時にマイク入力信号を左右のチャンネル
から聞こえるようにしたい場合など。

注意：Width、MS Proc、Phase L、Phase R、AN1→ 2の機能は、対応するチャンネルのす
べてのルーティングに反映されます。



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
Digiface AES ユーザーガイド

72

ハードウェア出力 (HARDWARE OUTPUTS)

ハードウェア出力には、Stereo/Mono、Phase L/Phase Rの設定の他、次のオプション
が用意されています：

  ■ Level：アナログ出力の基準レベルを設定します。Analog 1/2：+4 dBu、+13 dBu、
+19 dBu。Phones（ヘッドフォン）：Low（+7 dBu）、High（+13 dBu）。

  ■ Talkback：チャンネルをトークバック信号の受信や出力チャンネルに設定します。こ
れによりトークバック信号を、Control Room セクションの Phones だけではなく、
すべての出力へ送信できます。その他の用途としては、ボタン１つで特定の信号をお
好みの出力へ送ることができます。

  ■ No Trim：例えばライブ録音のステレオ・ミックスダウンな
ど、チャンネルのルーティングやレベルを固定して変更で
きなくしたいケースなどがあります。No Trimを有効にす
ると、その出力へのルーティングは Trim Gains機能から除
外され、誤って変更されるのを防ぎます。

  ■ Loopback：出力のデータを録音データとしてドライバー
へ送信します。これにより、対応するサブミックスが録音
可能となります。このチャンネルのハードウェア入力は、
入力データを TotalMixへのみ送信し、レコーディングソフ
トウェアへは送信しなくなります。

  ■ Cue：もう1つ入力と出力チャンネルで異なる点があります。
出力チャンネルには Soloボタンの代わりに Cueボタンが
装備されています。Cueをクリックすると対応するハード
ウェア出力の信号がMain、またはいずれかの Phones出力
（Control Roomセクション > Assign > Cue/PFL toで設定）へ送られます。これにより、
お好みのハードウェア出力をモニター出力から試聴し、コントロールすることができ
ます。

24.3.2　イコライザー
EQをクリックすると EQ（イコライザー）パネルが開きます。入力と出力すべてのチャン
ネルに用意され、そのチャンネルのすべてのルーティングに作用します（プリフェーダー）。
このパネルにはローカットと3バンドのパラメトリック・イコライザーが装備されていて、
それぞれ個別にアクティブにできます。

  ■ EQ：EQボタンでアクティブにします。

  ■ Type：バンド1と3は、ピーク（ベル）もしくはシェルフ（シェルビング）モードで
動作します。ミドルのバンドはピーク・モードに固定されています。バンド3はハイ・
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カット (ロー・パス・フィルター )としても動作します。LFEやサブウーハーでの使用
に便利です。

  ■ Gain：3つのバンドすべて、各アンプ（増幅）
を +20 dBから -20 dBまでの間で調整でき
ます。

  ■ Freq：フィルターのセンター周波数を調整
できます（20 Hz～20 kHz）。ピークモード
ではセンター周波数が調整されるのに対し、
シェルフ・モードではカットオフ・ポイント
（-3 dB）が変更されます。

  ■ Q：フィルターの Qファクター（線質係数）
を調整します。0.7（広い）から5.0（狭い）
までが設定範囲です。

  ■ LC (ローカット )：LC ボタンでアクティブ
にします。ハイパス・フィルターのスロープ
は、オクターブにつき、6、12、18、24 dBに調整できます。カットオフのポイント（-3 
dB）は、20 Hz～500 Hzの間で調整できます。

周波数のグラフを眺め、フィルター効果を詳細に確認できます。オーバーラップしている
（互いに重なる）フィルターは、互いに影響を与え合います。これを利用し、20 dBを超
えるアンプリチュードを作成したり、難解な周波数特性を最適化することも可能です。

注意：TotalMixは内部で24 dBのヘッドルームを保有します。従って、極度のフィルターの
オーバーラップによるブーストは内部のオーバーロードを引き起こす場合があります。この場
合、チャンネルのレベル・メーターの Overの LEDによってオーバーロードが表示されます。
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  ■ Preset：EQとローカットの設定の保存、ロード、チャンネル間コピーが可能です。
Presetをクリックすると下記のメニューが現れます：

 ▶ Recall：以前にユーザーによって
保存されたプリセットを選択して
ロードします。

 ▶ Save to：保存場所は16箇所用意
されています（EQ Preset 1から
16）。

 ▶ Import：すでに保存された TM 
EQファイル（.tmeq）をロードし
ます。

 ▶ Export：現在の状況を TM EQファ
イル（.tmeq）として保存します。

 ▶ Factory：ローカットとイコライ
ザーの有効な利用例を14個用意し
ています。

 ▶ Reset：ローカットとイコライザーはリセットされ、作用はゼロとなります（Gain 0 
dB）。

 ▶ Rename：EQ Presets 1から16の名称を変更できます。変更された名称は、Recall
と Save toのリストに表示されます。

EQプリセットに関するヒント

チャンネル間でのコピー：すべてのチャンネルの EQの Presetメニューは同一です。EQ
設定を Save to機能で16の保存場所のいずれかに保存すると、他のどのチャンネルから
でもそれを呼び出すことができます。（Recall機能）。

スナップショット間でのコピー：スナップショットの保存にプリセットは含まれません。
従って、異なるスナップショットをロードした場合にもプリセットは変更されません。プ
リセットはワークスペース内に保存され、ワークスペースと一緒にロードされます。

ワークスペース間でのコピー：Presetメニューの Exportと Import機能を使用して行な
います。大事な、あるいは有用なプリセットは、不本意に上書きされて紛失しないよう、
必ず TM EQファイルとして保存しておきましょう。

Factory Presets（ファクトリープリセット）：他の Preset 同様にロードします。Low 
Cutと EQの設定を同時に行います。現在の状態のオン /オフは保存されません。またロー
ドしてもアクティブになりません。これにより、いつでもプリセットをロードできますが、
ユーザーが EQやローカットを意図的にオンにしないとアクティブにならない仕様になっ
ています（ロードする前にすでにアクティブになっている場合は例外）。このような理由
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から、いくつかの Factoryプリセットには分かりやすく名前が付けられています。例えば、
Telephone (LC+EQ)は EQ以外にもローカットをアクティブにした方がより良いサウン
ドが得られます。なぜなら、ローカットが 非常に高い周波数（500 Hz）に設定されてい
るからです。

24.4　Control Roomセクション
Control Roomセクションにある Assignメニュー
で、スタジオでのモニタリングに使用するMain 
Outを定義します。この出力には、Dim、Recall、
Mono、Talkback、External In、Mute FX 機 能 が
自動的に適用されます。本体の VALUEノブも、こ
の割り当てに追随します。

さらにチャンネルは HARDWARE OUTPUTS セク
ションから Control Room セクションへ移動し、
Mainと変名されます。Main Out Bまたは Phones
を割り当てる際も同様です。オリジナルの名称を
表示させたい場合は、View Options メニューの
Names機能でいつでも表示できます。

Phones 1～4にはDim（Settingsで設定）が用意
されており、Talkback (トークバック )をアクティ
ブにすると特殊なルーティングと共に適用されます。これらがMain出力の横に配置され
ることにより、出力セクションの全体像が非常に把握しやすくなります。

  ■ Dim： Settingsダイアログ（F3）で設定された量だけボリュームが抑制（ディム）さ
れます。

  ■ Recall：Settingsダイアログで定義されたゲインの値が適用されます。

  ■ Speaker. B：再生をMain OutからMain Out Bへ変更します。Mainチャンネルと
Speaker Bのフェーダーは Linkでグループ化させることが出来ます。

  ■ Mono：左右のチャンネルをミックスします。モノラルとの互換性や位相の問題の
チェックに役立ちます。

  ■ Talkback：このボタンをクリックすると、Phones出力のすべての信号が、Settings
ダイアログで設定された量だけ抑制（Dim）されます。同時に、コントロール・ルー
ムのマイク信号（Settingsで定義されたソース）が Phonesへ送られます。マイクの
レベルはチャンネルの入力フェーダーで調整します。
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  ■ External Input：メインのモニタリングをミックス・バスからSettingsダイアログ (F3)
で設定されたステレオ入力に切替えます。ステレオ信号の相対的なボリュームは
Settingsダイアログで調整します。

  ■ Assign：Main Out、Main Out 
B (Speaker B)そして最大4つの
Phones出力を定義します。

通常Main に出力する Cue信号
の出力も、4つのうちいずれかの
Phones出力に設定できます。ま
た Cue/PFL to にて PFLモニター
をコントロールすることも可能
です。
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24.5　コントロール・ストリップ
コントロール・ストリップは画面右に位置します。ここには全体に
関わるグローバルな機能や頻繁に使用されるが機能が集められてい
ます。メニュー項目のWindow > Hide Control Stripを使用して非
表示にすることもできます。

また、以降の章で説明される各エリアは、それぞれのタイトル・バー
の三角の部分をクリックすることで表示を最小化することができ
ます。

  ■ デバイス選択：コンピューターに複数のユニットがインストー
ルされている場合は、コントロールするユニットをこちらで選
択します。

  ■ FX - DSPメーター：アクティブな EQ、ロー・カットによって
消費される DSP負荷を示します。Digiface AESの DSPは、処
理による負荷を自動的に制限する機能を備えています。従って、
この表示は DSPの負荷状況を示す目的のみで搭載されています。

  ■ アンドゥ /リドゥ：無制限のアンドゥとリドゥにより、ミックスの変更はいつでも取
り消し、やり直し可能です。アンドゥ /リドゥは、グラフィックに関する変更（ウィン
ドウのサイズや位置、チャンネル幅などの変更）には対応していません。プリセット
の変更にも対応していません。EQプリセットを不本意に上書きしてしまった場合、そ
れを取り消すことはできません。

アンドゥ /リドゥはワークスペースを越えて動作します。従って、ワークスペースで
全く違ったセットアップのミキサービューをロードし、アンドゥを一度クリックする
と、新たなミキサービューの状態のまま、以前の内部のミキサーの状態を戻すことが
できます。

グローバルなミュート /ソロ /フェーダー

  ■ M（ミュート）：グローバルのミュートは「プリフェーダー」で動作します。つまり、
現在チャンネルでアクティブなルーティングをすべてミュートします。ミキサー上の
いずれかのミュートボタンが押されると同時に、コントロール・ストリップセクション
のマスターMuteボタンが点灯します。このボタンにより、すべての選択されたミュー
トをオフにしたり、再びオンにすることができます。ミュートグループの作成や、複
数のミュートボタンの同時切り替えをスムーズに行えます。

  ■ S（ソロ）：ミキサー上のいずれかのソロボタンが押されると同時に、コントロール・
ストリップセクションのマスター Soloボタンが点灯します。このボタンにより、すべ
ての選択されたソロをオフにしたり、再びオンにすることができます。ソロは一般的
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なミキサー卓で有名な Solo-in-Place（ソロインプレイス）、ポストフェーダーで動作
します。TotalMixのソロ機能は、ミキサー卓に見られるような典型的な制限（グロー
バルそしてメイン出力にのみ機能するソロ）とは無縁です。ソロは常に現在のサブミッ
クスにのみに機能します。

  ■ F（フェーダー）：Shift+クリックにより、フェーダーを「一時的フェーダー・グループ」
に追加できます。黄色に表示されるフェーダーすべてが1つのグループとなり、同時
に相対的に動くようになります。「F」のシンボルをクリックすると「一時的フェーダー・
グループ」を削除できます。

24.5.1　View Options（ビュー・オプション）
セクションにはルーティング、レベル・メーター、ミキサー・ビューの各種機能が集めら
れています。

Routing Mode (ルーティング・モード )

 ▶ Submix：Submixビュー（初期設定）は、TotalMixの概
観の把握や操作性に優れた推奨ビューです。HARDWARE 
OUTPUTSチャンネルの1つをクリックすると、対応するサブ
ミックスが選択され、他のすべての出力チャンネルが暗くなり
ます。同時に、ルーティングのフィールドはすべてこのチャン
ネルにセットされます。Submixビューでは、どの出力に対し
ても簡単にサブミックスを作成できます。出力チャンネルを選
択し、1列目と2列目のフェーダーとパンを調節するだけです。

 ▶ Free：Freeビューは上級者用です。複数のサブミックスを切
り替えることなく、同時に編集する場合に使用されます。入力
と再生チャンネルのルーティング・フィールドだけで作業を行
ないます。ルーティング・フィールドには異なるルーティング
先が示されます。 
 

Level Meter (レベル・メーター )

 ▶ Post FX：すべてのレベル・メーターを EQ/ロー・カットの前（Pre：プリ）、または
後ろ（Post：ポスト）に切り替えます。この機能により、プリ /ポストの切り替えに
よるレベル変化を簡単に確認できます。入力信号のオーバーロードのチェックにも使
用できます。信号を LC/EQで極端に抑制するケースは稀なため、Post FXをデフォ
ルトで使用することを推奨します。また、すべてのレベル・メーターの OVR表示は
プリ /ポストの両方で動作します。従って、オーバーロードを見逃す危険性を効率的
に防ぐことができます。
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 ▶ RMS：チャンネルの数値レベル・ディスプレイの表示を選択します（ピークまたは
RMS）。

Show（表示）

 ▶ FX：Digiface AESでは使用できません。
 ▶ Trim：すべてのチャンネルのトリム・ボタンをアクティブにします。これにより、

TotalMixは従来型のシンプルなミキサー卓のように機能します。各フェーダーはハー
ドウェア入力のトリムポットのように振舞い、チャンネルでアクティブなすべての
ルーティングに同時に作用します。

 ▶ 2 Rows：ミキサー・ビューを2列に切り替えます。ハードウェア入力 (HARDWARE 
INPUTS)と再生チャンネル (SOFTWARE PLAYBACK)は隣り合わせで配置されます。
本ビューは特に高さのスペースを節約します。

 ▶ Names：名称がユーザーによって変更されている場合、オリジナルの名称を表示し
ます。

24.5.2　SnapShots-Groups（スナップショット -グループ）
Snapshots（スナップショット）

スナップショットにはミキサーのすべてのセッティングが含まれま
すが、ウィンドウの位置やサイズや数、EQや Settingsの表示、ス
クロール状況、Presetsなど、グラフィカルな要素は含まれません。
チャンネルの幅（狭い /広い）の状況のみ登録されます。さらに、
スナップショットは一時的な保存です。他のワークスペースを読み
込むと、記憶しているスナップショットのすべてが失われます。こ
れを避けるには、あらかじめスナップショットをワークスペースと
一緒に（あるいは File > Save Snapshot as機能で個別に）保存し
てください。File > Load Snapshot機能を使用するとミキサーの
状態を個別にロードできます。

スナップショット・セクションには、固有の名称で8つの異なるミッ
クスを保存できます。8つのボタンのいずれかをクリックすると対
応するスナップショットがロードされます。名称フィールドをダブ
ルクリックすると、名称を編集する Input Nameダイアログが開
きます。ミキサーの状態に手が加えられると同時に、ボタンが点滅
します。Storeをクリックすると、すべてのボタンが点滅し、最後
にロードされたもの（現在の状態のベース）が反転して点滅します。
目的のボタン（つまり保存場所）をクリックすると保存が完了します。また、点滅してい
る Storeボタンを再度クリックすると保存モードが終了します。

タイトルバーの矢印をクリックすると Snapshotsセクションを最小化できます。
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Groups

Groupsセクションには、フェーダー、ミュート・グループ、ソロ・グループのための保
存場所がそれぞれ4つ用意されています。グループはワークスペースごとに有効で、8つ
のスナップショットすべてが使用可能です。しかし、そのため新たなワークスペースをロー
ドすると失われてしまいます（あらかじめ他のワークスペースに保存されていない場合）。

ヒント：グループを不本意に上書き /削除してしまった場合にはアンドゥ機能が役立つでしょ
う。

TotalMixはグループのセットアップのガイドとしてボタンを点滅させます。Editをクリッ
クし、お好みの保存場所をクリックしたら、グループ化する目的の機能すべてをアクティ
ブに（または選択）してください。再度 Editボタンをクリックすると、保存モードが終
了します。

フェーダー・グループを作成する場合、一番上または一番下の位置に達しているフェーダー
を追加しないようにしてください（そのグループのフェーダーがすべて同じ位置である場
合を除く）。

ミュート・グループは、現在のルーティングに対してのみ機能します（グローバル・ミュー
ト以外）。従って、不注意にすべての出力の信号をミュートしてしまうことはありません。
ボタンを押すと特定のサブミックスで信号がミュートされます。

ソロ・グループはグローバルのソロとまったく同様に機能します。現在のルーティング以
外の信号に影響は及びません。

24.5.3　Channel Layout – レイアウト・プリセット 

TotalMix FXの全体像を維持するためにチャンネルを隠すことができます。チャンネルは
リモート・コントロール操作の対象から排除することもできます。Options > Channnel 
Layoutダイアログ下に全 I/Oと現在の状態がリストアップされます。ひとつまたは複数
のチャンネルを選択することで、右側のオプションが有効になります：

 ▶ Hide Channel in Mixer/Matrix：選択されたチャンネルは TotalMix FXで表示され
ません。またMIDIや OSCリモート制御も利用できません。 

 ▶ Hide Channel in MIDI Remote 1-4：選択されたチャンネルはMIDIリモートに対
して非表示になります (CC および Mackie プロトコル ).

 ▶ Hide Channel in OSC Remote 1-4：選択されたチャンネルは OSCリモートに対し
て非表示になります。

Mixer/Matrix内の非表示チャンネルの全機能は動作し続けていて、ルーティング /ミキ
シング /FXプロセシングはそのまま有効です。しかしチャンネルは隠されているので編
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集ができません。また、非表示のチャンネルが無意識のうちに間違って編集されないよう
に、リモート・コントロール可能なチャンネル・リストからも除外されます。

MIDI Remote xの非表示チャンネルは、リモート・コントロール可能なチャンネル・リス
トから除外され、Mackie互換のリモート・コントローラーの8チャンネル・ブロック内
でスキップされます。従って、例えば3～5チャンネルが非表示の場合は、1、2、6～11
チャンネルをコントロールできます。OSCでも同じことが言えます。OSCリモートに対
して不必要なチャンネルを非表示にすれば、より重要なチャンネルを OSCリモート上の
チャンネル・ブロックに含めることができます。

Channel Layoutダイアログは各チャンネルを右クリックすることで直接で呼び出せます。
関係するチャンネルはダイアログ内で前もって選択されています。

Inputs（入力）、 Playbacks（再生）およびOutputs（出力）は、ウインドウ上部のタブ
で個別に設定します。In Useはミキシングで現在使用されているチャンネルを示します。
上図の例では ADAT入力チャンネルが非表示に設定されています。ADATを利用しない
場合、このような設定にすれば、ミキサー上で完全に非表示になり便利です。

任意の列をダブルクリックすると、Name（User）列の編集フィールドが開きます。この
ダイアログでのチャンネル名の編集は簡単で、Enterを押すと次の列にジャンプします。
Control Roomセクションのチャンネル名は、この方法でしか変更できません。

Color列の項目をクリックすると、チャンネル名の表示色を変更できます。下記24.5.4章
のロケーション・マーカーの画像にて、その効果と使用可能な色を確認できます。
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これらの設定の終了後、全体の状態は Layout Presetとして保存できます。Storeをクリッ
クし、メモリー・スロットをクリックすれば、いつでも現在のチャンネル・レイアウトを
呼び出せます。Allは一時的に全チャンネルを表示します。

例えばドラム・セクション、ホーン・セクション、バイオリン等だけで
構成されるミキシング・ビューを簡単にボタン１つで切替えることが
できます。リモート用に設定されたレイアウトもここで同じように呼
び出すことができます（ミキサー上の表示 /非表示に関係なく呼び出
すことも可能）。レイアウトの名称はスロット名の箇所をダブルクリッ
クして変更できます。

Layout PresetsはWorkspace内に保存されます。そのため、ほかのWorkspaceを読込
む際には、必ず事前に現在の状態を保存してください！

Subボタンは Submix Viewで現在選択されているサブミックス /ハードウェア出力に関
係のないチャンネルをすべて非表示にします。つまり一時的に、サブミックスの入力、再
生段のすべてのチャンネルを現在のレイアウトとは無関係に表示します。これにより、現
在の出力に対してどのチャンネルがミックスされルーティングされているかを簡単に確認
でき、さらにチャンネル数が多い環境であっても、ミックスの編集を容易に行えます。

24.5.4　Scroll Location Markers（ロケーション・マーカー）
TotalMix FXのワークフローをよりスムーズにするスクロール・ロケーション・マーカー
（TotalMixビューのみ）は、TotalMix画面の幅がチャンネルを表示するのに必要な幅よ
りも狭い場合に、各段のスクロールバーの右側に自動的に表示されます。以下の4つの機
能があります：

 ▶ 左矢印：クリックする
と、最初または一番左の
チャンネルまでスクロー
ルします。

 ▶ マーカー1：希望する
チャンネルまでスクロー
ルして1を右クリックす
るとロケーター設定の画
面が開きます。OKをク
リックすると、その位置にロケーターが保存されます。以降1を左クリックすると保
存されたチャンネル位置までスクロールします。

 ▶ マーカー2：詳細は上記マーカー1をご参照下さい。
 ▶ 右矢印 ：クリックすると、最後または一番右のチャンネルまでスクロールします。

ロケーション・マーカーはWorkspace内に保存されます。



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc. Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
Digiface AES ユーザーガイド

83

活用例

• TotalMix FX 画面の幅を故意に小さくして表示されているチャンネル数が少ない場合
• 幾つかの、または全ての EQやダイナミクス・パネルが開いている場合。全ての設定
を確認できますが、多くの画面スペースを必要とします

24.6　Preferences（環境設定）
Preferencesダイアログを開くには、Optionsメニューを使用するか、F2キーを直接タ
イプします。

Level Meters

 ▶ Full scale samples for OVR：オーバー
ロード検知を作動させるのに必要な連続
サンプル数を指定します（1～10）。

 ▶ Peak Hold Time：ピーク値のホールド・
タイムです（設定範囲は0.1～9.9 s）。

 ▶ RMS +3 dB：フルスケールのレベルが
Peakと RMS（@ 0 dBFS）で等しくなる
よう、RMSの値を +3 dB増やします。

Mixer Views

 ▶ FX Send follows highest  
Submix：Digiface AESでは使用できま
せん（FX非対応）。

 ▶ FX Send follows Main Out：Digiface 
AESでは使用できません（FX非対応）。

 ▶ Center Balance/Pan when changing 
Mono/Stereo：ステレオ・チャンネルを
2つのモノ・チャンネルに切り替えると、
パン・ポットは左と右に振り切られます
が、このオプションを選択すると、双方
がセンターに設定されます。

 ▶  Disable mouse wheel operation： 
マウス･ホイールに誤って触れることによ
るパラメーターの不意な変更を防ぎます。

 ▶ Disable double click fader action： 
ダブルクリックのフェーダー・アクションを無効にして、意図しないゲイン変更等の
誤動作を防ぎます (タッチパッド等 )。
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 ▶  Store channel open/close in Layout Preset：レイアウト ･プリセットの開閉、
チャンネル ･パネル（Setting/EQ）のステータスを保存します。

Dynamic Meters

Digiface AESでは使用できません（FX非対応）。

Snapshots

 ▶  Do not load - Main Volume、Main/Phones Volumes、Control Room 
Settings：スナップショットのロード時に、このメニューで指定した設定が読み込
まれなくなります。指定したパラメーターを変更せずに、保存済みのスナップショッ
トを読み込むことができます。

Device Handling

 ▶ Always init DSP devices with TotalMix FX settings：常に DSPデバイスを
TotaMix FXで設定された値に初期化し、ユニットをスタンドアローンで使用した後
に表示されるミスマッチ・メッセージを表示させないようにします。ユニットの設定
は失われます。

 ▶ Count MADI Channels per port：Digiface AESでは使用できません。
 ▶ Disable ASIO Direct Monitoring（Windows）：TotalMix FX内での Digiface 

AESの ASIOダイレクト・モニタリング（ADM）を無効にします。

Graphics

 ▶ Use D2D（変更後は再起動が必要）：初期設定 - オン。グラフィックスで問題が生じ
た場合に、オフにすると互換性があるが CPU負荷が高いグラフィックス・モードに
変更します。

 ▶ Brightness correction（明るさ修正）：TotalMix FXの画面の明るさを調節します。

Store Setting for 

 ▶ All Users（変更後は再起動が必要）：《24.6.1　Store Setting for》の章をご参照ください。

Special Options

 ▶ Lock User Interface： 初期設定はオフ。現在のミキサーの状態をフリーズします。
ミキサーに関連するフェーダー、ボタン、ノブを変更できなくします。

 ▶  Enter Password (Windowsのみ )：ユーザー ･インターフェイスをパスワードで保
護します。
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24.6.1　Store Setting for 

TotalMix FXは現在のユーザーのすべての設定、ワークスペース、スナップショットを以
下のディレクトリーに保存します。したがって複数のユーザーで1台のコンピューターを
使用する際にも、各ユーザーの設定を個別に保存できます。

Windows：

XP：C:\Documents and Settings\Username\Local Settings\Application Data\TotalMixFX
Vista以降：C:\Users\Username\AppData\Local\TotalMixFX

macOS：
現在のユーザー：<ユーザー名 >/Library/Application Support/RME TotalMix FX
すべてのユーザー：/Library/Application Support/RME TotalMix FX

All Users（チェックボックスをオン）：

1台のコンピューターを複数のユーザーで共有する際に、すべてのユーザーが同じ
TotalMixの設定を利用できるように、TotalMix FXが All Userディレクトリーを使用す
るように変更します。このとき管理者権限で lastDigifaceAES1.xmlを書込み禁止にする
ことで、TotalMix FXが再起動されるたびに各設定が完全にリセットされるように設定で
きます（xmlファイルは、TotalMixを終了する際に更新されます。TotalMix FXを一度
設定してから通知領域の TotalMixアイコンを右クリックして TotalMix FXを終了し、そ
の後に lastDigifaceAES1.xmlを書き込み禁止に設定してください）。

24.7　Settings（設定）
Settingsダイアログを開くには、Optionsメニューを使用するか、F3キーを直接タイプ
します。

24.7.1　Mixerページ（ミキサー設定）
Mixerページでは、ミキサー操作に関連する設定を行います。Talkbackのソース選択、
Talkbackをオンにした時のDimのレベル調整、保存されたメイン・ボリュームのレベル
調整、External Input（外部入力）のソース選択等を設定可能です。

Talkback

 ▶ Input：トークバック用信号（コントロール・ルームのマイク）の入力チャンネルを
選択します。初期値：None

 ▶ Dim：Phonesにルーティングされる信号のアッテネーション（減衰）の量を dB単
位で設定します。
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Listenback

 ▶ Input：リッスンバック用信号（録音ルームのマイク）の入力チャンネルを選択します。
初期値：None

 ▶ Dim：Main Outにルーティングされる信号のアッテネーション（減衰）の量を dB
単位で設定します。

Main Out

 ▶ Recall：ユーザーによって定義さ
れるリスニングレベルです。本体
で設定された Recallボタン、ある
いは TotalMixでアクティブにでき
ます。

 ▶ Dim：Main Outのアッテネー
ション (減衰 )の量を dB単位で設
定します。

 ▶ External Input：Control Room
セクションでMain Outのミック
ス信号を置き換える際のステレオ
入力を選択します。ステレオ信号
のボリュームはGainスライダーで
調整します。

PFL Mode（PFLモード）

 ▶ Live Mode, PFL replaces Solo：
PFLは Pre Fader Listening（プ
リフェーダー・リスニング）の略
です。この機能は、ライブ環境で
TotalMixを操作している際に便利
で、Soloボタンを押すことで各入
力の試聴 /モニタリングをすばやく行えます。モニタリングは Assignダイアログで
Cue信号に設定した出力で行われます。

 ▶ Exclusive Solo/PFL Mode：ソロまたは PFLのいずれか1つを有効にします。一方
を有効にすると、他方が自動的に無効になります。

 ▶ 2-Row Mode with only Input in first row：ミキサー画面で、ソフトウェア・プレ
イバック・チャンネルが下段（ハードウェア出力の側）に移動されます
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24.7.2　MIDI Page（MIDI設定）
MIDIページには、CCコマンドまたはMackie Controlプロトコルを使用した最大4つの
MIDIリモート・コントロールを行うための4つの独立した設定があります。

Index（インデックス）

4つのリモート・コントロールの設定画面から１つを選択します。設定は自動保存されま
す。In Useのチェック・ボックスでは、各リモート・コントロールの有効 /無効を切替えます。

MIDI Remote Control

 ▶ MIDI In：TotalMixがMIDI Remoteのデータを受信する入力を選択します。
 ▶ MIDI Out：TotalMixがMIDI Remoteのデータを送信する出力を選択します。
 ▶ Disable MIDI in background：他のアプリケーションに移動する（あるいは

TotalMixを最小化する）と同時にMIDI Remote Controlをオフにします。

Mackie Control Options

 ▶ Enable Protocol Support：無効にした場合、TotalMix FXは《27.5　MIDIコントロー
ル》に記載のコントロール・チェンジ・コマンドのみに反応します。

 ▶ Extender to：現在のリモートをメ
インのリモートのエクステンダー
に設定します。両方のリモートが
ひとつのブロックとして表示され、
同時にナビゲートします。

 ▶ Map Stereo to 2 Mono 
Channels：1つのフェーダーにつ
き１チャンネルにします（モノ）。
ステレオ・チャンネルを使用する場
合は、無効にします。

 ▶ Submix Selection in Input/
Playback Row：1列目からサブ
ミックスを選択可能にします（３
列目に変更することなく）。ただし、
モノとステレオ・チャンネルを併用
すると、1列目と3列目の整合性が
通常は損なわれるため、選択が分
かりづらくなる場合があります。
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 ▶ Enable full LCD support：8つのチャンネル名と8つのボリューム /パン値を含む
完全なMackie Control LCD対応を有効にします。

 ▶ Send User defined Names：ユーザーが定義したチャンネル名をMIDI経由でリモー
ト・デバイスに送信します（デバイスが対応している場合）。

 ▶ Send Level Messages：レベル・メーターのデータ転送を有効にします。Peak Hold
はレベル・メーターのピーク・ホールドを TotalMixの preferencesで設定した値で
有効にします。

注意：MIDI Outが NONEに設定されている場合も、TotalMix FXはMackie Control MIDI
コマンドでコントロールできますが、8チャンネル・ブロックはリモートのターゲットとして
表示されません。

24.7.3　OSC Page（OSC設定）
OSCページには Open Sound Control（OSC）を使用して最大4つのMIDIリモート・コン
トロールを行うための4つの独立した設定があります。OSCとはネットワーク・ベースの
リモート・プロトコルです。例えばMac/Windowsコンピューター上の TotalMix FXを
Apple iPadと TouchOSCまたは Lemurアプリを使うことでワイヤレスで制御できます。

Index（インデックス）

4つのリモート・コントロールの設定画
面から１つを選択します。設定は自動
保存されます。In Useのチェック・ボッ
クスでは、各リモート・コントロールの
有効 /無効を切替えます。

TotalMix FX OSC Service

 ▶ IP：TotalMix FXを起動している
コンピューターのネットワーク・ア
ドレスを表示します（ローカル・ホ
スト）。このアドレスはリモート側
で入力する必要があります。

 ▶ Host Name：ローカル・コンピュー
ターの名称

 ▶ Port incoming （ポート入力）：リ
モート側の出力ポートと一致して
いる必要があります。典型的な値
は7001または8000です。
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 ▶ Port outgoing （ボート出力）：リモートの入力ポートと一致している必要がありま
す。典型的な値は9001または9000です。

Remote Control

 ▶ IP or Host name：リモート・コントロールの IPまたはホスト名を入力します。通常
ホスト名よりも IP番号の方がより良い動作をします。

Options

 ▶ Send Peak Level Data：ピーク・レベル・メーターのデータ転送を有効にします。
Peak Holdはレベル・メーターのピーク・ホールドを TotalMixの preferencesで設
定した値で有効にします。

 ▶ Lock Remote to submix（リモートをサブミックスにロック）：アクティブの場合、
ドロップダウン・リストで選択されたサブミックスのみ現在のリモート・コントロー
ルで変更できます。これにより、マルチリモートのモニタリング環境での混乱を防ぎ
ます。

 ▶ Number of faders per bank（バンク毎のフェーダー数）：8（初期設定）、12、16、
24、32、48から選択できます。ネットワーク環境が悪い場合、特にワイヤレスでは、
フェーダー数が多くなるとスムーズに動作しなくなる可能性がある点にご注意くださ
い。

24.7.4　Aux Devices（AUXデバイス）
RME OctaMic XTCは、AD変換（ADAT、
AES/EBU、MADI）と4チャンネルのモ
ニタリング用 DA変換が可能な非常に
柔軟な高品位8チャンネル ･マイク /ラ
イン /インストゥルメント・プリアンプ
です。Digiface AES やその他の RME
インターフェイスは、OctaMic XTCを
ユニバーサル・フロントエンドとして使
用できます。

XTCの最も重要なパラメーター（ゲイン、
48V、フェーズ、ミュート、AutoSet）
を TotalMix FXの入力チャンネルから
直接コントロールでき、シンプルな操
作を実現します。この特殊なリモート・
コントロールはあらゆるMIDIのフォー
マットに対応します（DIN、USB、MIDI 
over MADI）。
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Device Settings（デバイス設定）

 ▶ Digital Channels：OctaMic XTCが備える8つのアナログ・チャンネルの送信先
（ADATチャンネル1～8）を選択します。

 ▶ Device：本マニュアル制作時点では、OctaMic XTCのみが選択可能です。

MIDI Settings（MIDI設定）

 ▶ MIDI In：MIDI入力 - OctaMic XTCとのMIDI接続を選択します。
 ▶ MIDI Out：MIDI出力 - OctaMic XTCとのMIDI接続を選択します。
 ▶ Device ID：初期設定0。Digital Channelsの設定に関連します。

2台以上の OctaMic XTCを使用する場合はユニットに異なる Device IDを割り当てる必
要があります（設定はOctaMic XTCで行います）。Aux Devicesも各8チャンネル・ブロッ
クに対して異なる Device IDを割り当てることができます。Device IDを選択すると自動
で設定が保存されます。現在のアサインメントを確認するには、各8チャンネル・ブロッ
クを順番に選択します。

上記の設定で OKを押すと、次のスクリーン
ショットのように表示が変更され、ADAT
チャンネルに新しいエレメント（ファンタム電
源、Inst/PAD、ゲイン、AutoSet）が表示され
ます。双方向のコントロールが可能で、本体で
ゲインを調整した場合は TotalMixチャンネル
にミラーリングされ、TotalMix FXでゲインを
変更した場合は本体のゲインが変更され、ディ
スプレイにも表示されます。

リモート・コントロールを正常に動作させる
には、XTCで現在使用している MIDI I/Oを
Controlに設定する必要があります。詳細は
OctaMic XTCのユーザーガイドをご参照ください。
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24.8　ホットキーと操作
TotalMix FXにはいくつものホットキーやマウス /ホットキーの組み合わせが用意されて
います。これによりシンプルで効率的な操作を実現します。

注意：以下の説明はWindowsについて言及しています。Macの場合、以下のリストのCtrlキー
を Commandキーに置き換えます。

 ▶ ShiftキーによってすべてフェーダーおよびMatrixのゲインを微調整できます。また、
ノブの場合では設定値をスピードアップします。

 ▶ Shiftキーを押したままフェーダーをクリックすると、そのフェーダーが一時的フェー
ダー・グループに追加されます。

 ▶ Ctrl（Mac：command）キーを押したままフェーダーのパスをクリックすると、フェー
ダーは「0 dB」へジャンプします。もう一度クリックすると「-∞」にジャンプします。
マウスのダブルクリックと同じ動作です。

 ▶ Ctrl（Mac：command）キーを押したままパン・ノブの1つをクリックすると、ノ
ブはセンター・ポジションにジャンプします。マウスのダブルクリックと同じ動作です。

 ▶ Shiftキーを押したままパンのノブをクリックすると、ノブが完全に左に、Shift - 
Ctrl（Mac：command）で完全に右に設定されます。

 ▶ Ctrl（Mac：command）キーを押しながらいずれかの設定ボタン (slim/normal、
Settings、EQ、Dyamics)をクリックすると、そのチャンネルより右にあるすべて
のチャンネル状態を変更できます。例えば、すべてのパネルを開いたり閉じたりでき
ます。

 ▶ ノブ、またはその数値フィールドをマウスでダブルクリックすると、対応する Input 
Valueダイアログが開かれ、任意の値をキーボード入力で設定できます。

 ▶ マウスをパラメータのフィールドから上下にドラッグすると、フィールドの値が増減
します。

 ▶ Ctrl（Mac：command） - Nをタイプすると、新規 TotalMixウィンドウを開くため
の Function Selectダイアログが現れます。

 ▶ Ctrl-W（Mac：command - L）をタイプすると、オペレーション・システムの File 
Openダイアログが現れます。ここから TotalMixのワークスペース・ファイルをロー
ドできます。

 ▶ Wキーをタイプすると、Workspace Quick Selectダイアログが現れます。最大30
までのワークスペースを直接選択、もしくは保存できます。

 ▶ Mキーをタイプすると、アクティブなウィンドウがミキサー・ビューに切り替わりま
す。Xキーをタイプすると、アクティブなウィンドウがMatrixビューに切り替わり
ます。Ctrl - Mは新たなミキサー・ウィンドウを開きます。Ctrl - Xは新たなMatrix
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ウィンドウを開きます。Ctrl - Mまたは Ctrl - Xを再度タイプすると、新規ウィンド
ウが閉じられます。

 ▶ F1（Win）キーでオンライン・ヘルプが表示されます。レベル・メーターの設定ダイア
ログを開くには F2（Mac：command - , ） （DIGICheckでも同じ）、初期設定のダイ
アログを開くには F3キーをタイプしてください。

 ▶ Alt-F4（Mac ：command - W）をタイプすると現在のウィンドウが閉じられます。
 ▶ Altと1～8の番号キー（テンキーではありません！）をタイプすると、Workspace 

Quick Select機能から対応するWorkspaceがロードされます（ホットキーW）。

24.9　メニュー・オプション
  ■ Deactivate Screensaver：これをアクティブに（チェック）すると、Windowsのス
クリーンセーバーが一時的にオフとなります。

  ■ Always on Top：これをアクティブに（チェック）すると、Windowsのデスクトッ
プで TotalMixウィンドウが常に最前面に表示されます。

注意：この機能は、ヘルプテキストを含むウィンドウに関して問題を生じる場合があります。
TotalMixウィンドウがこれらのウィンドウより前面に留まるため、ヘルプテキストを読む
ことができません。

  ■ Enable MIDI / OSC Control：TotalMixミキサーに対する外部MIDIコントロールを
アクティブにします。Mackie Protocolモードで現在MIDIコントロールの対象となっ
ているチャンネルは、名称フィールドの色が変更されて表示されます。

  ■ Submix linked to MIDI / OSC controller (1-4)：リモートで、もしくは TotalMix
で新たなサブミックスが選択された場合、8チャンネルグループが現在選択中のサブ
ミックス（Hardware Output）に追従します。複数のウィンドウを使用している場合、
特定のウィンドウではこの機能をオフにしておくとよいでしょう。その場合、ビュー
が変更されることがなくなります。

  ■ Preferences：レベルメーターとミキサーに関するいくつかの機能を設定するダイア
ログボックスを開きます。《24.6　Preferences（環境設定）》をご参照ください。

  ■ Settings：トークバック、リッスンバック、Main Out、MIDI Remote Controlに関
するいくつかの機能を設定するダイアログボックスを開きます。《24.7　Settings（設定）》

をご参照ください。

  ■ Channel Layout：視覚的に、またリモートからもチャンネルを隠します。詳細は《24.5.3

　Channel Layout – レイアウト・プリセット》をご参照下さい。

  ■ ARC & Key Commands：Standard、Advanced、Advanced Remote USBのプロ
グラム可能なボタンと、キーボードの F4、F8キーを設定するダイアログを開きます。
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  ■ Reset Mix：ミキサーの状態をリセットするオプションを選択できます。

 ▶ Straight playback with all to Main Out：すべての再生チャンネルは「1:1」対応
でハードウェア出力にルーティングされます。同時に、すべての再生はMain Outに
ミックスダウンされます。3列目のフェーダーは変更されません。

 ▶ Straight Playback：すべての再生チャンネルは「1:1」対応でハードウェア出力にルー
ティングされます。3列目のフェーダーは変更されません。

 ▶ Clear all submixes：すべてのサブミックスを削除します。
 ▶ Clear channel effects：EQ、ローカット、Reverb、Echo、Dynamics、ステレオ
幅のすべてをオフにし、それらのノブを初期設定に戻します。

 ▶ Set output volumes：3列目のすべてのフェーダーは0 dB、Mainと Speaker Bは
-10 dBに設定されます。

 ▶ Reset channel names：ユーザーによって与えられた名称すべてを削除します。
 ▶ Set all channels mono：すべての TotalMix FXチャンネルがモノ・モードに再設定
されます。

 ▶ Set all channels stereo：すべての TotalMix FXチャンネルがステレオ・モードに
再設定されます。

 ▶ Set inputs mono / outputs stereo (ADM)：ASIOダイレクト・モニタリング互換
に最適なセットアップです。ほとんどの場合、モノ・ハードウェア出力は ADMを中
断します。またモノの入力ほとんどの場合は互換します。しない場合、誤ったパンニン
グが生じる場合があります。

 ▶ Total Reset：すべての再生チャンネルは「1:1」対応でハードウェア出力にルーティン
グされ、同時にすべての再生はMain Outにミックスダウンされます。他のすべての
機能はオフになります。

  ■ Operational Mode：TotalMix FXの基本の動作モードを決定します。Full Mode
（初期設定、ミキサー有効、すべてのルーティング・オプション有効）、Digital Audio 

Workstation Mode（ストレート・プレイバック・ルーティング、入力ミックスなし）。《28.

　 DAWモード》の章をご参照ください。

  ■ Offline Device Setup：TotalMix FXが対応するすべての機器をオフラインで設定で
きる機能です。この「デモ」モードを使うと、ワークスペースのロードと保存が可能
になり、オフラインでワークスペースやスナップショットを編集したり、設定を視覚
的に確認することができます。
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設定方法：

1. 目的の機器を選択して Addボタンをクリックします。

2. Configured Devicesのリストに選択した機器が追加されます。

3. OKをクリックして、ダイアログを閉じます。

これで接続されていない機器のミキサーおよびマトリックスを開けるようになりまし
た。機器の選択は、右上のコントロール・ストリップにあるデバイス選択フィールド
から行います。

  ■ Network Remote Settings：TotalMix Remote を用いてネットワーク経由で
TotalMix FXをコントロールするための設定をします。詳細は、《29.　 TotalMix 

Remote》をご参照ください。

  ■ Store Current state into device：最大6つのセットアップ (現在の設定 )を本体の
メモリに保存できます。Setupは、主にスタンド ･アローン時の使用を想定した機能
です。そのため、Windows、Mac、iOSで使用すると、互換性が不完全になる恐れが
あります。

24.10　Menu Window（メニュー・ウィンドウ）
  ■ ズーム・オプション 100%、135%、200%、270% (mac：50%、70%、100%、

135%、180%)：モニターのサイズと現在の解像度によっては、TotalMix FXのコン
トロールが小さすぎて操作が難しい場合があります。2 Rowモードと一緒にこれら
のオプションを使用することで、現存のあらゆるモニターと解像度に合うさまざまな
ウィンドウ・サイズを使用できます。

  ■ Hide Control Strip：コントロール・ストリップが表示エリア外にずれ、他の要素の
表示スペースが増えます。



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc. Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
Digiface AES ユーザーガイド

95

25.　TotalMix: Matrix（マトリックス）

25.1　Matrixの概要
TotalMixのMixerビューは従来のステレオ設計に基づいているため、ミキシング・コン
ソールに似た外観と操作性を持っています。一方Matrixビューは、シングル・チャンネ
ルまたはモノラル設計に基づいたチャンネル・アサインやルーティング方法を提供します。
Digiface AESのMatrixビューは従来のパッチベイのような外観と操作性を備え、これに
より同クラスの他社製ハードウェアやソフトウェア・ソリューションを遥かに超える機能
性を提供します。大抵のパッチベイは入力と出力をまったく同じレベルでしか接続できま
せんが（1:1または0dB：機械的なパッチベイの場合）、TotalMixはクロスポイントごと
のゲイン値を自由に決めることができます。

Matrixと TotalMixは同じ処理を違う方法で表示しています。そのため2つのビューは常
に完全に同期しています。片方のビューでの変更は即座に別のビューでも同じように反映
されます。

25.2　Matrixビューの構成
TotalMix Matrixの外観は、Digiface AESのシステム構成に基づいて作られています。

 ▶ 横軸の項目：全ハードウェア出力 
(HARDWARE OUTPUTS)

 ▶ 縦軸の項目：全ハードウェア入力 
(HARDWARE INPUTS)。下には全再生
チャンネル（SOFTWARE PLAYBACK）

 ▶ 緑色0.0 dB項目：標準的な1：1ルーティン
グ

 ▶ 濃い灰色の番号の入った項目：現在のゲ
イン値を dB表示

 ▶ 青色の項目：ルーティングがミュートされている
 ▶ 赤色の項目：位相180度（反転）
 ▶ 濃い灰色の項目：ルーティングなし

ウィンドウ・サイズを縮小しても、全体の外観を維持するためにラベルはフローティング
します。スクロールしても見えなくなることはありません。ラベルを右クリックするとコン
テキスト・メニューが表示され、ミキサー・ビューと全く同じメニュー項目（入力チャン
ネルおよびサブミックスのコピー /ミラー /ペースト /クリア）が表示されます。
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25.3　操作
Matrixの操作は非常に単純です。マウスの位置に応じて外側のラベルがオレンジ色に点
灯するため、現在のクロスポイントを素早く確認できます。

・ 入力1を出力1にルーティングする場合、マウスで In 1 / Out 1のクロスポイント（交
差項目）を Ctrl+クリックします。２つの緑色の0.0dBフィールドが現れ、再びク
リックすると消えます。

・ ゲインを変更するには、ゲイン項目内からマウスを上下にドラッグします（フェー
ダーポジションを変更するのと同じです。同時にMixerビューの表示をご覧くださ
い）。項目内の値が動きに応じて変更されます。Mixerビューで現在変更されてい
るルーティングが見えている場合は、対応するフェーダーが同時に動きます。

・ 右側にはコントロール・ストリップがあります。Mixerビューのコントロール・ス
トリップにあるビュー・オプションや一時フェーダー・グループのボタンはありま
せん。Mono ModeボタンはMatrixビュー上のすべての操作を1チャンネル単位、
または2チャンネル単位で行うかを設定します。

Matrixは常にMixerビューの代わりになるわけではありませんが、ルーティング能力を
大きく強化します。またさらに重要なのは、すべての有効ルーティングの概観を素早く把
握できる優れた方法だと言う点です。ユーザーは一目で何が起きているか知ることができ
ます。そしてMatrixはモノラル動作するため、特定のルーティングを特定のゲインに簡
単に設定できます。
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26.　その他の便利な使用方法

26.1　ASIOダイレクト・モニタリング（Windows）
ADM（ASIOダイレクト・モニタリング）をサポートするプログラム（Samplitude、
Sequoia、Cubase、Nuendo など）は、TotalMixにコントロールコマンドを送信しま
す。そして、TotalMixはこれを直接表示します：ASIOホストでフェーダーを動かすと、
TotalMixにおいて対応するフェーダーも動きます。TotalMixは、ADMのゲインとパン
の変更をすべてリアルタイムに反映します。

しかし、フェーダーが動くのは現在アクティブなルーティング（選択されたサブミックス）
が ASIOホストのルーティングに対応している場合に限られます。一方、1つのビューに
すべてのルーティングの可能性を表示するMatrixは、すべての変更を表示します。

26.2　サブミックスをコピーする
TotalMixでは、サブミックスをそのまま別の出力にコピーできます。例えば、複雑なサ
ブミックスに少しだけ手を加えたものが別の出力に必要な場合、サブミックス全体をその
出力へコピーできます。元のサブミックス出力（つまりハードウェア出力）をマウスで右
クリックし、コンテキストメニューから Copy Submixを選択します。次にコピー先のサ
ブミックス出力を右クリックしてコンテキストメニューから Paste Submixを選択します。
これでサブミックスを微調整する準備は完了です。

26.3　出力信号のミラーリング
1つのミックスを2つ以上の異なるハードウェア出力から送信したい場合、シンプルにそ
のミックスを他の出力にミラーリングできます。元の出力を右クリックすると、Copy / 
Mirror <名前 >のオプションが表示されます。次に新しい出力を右クリックし、Mirror 
of Output <名前 >を選択すると、サブミックス全体がペーストされ、以降の変化にも自
動で同期します。これで出力は同じ信号を送信するようになりますが、メインのボリュー
ム（フェーダー）、と EQ設定は完全独立のままになります。

26.4　サブミックスを削除する
簡単に素早く複雑なルーティングを削除したい場合は、ミキサービューで対応する出力
チャンネルを右クリックで選択し、メニューの Clear Submixを選択します。TotalMix 
FXは無制限アンドゥに対応するので、削除の処理も問題なく取り消せます。
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26.5　どこでもコピー &ペースト
上記の3つのヒントは、TotalMix FXミキサー・ビューのすべてのチャンネルで使用でき
る右クリック・コンテキスト・メニューにある機能を使用しています。これらのメニュー
はマトリックスでも使用できますが、直接チャンネル・ラベル上でのみ使用できます。各
機能項目はクリックされた位置によって変化します。入力チャンネルでは、クリア、入力
のコピー、入力ミックスのペースト、FXのペーストが行えます。再生チャンネルでは、再生
ミックスのコピー、ペースト、クリアが使用できます。出力チャンネルでは、現在のサブミッ
クスのコピーとミラー機能、FX設定のコピー機能が使用できます。

これらのオプションは、不可能に思えるタスクをあっという間に実行する、非常に高度で
強力なツールです。かといって、失敗を恐れる必要はありません。アンドゥ・ボタンをクリッ
クするだけで、操作をやり直すことができます。

26.6　サブミックスを録音する（ループバック）
TotalMixは、ハードウェア出力から録音アプリケーションへの内部のループバック機能
を備えています。入力信号の代わりに、ハードウェア出力の信号がオーディオ・アプリケー
ションに送信されます。これにより、外部のループバック・ケーブルを使用せずに完全な
サブミックスを録音することができます。また、オーディオ・アプリケーションの再生音
を別のアプリケーションで録音することも可能です。

本機能は、ハードウェア出力の Settingsパネルにある Loopbackボタンで有効にします。
ループバックモードでは、ループバックされているチャンネルと同番号のハードウェア入
力チャンネルはオーディオ・アプリケーションには送られません。しかし、TotalMixへ
は送られています。そのため TotalMixはこの入力信号を任意のハードウェア出力へ送る
ことができます。サブミックス録音を使用すれば、この入力を異なるチャンネルで録音す
ることも可能です。
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TotalMixは14のステレオ・ハードウェア出力をそれぞれ録音アプリケーションにルー
ティング可能で、同時にハードウェア入力も使用可能な極めて柔軟なソリューションを提
供します。

ミキサー内でフィードバックは起こらないため、オーディオ・アプリケーションがモニタ
リングモードに切り替えられた場合以外は、フィードバックやループバックによる基本的
な問題が生じるリスクを抑えられます。

ブロック・ダイアグラムは、ループバックモードでどのようにソフトウェアの入力信号が
再生され、ハードウェア出力からソフトウェアの入力へ送られるかを示しています。

更に、ブロック・ダイアログが示す通り、ループバックモードが有効な場合はハードウェ
ア出力の EQが録音パスに含まれます。ループバックが有効な場合、入力の EQはモニタ
リングパスのみに含まれ、録音パスに含まれません。これはDSP - Record EQオプション
が有効な場合でも同様です。

オーディオ・アプリケーションの再生を録音する

オーディオ・アプリケーションの出力を別のアプリケーションで録音する場合、次の問題
が発生します：録音アプリケーションは再生アプリケーションと同じ再生チャンネル（既
に使用中）を使用しようとする。または録音アプリケーションで使用したい入力チャンネ
ルを再生アプリケーションが先に占有してしまう。

この問題は簡単に解決できます。まずは適切なマルチクライアント操作のルールを守って
いるか確認してください（両方のアプリケーションが同じ録音 /再生チャンネルを使用し
ない）。次に、再生信号をTotalMix経由で録音するアプリケーションの範囲内のハードウェ
ア出力へルーティングし、録音するためにループバックを有効にします。
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複数の入力信号を1つの録音チャンネルにミックスする

1トラックに複数のソースを録音できると便利です。例えば楽器の生音やアンプを2本の
マイクで録音する場合。TotalMixのループバック機能があれば外部のアナログ・ミキサー
は必要ありません。まず2つの入力信号を同じ出力（下段）にルーティングし、この出力
をループバックモードで録音チャンネルに設定します。このように複数のソースの入力
チャンネルを、1つのトラックへ録音することができます。

26.7　MS プロセッシング
ミッドサイド (mid/side)は、片方のチャンネルに
中央の信号、もう一方のチャンネルに側面の信号か
ら構成される特殊なマイキングテクニックです。こ
の音声情報は簡単にステレオ信号に再構成すること
ができます。再構成するにはまずミッド（中央）信
号とサイド（側面）共に左右両方に送り、右チャン
ネルのサイド信号の位相を反転（180度）させます。
ミッドチャンネルは L+Rと位置付けられることに
対し、サイドチャンネルは L-Rとなります。

録音中のモニタリングは「通常」のステレオで行う必要があります。従って、TotalMix
はM/Sデコーダーの機能も備えます。ハードウェア入力（HARDWARE INPUTS）と再生
チャンネル（SOFTWARE PLAYBACK）の SettingsパネルにあるMS Procボタンで有効
にします。

M/S-Processingはソースの信号形式に合わせ自動的にM/Sエンコーダーまたはデコー
ダーとして機能します。普通のステレオ信号を処理する場合、モノ情報は左チャンネルへ、
ステレオ情報は右チャンネルへ分離されます。ステレオ信号はこうしてM/Sにエンコー
ドされます。エンコードすると近年の音楽のモノ／ステレオの傾向が見えてくるでしょう。
またエンコードされたサイドチャンネルに容易にローカット、エクスパンダー、コンプレッ
サー、ディレイなどの処理を施せるため、様々な面白い効果を得ることができるでしょう。

一番基本的な応用はステレオの幅をコントロールすることです。サイドチャンネルのレベ
ルを調整することにより音像の幅を広げたり、狭めたりできます。

27.　TotalMix MIDI リモート・コントロール

27.1　概要
TotalMixはMIDI経由で遠隔操作が可能です。汎用性の高いMackie Controlプロトコル
に互換しますので、この規格をサポートしているすべてのコントローラー（例：Mackie 
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Control Uni-versal、Tascam US-2400、 Behringer BCF2000）で TotalMixをコントロー
ルできます。

さらに、Control RoomセクションでMain Outとして設定されているステレオ出力の
フェーダー（下段）はMIDIチャンネル1のMIDIコントロール・チェンジ＞ボリュー
ムコマンドを受信することができます。これによりほぼすべてのMIDI搭載機器から
Digiface AESのメインボリュームがコントロールできます。

MIDI Remote Controlは常に View Submixモードで動作します。TotalMix FXで View 
Optionの Freeが選択されている場合でも同様です。

27.2　マッピング
TotalMixはMackie Controlの下記のサーフェイス部に対応しています *：

要素 : TotalMix上の意味 :
チャンネルフェーダー （1～8） ボリューム
マスターフェーダー Main Outチャンネルのフェーダー
V-Pot （1～8） パン
V-Potを押す パン =センター

CHANNEL LEFT、REWIND 左へ1チャンネル移動
CHANNEL RIGHT、FAST FORWARD 右へ1チャンネル移動
BANK LEFT、ARROW LEFT 左へ8チャンネル移動
BANK RIGHT、ARROW RIGHT 右へ8チャンネル移動
ARROW UP、Assignable1/PAGE+ 1段上へ移動
ARROW DOWN、Assignable2/PAGE- 1段下へ移動

EQ マスター・ミュート
PLUGINS/INSERT マスター・ソロ
STOP Main Outをディム
PLAY トークバック
PAN Mono Main Out

FLIP Speaker B
DYN/INSTRUMENT トリム・ゲイン
MUTE Ch. 1～8 ミュート
SOLO Ch. 1～8 ソロ
SELECT Ch. 1～8 選択
REC Ch. 1 - 8 出力バスを選択 (サブミックス )
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要素 : TotalMix上の意味 :

RECORD リコール

F1～ F8 スナップショット1～8をロード
F9 Main Outを選択
F10～ F12 Cue Phone 1～3を選択

※ Behringer BCF2000（ファームウェア v1.07）を Steinbergモード（Mackie Controlエミュレー
ション）で、macOS環境ではMackie Controlでテストしています。

27.3　設定
• Preferencesダイアログを開きます（Optionsメニューまたは F3 キー）。コントロー
ラーが接続されているMIDI InputとMIDI Outputポートを選択します。

• MIDIの受信が必要ない場合、MIDI Outputは NONE を選びます。
• Options メニューで Enable MIDI Controlにチェックがついていることをご確認くだ
さい。

27.4　操作
Mackie MIDIでコントロールされるチャンネルは名称フィールドが黒色から茶色へ変わ
ります。

フェーダー・ブロック（8フェーダー）は1チャンネルまたは8チャンネルごとに、水平、
垂直に移動できます。

フェーダーを選択してグループ化することもできます。

Submixビューモードでは現在のルーティング先（出力バス）を REC Ch. 1-8経由で選択
可能です。この動作は Submixビューで下段のチャンネルをクリックして異なる出力を選
択するのと同じです。MIDIコントロールではこの選択を行う際に下段まで移動する必要
はありません。このようにMIDI経由ではルーティングの変更も簡単に行えるようになり
ます。

Full LC Display Support：この Preferences（F3）オプションを有効にすると8チャン
ネル分の名称、ボリューム、パン値をMackie Controlの LCDに表示します。Full LC 
Display Supportが無効の場合、1本目のフェーダーに関する簡単な情報（チャンネルと
段）のみ送られます。この情報は Behringer BCF2000の LEDディスプレイでも表示で
きます。

Disable MIDI in Background（Optionsメニュー、Settings）は、別のオーディオ・アプ
リケーションが手前にある場合、もしくは TotalMixが最小化された場合にMIDIコント
ロールを無効にします。TotalMixが手前に表示されアクティブな場合を除き、コントロー
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ラーはメインのDAWアプリケーションのみコントロールします。同様にDAWアプリケー
ションでもバックグラウンドでのMIDIコントロールを無効に設定できることがあります。
この場合MIDIコントロールは TotalMixとアプリケーション間でアクティブなほうに自
動的に切り替わります。

TotalMixはMackie Controlの9本目のフェーダー（Master）もサポートしています。
このフェーダーはControl RoomセクションでMain Out出力に設定されたフェーダー（下
段）をコントロールします。

Extender support（Settings > MIDIタブ）：エクステンダー・ミキシング卓やその他の
Mackie互換リモート機器を追加することができます。メインのリモート機器を2番に設
定し、エクステンダーを1番に設定すると、エクステンダーが左側に配置されます。こ
の機能を使用すると、複数のリモート機器が1つのフェーダー・ブロックとして表示され、
1台のリモート機器として操作できます。

27.5　MIDIコントロール
Main Outに指定したハードウェア出力は、MIDIチャンネル1経由で、標準のコントロー
ル・チェンジ・ボリューム・コマンドを受信することができます。これにより、ほぼすべ
てのMIDI搭載機器から Digiface AESのメインボリュームがコントロールできます。

フェーダーやパンをすべてMIDIコントロールする必要の無い場合でも、いくつかのボ
タンをハードウェアでコントロールできると役立ちます。特に TalkbackやDimボタン、
モニタリング・オプション（ヘッドフォン・サブミックスの視聴）などでは便利です。幸
いにもこれらのボタンはMackieControl互換のコントローラーでなくても制御できます。
これらはMIDIチャンネル1のノートオン /オフ・コマンドで制御可能です。

対応ノート（hex / decimal / keys）

Dim：5D / 93 / A 6

Mono：2A / 42 / #F 2

Talkback：5E / 94 / #A 6

Recall：5F / 95 / B 6　
Speaker B：32 / 50 / D 3

Cue Main Out：3E / 62 / D 4

Cue Phones 1：3F / 63 / #D 4

Cue Phones 2：40 / 64 / E 4

Cue Phones 3：41 / 65 / F 4

Cue Phones 4：42 / 66 / #F 4
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Snapshot 1：36 / 54 / #F 3

Snapshot 2：37 / 55 / G 3

Snapshot 3：38 / 56 / #G 3

Snapshot 4：39 / 57 / A 3

Snapshot 5：3A / 58 / #A 3

Snapshot 6：3B / 59 / B 3

Snapshot 7：3C / 60 / C 4

Snapshot 8：3D / 61 / #C 4

Trim Gains：2D / 45 / A 2

Master Mute：2C / 44 / #G 2

Master Solo：2B / 43 / G 2

注意：hex（16進数）値は標準化されていますが、キーは標準化されていません。もし動作し
ない場合はすべてを1オクターブ下げてみてください。

さらに、TotalMixの全3列のすべてのフェーダーを、シンプルなコントロール・チェンジ・
コマンドによってコントロールできます。コントロール・チェンジのコマンドのフォーマッ
トを次にに記します : 

Bx yy zz

x = MIDI チャンネル
yy = コントロール・ナンバー
zz = 値

TotalMixの一番上の列はMIDIチャンネル1～4、中央の列はチャンネル5～8、一番下
の列はチャンネル9～12に割り当てられています。 

コントローラー・ナンバーは16個使用されます : 102～117（= hex 66～75） 

これらの16のコントローラー（= フェーダー）と各列の4のつ MIDIチャンネルにより、
各列につき、最大64（HDSPe MADIの場合）のフェーダーをコントロールすることが可
能です。 

MIDIストリング *の送信例

- 入力1を0 dBに設定するには : B0 66 68
- 入力17を最も小さい値に設定するには : B1 66 0
- 再生1を最大値に設定するには : B4 66 7F
- 出力16を0 dBに設定するには : B8 75 68 
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*注意：MIDIストリングの送信に関して、チャンネル 1が「0」から開始し、チャンネル 16が「15」
で終わるようなMIDIチャンネルの場合はプログラミング上の注意が必要となります。

その他の機能

- Trim Gains オン：BC 66 xx (BC = MIDIチャンネル13、xx = 任意の値 )
- Trim Gains オフ：BC 67 xx またはサブミックスを選択

3つ目の列（HARDWARE OUTPUT）のサブミックス (フェーダー )を選択

- チャンネル 1/2: BC 68/69 xx 
- チャンネル 3/4: BC 6A/6B xx　
等。

入力ゲインのコントロール

入力ゲインは CC9でのコントロールし、値の範囲はゲインと同様に65までとなります。
制御するチャンネル（1～16、Digiface AESの場合は1～8）はMIDIチャンネルで定義
します。これを行うには、Optionsメニューの Enable MIDI Controlを有効にします。

リバーブとエコーのユーザー・プリセットはMIDI CC経由で変更できます。B2 0C nnが
リバーブのプリセット1～16、B3 0C nnがエコーのプリセット1～16です。

27.6　スタンドアローンでのMIDIコントロール
Digiface AESは、コンピューターを経由せず MIDI で直接コントロール可能で
す。stand-alone MIDI control modeは、本体のメニュー・オプション Options > 
Hardware/Diagnosis > Standalone MIDIで有効にできます。

注意：必要のないときには、スタンドアローンMIDIオペレーションは無効に設定してください。
有効の場合には、電源をオンにするとMIDIノートに反応し、またMIDIノートを送信してし
まいます。

コントロールはMackie Controlプロトコルと、いくつかの標準MIDI機能で行います（下
記参照）。TotalMixのいくつかの機能はハードウェアではなくソフトウェアのルーティン
であるため、スタンドアローン・モードでは機能しないものがあります。Talkback、DIM、
Mono、Solo、相対位置を保ったフェーダーのグルーピング、Monitor Main、Monitor 
Phoneなどは複雑なソフトウェアのコードで構成されていますので、スタンドアローン
のMIDIコントロール・オペレーションでは使用することができません。

とはいえ、Digiface AESをコントロールするための重要な機能の多くはハードウェアで
実装されているため、スタンド ･アローン ･モードでもMIDI制御可能です：

• 1列目、3列目のすべてのフェーダーおよびパン
• チャンネル毎の入力信号のミュート
•  Selectによるグループ化
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•  ルーティング先の選択（現状の submixなど）
•  MIDIコントローラーへ LEDおよび表示データの送信

2番目の列（SOFTWARE PLAYBACK：ソフトウェア再生チャンネル）は省略されています。
行や列でのシンプルなナビゲーションができるように、表示データは簡潔な情報として送
信されます。その他のパンや諸々のステータス LEDもサポートされています。

スタンドアローン・モードでは本機は常に View Submixモードで動作します。これによ
りルーティング先の変更、およびミックスダウン /サブミックスをすばやく簡単にセット
アップすることができます。Store current State into Deviceで現在の TotalMixの状態
を Digiface AESに転送した場合、現在選択されたサブミックス出力は、スタンドアローン
MIDIリモート操作時のハードウェアに事前に設定されます。

Mackie Control Protocol

TotalMixはMackie Controlの下記のサーフェイス部に対応しています *：

※ Behringer BCF2000（ファームウェア v1.07）をMackie Controlエミュレーション（Steinberg
モード）でテストしています。

要素 : Digiface AES上の意味 :
チャンネルフェーダー （1～8） ボリューム
V-Pot （1～8） パン
V-Potを押す パン =センター

CHANNEL LEFT、REWIND 左へ1チャンネル移動
CHANNEL RIGHT、FAST FORWARD 右へ1チャンネル移動
BANK LEFT、ARROW LEFT 左へ8チャンネル移動
BANK RIGHT、ARROW RIGHT 右へ8チャンネル移動
ARROW UP、Assignable1/PAGE+ 1段上へ移動
ARROW DOWN、Assignable2/PAGE- 1段下へ移動

STOP Main Outをディム

EQ マスター・ミュート
MUTE Ch. 1～8 ミュート
SELECT Ch. 1～8 選択
REC Ch. 1～8 出力バス選択（現在のサブミックス）

F1 – F6 Setup 1～6をロード

更にMIDIチャンネル1のシンプルなMIDIノートで以下の機能を利用できます：
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Dim：5D / 93 / A 6

Setup 1：36 / 54 / #F 3

Setup 2：37 / 55 / G 3

Setup 3：38 / 56 / #G 3

Setup 4：39 / 57 / A 3

Setup 5：3A / 58 / #A 3

Setup 6：3B / 59 / B 3

デバイスに保存されたセットアップ (Setup)を読込むことによって、Digiface AESの設
定を素早く変更できます。これにより、ボタン一つでいつでも希望するセットアップに設
定できます。

27.7　ループバックの検知
Mackie Controlプロトコルはコマンドの送信に対してコントローラーへのフィードバッ
クを必要とします。そのため TotalMixでは通常MIDI入力とMIDI出力両方を設定します。
残念ながら、配線や設定のどんな小さなエラーも、完全にコンピューター（CPU）を停止
させてしまうMIDIフィードバック・ループを引き起こす可能性を持っています。

TotalMixはコンピューターがフリーズするのを防ぐために、0.5秒おきにMIDI出力か
ら特別なMIDIノートを送信します。MIDI入力でこのMIDIノートが検知されるとMIDI
機能は直ちに無効にされます。この場合は、MIDIループバック修正後に、Options の
Enable MIDI Controlにチェックを入れ、TotalMixのMIDI機能を再度有効にしてください。
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27.8　OSC (Open Sound Control)リモート・コントロール
TotalMix FXは、シンプルなMIDIノート、Mackie Protocol、コントロール・チェンジ・
コマンド以外にも Open Sound Control（OSC）でコントロールできます。設定や使用
方法については《24.7.3　OSC Page（OSC設定）》をご参照下さい。

OSCインプリメンテーション・チャートは RMEのウェブサイトからダウンロードでき
ます：
http://www.rme-audio.de/downloads/osc_table_totalmix_new.zip

RMEは iOS用 Appの TouchOSC（by hexler）のための無料の iPadテンプレートを用
意しています：
http://www.rme-audio.de/downloads/tosc_tm_ipad_template.zip

また、RMEフォーラム（英語）では更に OSCに関する詳細な情報やテンプレート
（iPhone）、ユーザー・フィードバック等をご覧いただけます。
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28.　 DAWモード
DAWだけで作業し、TotalMix FXでは追加のルーティングを行いたくないユーザーにとっ
ては、TotalMix FXが確実に現在の DAWのルーティングを変更しない方法が必要です。
これは Reset Mixでも行えますが、このようなユーザーにとっては、入力チャンネルのハー
ドウェア・モニタリングが無く、単純な1対1のルーティングを保障する、極めてシンプ
ルなインターフェイスのハードウェア・コントロール（ゲイン、ファンタム電源、インストゥ
ルメント設定等）を提供する画面の方が使い勝手が良いでしょう。

このため、TotalMixは代わりの動作モードを搭載します。いわゆるDAWモードと言うモー
ドで TotalMixを起動できます。モニタリングやルーティングを DAW内で行うユーザー
のためにインターフェイスが単純化されています。DAWモードでは TotalMix FXが簡易
バージョンで再起動され、プレイバックの列が無く2列のみで、入力の列にミキシング・
フェーダーがありません。また、ルーティングは1対1のみです。ハードウェア設定（機
種に依存）とハードウェア出力レベルのみがコントロールできます。

現在のモードを変更するには、メニューのOptionsから、Operational Modeを選択しま
す。次の選択肢があります：Full Mode（初期設定、ミキサー有効、すべてのルーティン
グ・オプション有効）、Digital Audio Workstation Mode（1対1ルーティング、入力ミッ
クス無効）。

TotalMix FXの DAWモードには以下の便利な機能もあります：
 ▶ トークバック、外部入力
 ▶ Phonesの定義と Talkbackでの使用
 ▶ スピーカー A / B

 ▶ すべての FX（EQ、ダイナミックス、エコー、リバーブ）
 ▶ ミュートとソロ
 ▶ キュー / PFL
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29.　 TotalMix Remote

TotalMix Remoteは、TotalMix FX（バージョン1.5以上）と組み合わせ RMEオーディオ・
インターフェイスのハードウェア・ミキサーおよびエフェクトをリモート・コントロール
できるアプリです。ミックス状態、ルーティング、FX設定、レベル・メーターなど、ホ
スト側の現在の状態を iPadやWindows/Macにリモート表示します。また、それぞれ
異なるインターフェイスが接続された最大3台の TotalMix FXをホストとして同時に扱う
ことができ、ミキサーや FX設定を離れた場所にある iPadやWindows/Macからイーサ
ネットまたは無線 LAN経由でコントロール可能です。

サポートされているハードウェア

TotalMix Remoteは、TotalMix FXバージョン1.50以上でリモート操作をご使用いただ
けます。TotalMix FXを使用することのできるすべての RME製ハードウェアを自動的に
認識します。

クイック・スタート・ガイド

ホスト側（オーディオ・インターフェイスが接続されたコンピューター）で TotalMix FX
のメニュー Options > Network Remote Settings を選択します。Enable TotalMix 
Remote Serverにチェックを入れます。Windows環境ではファイアーウォールの警告
メッセージが表示されますので、ネットワークのアクセスを許可してください。このダイ
アログにはホストの IPアドレス（192.168.1.45など）が表示されます。

ホスト側およびリモート
側のコンピューターがそ
れぞれ同一ネットワーク
に接続していることをご確
認ください。リモート操作
を行うコンピューターまた
は iPad（ホスト側ではあ
りません！）で TotalMix 
Remote を 起 動 し ま
す。iPadの場合は、画面右上の歯車アイコンをタップし、Host Connection Settings
タブを開きます。Windows/Macの場合はダイアログが自動で表示されます。Search 
Connected Hosts ダイアログから呼び出すこともできます。ホスト側の IPアドレス
（192.168.1.45など）をHost Connection 1に入力し、activeをチェックします。初期設
定でポートは7009に設定されています。通常この数値は変更不要です。ポート7009が
他のサービスに占有されている場合、警告メッセージが表示されます。その場合は別のポー
トを設定してください。Windows環境ではファイアーウォールの警告メッセージが表示
されますので、ネットワークのアクセスを許可してください。
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「Done」をタップ、または「OK」をクリックします。数秒後、ミキサー画面のステータ
スが offlineから connectedに変化します。

Addボタンを押すと、詳細設定が行えるユーザー管理画面が表示されます。パスワード
の有無や閲覧のみ、サブミックス変更のみ、制限無しなど、各ユーザーにアクセス権限を
設定することができます。たとえば TotalMix FXをバンド・メンバーのモニター・コント
ローラーとして使用する場合、ベーシストがギターリストのモニター・ミックスを誤って
変更してしまったり、ドラマーが自分のモニター・レベルを大きくし過ぎることを防止で
きます。

使い方のヒント

リモートのチャンネル・レイアウトを同期する設定 Sync Channel Layoutsは、初期設定
でオンに設定されています。レイアウト・プリセットと現在のチャンネル・レイアウト設
定をホストからリモートに転送する機能です。GUI設定を簡単に統一することができます
（チャンネル幅を除く）。個別の GUIでリモートを使用したい場合は、この設定をオフに
することで個別のレイアウト・プリセットを使用可能です。

制限

・ Mixer Viewと GUIリモートを起動すると、コンピューター /iPadはモノラル /ス
テレオ・チャンネルを含むホストの完璧なルーティングおよび FX設定を瞬時に取
得します。しかし Settings/EQ/ダイナミクスや FXのパネル開閉情報、2列 /3列
モード、チャンネル幅などの GUI設定は取得しません。チャンネル幅の状態はワー
クスペースとして各スナップショットにリモート側のコンピューターに記録できま
す。ホストとリモートを全く同じ外観にしたい場合は、ホスト側でワークスペース
を読み込んだ後、リモート側で保存済みのワークスペースを手動で読み込んでくだ
さい。

・ ワークスペース TotalMix Remoteのクイック・ワークスペース（Windows/Mac
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のホットキー：W）機能を使うと、ホストに保存されたワークスペースをリモー
ト側で表示できます。ただし、すべての情報を含むワークスペース・ファイルをリ
モートから、またはリモート側に保存することはできません。ホスト側と独立した
レイアウトを可能にするため、ローカルに保存されたワークスペースには GUI情報
（チャンネル幅、チャンネル・レイアウト、ウインドウ・サイズ /位置）およびその
他のローカル設定のみが含まれます。

・ リアルタイム表示：ネットワークのオーバーロードや無線 LANの帯域不足が原因
となり、TotalMix Remoteがリアルタイムに動作しないことがあります。この場
合レベル・メーターやフェーダーがスムーズに動かなくなります。

・ iPadのバックグラウンド処理：TotalMix Remoteはバックグラウンド状態で処理
を行いませんが、TotalMix Remoteが選択されると即座にホストとの接続が再開
されます。

・ 接続状態：iPadは画面右上、Windows/Macはタイトル・バーに現在の接続状態
が表示されます。

ダウンロード

Remote Windows / Mac
https://rme-audio.jp/download/

iPad
App Storeで「TotalMix Remote」を検索してください。TotalMix Remoteは無料アプ
リです。
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30.　Digiface AES クラス・コンプライアント・モード
Digiface AESは2つのモードで動作します：

・ ドライバー・ベースの USB 2.0モード
・ CCモード（クラス・コンプライアント・モード）

CCモードはWindowsやmacOS、Linuxにネイティブに標準サポートされる規格で、
専用ドライバーが必要なく、CCのファームウェアがロードされるとデバイスが直接認識
されます。当然ながら OSのネイティブ機能である CCモードは、RMEのドライバー・セッ
トと比較した場合、例えば TotalMixやエフェクトの設定等が使用できないなど様々な制
約があります。iPad（iOS）では、TotalMix FX for iPadアプリを使うことで Digiface 
AESをフル・コントロールできます。

CCモードの有効 /無効は、Digiface AESがコンピューター（Mac、Windows）に
接続されていない状態で、Digiface AES本体で直接設定します：SETUP > Options > 
Hardware/Diagnosis > CC Mode > On。

RMEはWindowsとmacOSの双方に最適化された成熟した専用デバイス・ドライバーを
提供しており、デバイスの全機能を超低レイテンシーで実現しているため、Windowsや
Macで CCモードを使用することはあまり意味をなしません。CC モードが搭載されてい
る真の目的は、Digiface AESを Apple iPad®で使用するためです。

Digiface AESを使う事で、iPadにプロ ･レベルのアナログ I/Oを追加できます。EQ、ダ
イナミックス、AutoSet（自動ゲイン調整機能）搭載の卓越したマイク・プリアンプ、プ
ロフェッショナルなライン出力、ハイ・インピーダンス・ヘッドフォンでも優れた音質を
発揮するハイパワー・ヘッドフォン出力、さらには、ゲイン / レベル調整、AES / ADAT
入出力、リバーブ、エコー、ゼロ・レイテンシー・モニタリング、これらを USB経由のデ
ジタルで、品質に制限なく、最大96 kHz / 24 bitで提供します。もちろん Sysex対応の
MIDI入出力にも対応します。

31.　動作環境
・ CCモードで起動した Digiface AES
・ iOS 6以上の Apple iPad
・ iOS 7以上の iPhone
・ Apple iPad Camera Connection Kit（Docまたは Lightning to USBタイプ）
・ iPad Pro：アダプター不要。USB-B - USB-Cケーブルだけで接続できます
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32.　操作
CCモードの切替え

1. USBケーブルを Digiface AESから取り外します。
2. SETUPを押します。
3. ディスプレイにOptionsが表示されます。
4. ディスプレイにHardware / Diagnosisが表示されるまでエンコーダー を回します。
5. エンコーダーを押すと、Hardware / Diagnosisの右側のノブ ･アイコンが上下矢印
アイコンに変化します。

6. エンコーダーを回して、CC Modeに切替えます。
7. エンコーダーを押すと、アイコンがノブ ･アイコンに戻ります。
8. エンコーダー を回して、Onを選択します。
9. Digiface AESが再起動され、CCモードに切り替わります。
10.レベル ･メーター画面の USB表示が CCに変更されます。

注意：また、USBケーブル接続中に CCモードに事前に切り替えることも可能です。この場合は、
選択項目が括弧内に表示され、再起動または USBケーブルの取り外し後にのみ CCモードが
有効になります。

CC Routingオプションは2通りの再生ルーティング・モードを提供します。詳細は《35.

　オーディオ・ルーティングとオーディオ処理》をご参照ください。

Digiface AESと iPadを接続

1. USBケーブルを Digiface AESと Lightning to USBアダプターに接続します。
2. iPad/iPhoneを起動し、アダプターを接続します。
3. 正常に接続されると、Digiface AES本体は CCモードに入り CC表示が黄色に点灯し
ます。

4. オーディオは自動的に Digiface AESの AES出力1/2からから再生されます。

ヘッドホンで再生する場合：

Setup > Options > Control Roomの Phones Sourceを AES Out Lに設定します。もし
くは、CC Mix Modeを8 Ch + Line/Phに設定すると、簡易的なアナログ・モニタリング
が可能になります（詳細は、《35.　オーディオ・ルーティングとオーディオ処理》をご参照く
ださい）。
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32.1　便利なヒント
・ 本体が CCモードになっていない場合、iPadは互
換性のない USBデバイスを検知し、「デバイスを
使用できません – 接続されている USBデバイスに
は対応していません」と表示されます。

・ 音が出ない：出力ゲイン設定が間違っている可能性があります。《35.　オーディオ・ルー
ティングとオーディオ処理》をご参照ください。USB動作時は iPhone / iPadのボリュー
ム・コントロールは無効な点にご注意ください。

・ 本体が Hostモードにならない場合：アダプターを取り外して、再度接続してください。

2016年以降、Appleは他にも Lightning to USB 3 Camera Adapterと言う USB / 
Lightningアダプターを提供しています。これには電源用の追加の Lightningポートが
備えられており、Digiface AESと使用中でも iPhone / iPadを充電できます。

USB-C端子を備える iPad Proは、一般的な USBホストとして動作します。つまりアダ
プターは不要です。USB-C - USB-Bケーブルなど、用途に応じたケーブルをお使いください。
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32.2　WindowsとmacOS環境下での CCモード
Windows

Windowsコンピューターに CCモードで起動する Digiface AESを接続した場合、デバ
イスマネージャーのデバイス名に「RME」の文字が表示されません。ドライバーがイン
ストールされた状態で Digiface AESを適切なモード（PC）で接続すると、デバイス名の
先頭に「RME」の文字が表示され、シリアル・ナンバーは表示されなくなります。

macOS

macOSでは、Digiface AES
をクラス･コンプライアント・
モードで使用できます。た
だしS e t t i n g sダイアログと
TotalMix FXが使用できないた
め、Digiface AESの真価を発
揮できません。利用可能なCC
モードは、Audio MIDI 設定に
て確認できます。

Audio MIDI設定のオーディオ ･
ウィンドウにて、4通りのモー
ドが選択できます（8、10、12、
16チャンネル）。 Digiface AESで設定されている値が、サンプル・レートとしてこの画
面に表示されます。

8および10チャンネル・モードでは、最大192 kHzのサンプル・レートを選択できます。
iOSでは、代わりの設定として初期設定の16チャンネル・モードが選択されます。192 
kHzで動作可能ですが、再生可能なチャンネルは AESに制限されます。TotalMix FX for 
iPadを使用すると、その他の設定を行うことができます。
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33.　対応する入出力
iPhone/iPadに接続すると、モノラル仕様のアプリでは AES入力 Lが、ステレオ仕様の
アプリ（デュアル・モノおよびステレオ）では AES入力 Lと入力 Rが使用できます。同
様にMultiTrack DAWやMusic Studioなどの多チャンネル仕様のアプリでは最大8入力を
使用できます。Garage Bandは全入力に対応しますが、同時に2チャンネルの録音のみが
可能です。Auriaや Cubasisでは、全14入力を同時録音可能です。

使用するアプリが対応している場合、再生は AES出力が使用されます。現在のルーティン
グはレベル・メーター画面で簡単に確認できます。すべての出力は、ボリューム、EQ、ロー
カットを個別に適用できます。

Digiface AESの設定は TotalMix FX for iPad を用いるのが理想ですが、Setupを読み込
むことで設定を行うことも可能です。Setupはコンピューター（Windows、Mac）上で
TotalMix FXを操作してDigiface AES本体に書き込みます。Setupはクロック・モード（マ
スターまたは AutoSync）と現在のサンプル・レートも制御します。

RME製 iPadアプリを使用している時は、すべてのルーティングをアプリで制御するため、
Mixモードは自動的に無効化されます。

クロックについて

適切なデジタル信号が入力されている場合、Digiface AESは外部サンプル・レートに同
期します（これにより iPhone / iPadも同期）。サンプル・レートが誤っている場合に
はオーディオ・ノイズが生じます。AES/SPDIFや ADAT信号が入力されていない場合、
Digiface AESはマスター・モードとなり、macOSや iOS（で使用中のアプリ）で設定し
たサンプル・レートで動作します。

MIDIについて

MIDI入出力は Sysexメッセージを送受信しますが、すべてのアプリがこれをサポートす
るわけではありません。Midi Tool Boxを使用すると Digiface AESが正しく動作している
ことを確認することができます。
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34.　フロント・パネルでの操作
フロント・パネルの操作は、WindowsやmacOS、またはスタンドアローン時の操作と
同じです。入力ゲイン、再生レベル、ルーティング /モニタリング、EQ、ロー・カット、サン
プル・レート、オプティカル出力状況（ADAT/SPDIF）など、すべての機能へのアクセス
がディスプレイ上に表示され、素早く設定が行えます。

35.　オーディオ・ルーティングとオーディオ処理
クラス・コンプライアント・モード時の操作は、通常の TotalMix FXの操作と類似してい
ますが、以下の2点が大きく異なります。

1. TotalMix FXのソフトウェア再生チャンネル（中段）が利用できないため、再生チャン
ネルの個別のルーティングまたはミキシングは行えません（TotalMix FX for iPadを
使用すれば可能）。これらの再生チャンネルは、すべて出力チャンネルに直結させる
か（CC-Routing > CC Mix > 16 Channel Playback）、または出力チャンネルの信号
を別にコピーするかのいずれかの方法で常に接続できます（以下参照）。

2. 入力チャンネルで掛けた EQ/ロー・カットは常に有効で、掛け録りとして扱われます。

Windows/Mac上の TotalMix FXを用いて最大6つの Setupメモリーに設定を保存する
ことで、CCモード用の設定を事前に行うことができます。詳細は《36.　Setup（6通りの
セットアップを保存）》の章をご参照ください。

入力信号は TotalMix FXで有効な設定、EQ、ロー・カットの全機能を経由して iPhone / 
iPadへ送られます。WindowsやMacでの使用時と同様に入力フェーダーは特定の出力
へのダイレクト・モニタリングを制御します。

通常の TotalMix FXの動作と同様に、Stereo Width、MS Proc、Phase L/Rは録音パスに
はなく、モニター・パスにあります。これは仕様で固定されているため変更できません。

iPhone / iPadの出力信号は TotalMix FXのハードウェア出力の設定、EQ、ロー・カット
を経由します。Phones出力の設定は、出力チャンネル7/8で行います。
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CC Mixモード

CC Mixモードはいつでも有効にできます。このとき Setupとして読み込まれたミキサー
設定が変更されることはありません。Mixモードは、再生ルーティングのみを変更します。
現在のルーティングはレベル・メーター・ディスプレイで簡単に確認することができます。

TotalMix FX for iPadを使用しない場合を想定し、便利な3種類のMixモードを用意しま
した。モードに応じて異なるチャンネルに再生信号がコピーされます。

  ■ TotalMix App：各メニューで様々な設定がロックされます。TotalMix FX for iPadがバッ
クグラウンド ･モードでない場合に、アプリと本体メニューでの設定がコンフリクト
することを防ぎます。注意：16 Ch Playbackおよび8 Ch Playback + Line/Ph のモー
ドは、TotalMixアプリが検出されると自動的に無効になります。

  ■ 16 Ch.Playback：コピー ･モードが無効となり、すべての16チャンネルを個別に利
用できます。

  ■ 8 Ch.Playback + Line/Ph：初期設定の AES再生チャンネルが、複数の出力に自動的
にコピーされます。再生チャンネル1～8（AES、SPDIF、Line Out 1/2、Phones）は、
以下のようにハードウェア出力にルーティングされます。

再生チャンネル ルーティング
AES AES、XLRアナログ、Phones、ADAT 1/2
SPDIF SPDIF、ADAT 3/4
Line Out ADAT 5/6
Phones ADAT 7/8
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36.　Setup（6通りのセットアップを保存）
TotalMix FXは現在の設定をデバイス本体に転送できます（Options > Store Current 
State into Device）。6つのメモリー・スロット（Setup）が利用可能です。

使用例：

・ 入力：オーディオ処理なし、ゲイン設定：+30 dB、ファンタム電源：オン。出力：オー
ディオ処理なし、1/2出力フェーダー：0 dB、9/10フェーダー：- 20 dB。クロック・
モード・マスター。これらを Setup 1に保存。

・ 入力：EQ有効、ゲイン設定：+30 dB、ファンタム電源：オフ。1/2出力：EQ
（プリセット Modern Bass Treble）。7/8出力：EQ（プリセット Cheap Phones 

Compensation）。1/2フェーダー：0 dB、7/8フェーダー： -20 dB。クロック・モー
ド：AutoSync。これらを Setup 2に保存。

SETUP > Load/Store All Settingsメニューでこれらの Setup 1と Setup 2をいつでも切
り替えることができます。全く異なる設定を交互に切り替えることが可能です。さらに、
SRCを使用したり、一時的に入力信号をモニタリングすることもできます。

尚、オプションの TotalMix FX for iPad アプリを iPadで使用すれば、WindowsやMac
と同様の操作感で、全体像を見ながらすべての機能やパラメーターをリアルタイムにコン
トロールできます。

Setup Selectでは、6つのメモリーに加え、Factory、AD/DA、Clear Mixのオプション
が表示されます。

  ■ Factory：すべて設定が工場出荷時の状態にリセットされます。

  ■ AD/DA：Digiface AESを AD/DAコンバーターとしてスタンドアローンで使用する
場合の初期設定です。以下の様にルーティングが設定されます。

入力 ルーティング
AES入力 XLRアナログ出力
XLRアナログ入力 AES出力、SPDIFコアキシャル、ADAT 1/2
SPDIFコアキシャル、ADAT 1/2 Phones出力によるモニタリング

Mix toメニュー（CHAN/MIXボタンを2回押す）で素早く調整でき、SETUP > Load/
Store all Settingsでカスタムセット・アップとして保存することができます。

  ■ Clear Mix：すべてのルーティング設定を削除します
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37.　技術仕様

37.1　アナログ
マイクロフォン /ライン入力 1/2、XLR

•  入力：XLR、電子バランス
•  入力インピーダンス、バランス@1 kHz：2 kΩ、PAD 5.3 kΩ
•  入力インピーダンス、アンバランス@1 kHz：1 kΩ、PAD 2.6 kΩ
•  最大入力レベル、Gain 0 dB：+8 dBu、PAD +19 dBu

•  最大入力レベル、Gain 75 dB：-67 dBu、PAD -56 dBu

•  ゲイン・レンジ：75 dB

•  EIN：-129 dBu A-weighted、60 dBゲイン、150Ω、20 Hz～20 kHz

•  SN比 (SNR) ：113 dB RMS unweighted、115 dBA

•  周波数特性 @ 44.1 kHz、-0.1 dB：16 Hz ～ 20.4 kHz

•  周波数特性@ 96 kHz、-0.5 dB：7 Hz ～ 45.8 kHz

•  周波数特性@ 192 kHz、-1 dB：5 Hz ～ 88 kHz

•  周波数特性 PAD@ 44.1 kHz、-0.1 dB：5 Hz ～ 20.4 kHz

•  周波数特性 PAD@ 96 kHz、-0.5 dB：2.5 Hz ～ 45.8 kHz

•  周波数特性 PAD@ 192 kHz、-1 dB：2 Hz ～ 88 kHz

•  THD：< -110 dB、< 0.0003%

•  THD+N：< -106 dB、< 0.0005%

•  クロストーク：> 110 dB

TRS入力1/2：

下記以外 XLRと同一：
• 入力：6.3 mmステレオ・ジャック、電子バランス
• 入力インピーダンス@1 kHz：12 kΩバランス、6 kΩアンバランス
•  最大入力レベル、Gain 0 dB：+24 dBu

•  最大入力レベル、Gain 75 dB：-51 dBu

• 周波数特性@44.1 kHz、-0.1 dB：2 Hz ～ 20.3 kHz

• 周波数特性@96 kHz、-0.5 dB：1.5 Hz ～ 44.3 kHz

• 周波数特性@ 192 kHz、-1 dB：1 Hz ～ 70 kHz

DA、ライン出力1/2

• 出力：XLR、電子バランス
• 出力レベル切り替え：+19 dBu、+13 dBu、+4 dBu

• SN比 (SNR) @ +19 dBu： 120 dB（AES17）、123 dBA
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• SN比 (SNR) @ +13 dBu： 114 dB（AES17）、116.5 dBA

• SN比 (SNR) @ +4 dBu： 114 dB（AES17）、116.5 dBA

• 周波数特性@44.1 kHz、-0.5 dB：0 Hz ～ 20.7 kHz

• 周波数特性@96 kHz、-0.5 dB：0 Hz ～ 45 kHz

• 周波数特性@ 192 kHz、-1 dB：0 Hz ～ 90 kHz

• THD：< -110 dB、 < 0.0003%

• THD+N：< -110 dB、< 0.0003%

• クロストーク：> 110 dB

• 出力インピーダンス：300 Ω

DA -ステレオ･モニター出力 Phones（7/8）

下記を除き DAと同一：
• 出力：6.3 mm ステレオ・ジャック、アンバランス
• 最大出力レベル＠0 dBFS、High：+13dBu

• 最大出力レベル＠0 dBFS、Low：+7 dBu

• SN比 (SNR) @High：120 dB（AES17）、122 dBA

• SN比 (SNR) @Low：114 dB（AES17）、116.5 dBA

• 出力インピーダンス：5 Ω
• チャンネル毎の最大電力＠32Ω負荷、0.1% THD：160 mW

• THD+N@32Ω負荷：-108 dB、 0.0004%

37.2　MIDI
• MIDI入出力 x 1：ブレイクアウト・ケーブル経由の5ピン DIN端子
• ガルバニック絶縁のオプトカプラ入力
• Hi-speedモード：ジッターとレスポンス・タイムは概して1ms以下
• 入力、出力ともに独立した128バイトの FIFO仕様

37.3　デジタル
• クロック：内蔵、ADAT、AES、SPDIF

• 外部クロックのジッター抑制：> 50 dB（> 1 Hz）
•  AD/DAコンバート時のクロックジッターの影響：ほぼゼロ
• Digital Bitclock PLLにより ADATの可変速度動作（バリ・ピッチ）においてもトラ
ブルフリー

• サンプル・レート：28 kHzから最大200 kHzまで
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37.4　デジタル入力
AES/EBU

• 1 x XLR、トランスフォーマーバランス、ガルバニック絶縁、AES3-1992に準拠
• 高感度入力ステージ (< 0.3 Vpp)

• SPDIF 互換 (IEC 60958)

• Consumer及び Professionalフォーマットを受信可
• 同期帯域： 27 kHz ～ 200 kHz

• ジッター抑制： > 50 dB （> 1 Hz）

SPDIFコアキシャル

• 1 x RCA、IEC 60958に準拠
• 高感度入力段（<0.3 Vpp）
• Consumerおよび Professionalフォーマットに対応。コピー・プロテクションは無
視されます。

• 同期帯域： 27 kHz ～ 200 kHz

• ジッター抑制： > 50 dB （> 1 Hz）

ADATオプティカル

• 1 x TOSLINK、Alesis規格に準拠
• 標準：8チャンネル（24bit、最大48 kHz）
• ダブル・スピード（S/MUX）：4チャンネル 24 bit 96 kHz

• クワッド・スピード（S/MUX4）：2チャンネル 24 bit 192 kHz

• Bitclock PLL により、バリ・ピッチにおいても完全な同期
• 同期帯域： 31.5 kHz ～ 50 kHz

• ジッター抑制：> 50 dB（> 1 Hz）

SRC

• AES、SPDIFコアキシャル、SPDIFオプティカルの各入力に割り当て可
• 2チャンネル、32 kHz～192 kHz

• 最大変換レート：1：7および7：1

• THD+N：-139 dB

• SN比 (SNR) ：139 dB（AES17）、142 dBA

• 遅延：109サンプル、2.47 ms @ 44.1 kHz、1.14 ms @ 96 kHz、0.57 ms @ 

192 kHz
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37.5　デジタル出力
AES/EBU

• 1 x XLR、トランス・バランス、ガルバニック絶縁、AES3-1992に準拠
• 出力電圧：5 Vss

• Professionalフォーマット：AES3-1992 Amendment 4に準拠
• シングル・ワイヤー・モード：サンプルレート28 kHzから最大200 kHzで

 SPDIFコアキシャル

• 1 x RCA、IEC 60958に準拠
• 出力電圧：0.7 Vss

• Consumer (SPDIF)フォーマット IEC 60958に準拠
• シングル・ワイヤー・モード：サンプルレート28 kHzから最大200 kHz

ADAT

• 1 x TOSLINK

• 標準：8チャンネル（24bit、最大48 kHz）
• ダブル・スピード（S/MUX）：4チャンネル 24 bit 96 kHz

• クワッド・スピード（S/MUX4）：2チャンネル 24 bit 192 kHz

37.6　一般
• 電源：USBバスパワー、または外部電源アダプター
• アイドル時の消費電力：3ワット
• 12 Vでの動作電流：250 mA （3ワット）
• 寸法（WxHxD）：215 x 44 x 130 mm (8.5" x 1.73" x 5.1")

• 重量：880 g

• 動作温度：摂氏 +5°C～ +50°C
• 相対湿度：< 75%、結露なきこと
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38.　技術的背景

38.1　Lockと SyncCheck
デジタル信号はキャリアとデータで構成されています。入力信号から正確なオーディオ
データを読み取るためには、レシーバーがキャリアのクロックと同期していなければいけ
ません。そのために、レシーバーでは PLL（Phase Locked Loop）が使用されます。レ
シーバーは、入力信号から有効なサンプル・レートを受信できるとすぐに Lock（ロック）
されます。このとき、わずかな周波数の変動があってもロックし続けます。PLLがレシー
バーの周波数をトラッキングしているからです。

ADATまたは SPDIF信号を Digiface AESに入力すると、本体ディスプレイの対応する入
力フィールドが点滅し、入力信号が検出されたことを示します。信号が同期している場合
は、LOCKと表示され、信号が同期している場合は常時点灯します（次段落参照）。

しかし、LOCKは必ずしも正しい同期のための基準クロックにできるわけではありません。
例：Digiface AESが内部クロックで44.1 kHzに設定されているとき（Clock Modeがマ
スター）、デジタル・ミキサーの ADAT出力を Digiface AESの ADAT入力に接続します。
すぐに LOCK表示が点灯しますが、実際はデジタル・ミキサーもクロック周波数を内部生
成しているため（同じくクロック・モードがマスター）、Digiface AESとデジタル・ミキサー
のサンプル・レートに僅かなずれが生じます。その結果、データの読み取りに失敗し、クリッ
ク・ノイズやドロップアウトを起こします。

また、複数の入力を使用している場合も LOCK は十分とは限りません。上述の問題は
Digiface AESをマスターから AutoSyncに設定することによって解決されます（基準ク
ロックはデジタル・ミキサーが供給するクロックになります）。しかし、他に非同期ソー
スが接続されている場合、この信号も非同期となり得えますので、サンプル・レートに若
干の差異が再び生じクリックやドロップアウトが発生します。

Digiface AESはこれらの問題をデバイス上で表示するために SyncCheckを備えています。
互いに同期していない場合（つまりクロック周波数が完全に同一でない場合）、該当する
入力フィールドで SYNC表示が点滅します。同期が確立されている場合（クロック周波数
が完全に一致）は、すべての表示が常時点灯します。上記の例では、ミキサーに接続した
直後から ADAT表示が点滅し続けます。

このように SyncCheckによってすべてのデジタル機器の正確な設定を素早く把握するこ
とが可能です。これによりデジタル中心のスタジオで最も困難でエラーの生じやすい課題
の一つが、簡単に扱えるようになるのです。

同じ情報は、Digiface AESの Settingsダイアログにも表示されます。ステータスは、す
べてのクロックの状態に対して、有効（Lock / No Lock）か同期（Sync）しているかを
示します。
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38.2　レイテンシーとモニタリング
ゼロレイテンシーモニタリング（Zero Latency Monitoring）は1998年に RMEが
DIGI96シリーズではじめて採用しました。これはコンピューターへの入力信号を直接出
力へパススルーさせる機能です。以来そのアイデアは現在のハードディスクレコーディン
グの最も重要な機能の1つになりました。2000年には2つの画期的な Tech Info「低レイ
テンシーの背景」「モニタリング、ZLM、ASIO、バッファー・サイズとジッター」を提唱し、
これらは今日でも最新の技術としてその有用性を保ち続けています。Tech Infoは RME
ウェブサイト（英語）で参照することができます。 

ゼロは本当に数値上ゼロですか？

技術的観点から真のゼロはありえません。通常のアナログパスでさえ入力と出力の間の
ディレイと等しいともとれる位相エラーがあるのです。しかしある値以下の遅延は実質的
にゼロであると言っても良いでしょう。アナログ信号のルーティングやミキシング、そし
て弊社の意見では RMEの Zero Latency Monitoringはこれに当てはまるものと考えま
す。レイテンシーとはインターフェイスの入力から出力までのデジタル・オーディオデー
タの経路を指します。Digiface AESのデジタル ･レシーバーは、バッファーなしでは動
作しません。レシーバーが信号を受信してから TotalMixとトランスミッターを経由して
信号が出力されるまでに、約3サンプルの遅延が生じます。これは44.1 kHzで約68 µs
（0.000068 s）、192 kHzで15 µsに相当します。遅れは ADATも SPDIFも同様です。

オーバーサンプリング

デジタルインターフェイスでの遅延はすべて無視することができる一方、アナログ入出力
では重度なディレイが発生します。最新のコンバーターチップは、多くの問題を含むアナ
ログフィルターを可聴周波数帯域から極力遠ざけるために、基本のサンプル・レートに64
または128倍のオーバーサンプリングを行い、デジタルフィルターをかけます。これによ
り約1 msのレイテンシーが発生します。よって再生音をDAとADに通し（ループバック）
再録音した場合、新しく録音されたトラックでは約2 msのオフセットが生じます。

低いレイテンシー！

Digiface AESの AD/DAコンバーターには最新のデジタル・フィルターが使用されており、
遅延は僅か数サンプルです。変換による遅延は、AD変換で3サンプル、DA変換で17サン
プルに抑えられ、旧機種の数分の1の低遅延を実現しています。コンバーターによる正確
な遅延値は、以下の通りです。

サンプル・レート kHz 44.1 48 88.2 96 176.4 192

AD (3.25 x 1/fs) ms 0.07 0.07 0.037 0.034 0.018 0.017
DA (17  x 1/fs) ms 0.38 0.35 0.19 0.17 0.096 0.088
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バッファー・サイズ（レイテンシー）

Windows：Settingsダイアログ内の Buffer Size [Latency]オプションで、オーディオデー
タが ASIOとWDMで使用するバッファー・サイズを設定します（《9.　ASIO環境での操作》

参照）

macOS：バッファー・サイズは各オーディオ・アプリケーション内で設定します。いく
つかのアプリケーションではユーザーによる設定が行えないものもあります。例：iTunes
では512サンプルに固定されています。

一般：44.1 kHzで64サンプルに設定すると録音 /再生でそれぞれ約1.5 msのレイテン
シーが発生します。しかしデジタル入出力のループバック・テストを実行してもレイテン
シー /オフセットを検出することができません。その理由はオーディオ・アプリケーション
が自身のバッファー・サイズを把握していて、録音されたデータをレイテンシーの分だけ
自動補正するからです。

ASIOとmacOSでの AD/DAオフセット：ASIO（Windows）と Core Audio（macOS）
は AD/DA変換や下に記述されている「セーフティー・バッファー」などのディレイをオ
フセット値で補正します。アプリケーションは録音データをオフセット分再配置するので
アナログのループバック計測を行ってもオフセットを生じません。実際の運用ではアナロ
グの録音と再生が避けられないため、ドライバーには Digiface AESのコンバーター遅延
に合わせたオフセット値が含まれています。

そのためデジタルのループバック・テストでは約マイナス3 msのオフセットが発生しま
す。しかし、これはあまり行われない作業である上、アプリケーション内で手動で補正で
きるため、大きな問題ではありません。さらにデジタル I/Oを使用する場合でも、通常は
どこかで ADまたは DA変換が行われます（さもないと音を聞くことができません）。

セーフティー・バッファー

再生側に追加される小さなセーフティー・バッファーは非常に効率的な効果を発揮しま
す。そのため、すべての RMEインターフェイスに搭載されています。Digiface AESは
Windowsでは32サンプル、Macでは23サンプルの固定バッファーが必要で、これは現
在のバッファー・サイズに追加されます。主な有利点は高い CPU負荷時も低いレイテン
シーを使用できることです。さらに固定バッファーはレイテンシーのジッターには追加さ
れないため、タイミング感は大変優れています。

Core Audioのセーフティー・オフセット

macOSではすべてのオーディオ・インターフェイスが、録音と再生でいわゆる「セーフ
ティー・バッファー・サイズ」を使用し、Core Audio上でのクリックノイズを防ぎます。
Digiface AESは、24サンプルのセーフティー・オフセットを使用します。このオフセッ
ト値はシステムに通達され、アプリケーションはバッファー・サイズ、AD/DA変換オフ
セット、2倍のセーフティー・オフセット、セーフティー・バッファーを合計して現在のサン
プル・レートに対するレイテンシーを割り出し表示することができます。Settingsダイア
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ログの Short Safety Offsetオプションを有効にすると、この値がそれぞれ12サンプルに
減少します。

38.3　USBオーディオ
USBオーディオは、PCIベースのオーディオ・インターフェイスとはさまざまな部分で
異なります。最新コンピューターを使用すれば、バッファー・サイズが低くても良好なパ
フォーマンスとクリック・ノイズのない動作が可能です。しかし、古いコンピューターでは、
ステレオ再生だけでも CPU負荷が30％以上になる場合もあります。

短時間動作が停止したコンピューターは、ASIOであるかWDMであるかに関係なく、1
つまたは複数のデータ・パケットを消失します。このような問題は、バッファー・サイズ（レ
イテンシー）を上げて解決する方法以外ありません。

Digiface AESには独自のデー
タ・チェック機能が搭載され
ており、USBによる伝送中の
エラーを検出、Settingsダイアログに表示します。

また Digiface AESは、ドロップアウトが生じた場合も録音や再生を継続し、サンプル位
置をリアルタイムに修正する特別な機能を備えています。

USB 2で最高のパフォーマンスを得るには、Digiface AESを独自のバスに接続すること
です。ほとんどの USB 2.0インターフェイスはダブルバス設計であるため、これはそれほ
ど難しいことではありません。デバイスマネージャーで次の方法で確認できます：

 ▶ Digiface AESを USB 2.0ポートに接続します。
 ▶ デバイスマネージャーを起動し、表示方法を「デバイス（接続別）」に設定します。
 ▶ ACPI x86-based PC、Microsoft ACPI-Compliant System、PCI busの順に開きます。

通常ここでは、USB2 Enhanced Host Controllerの項目が2つ表示されます。USBルー
トハブが表示され、そこに Digiface AESを含むすべての USBデバイスが接続されてい
ます。Digiface AESの USB接続を取り外し、別のポートに再接続することで、2つのコン
トローラーのうちどちらに Digiface AESが接続されているかを、画面で確認することが
できます。複数のデバイスの場合も、同じコントローラーを使用していないかどうかを確
認できます。

また、この情報から、外付け USBハード ･ドライブが Digiface AESとは異なるバス（コン
トローラー）に接続されているかどうかを確認することもできます（Digiface AESのデー
タ伝送を妨害することはありません）。

また、特にノートパソコンではすべての内蔵デバイスや端子が同じコントローラーを使
用し、2つ目のコントローラーが全く使用されてないケースが多く見られます。この場合、
すべてのユニットが同じバス上で動作し、バンド幅を奪い合う結果になります。
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38.4　DS - ダブル・スピード
48 kHzを超えるサンプル・レートは少し前までは珍しく、現在も CDフォーマットが
44.1 kHzであることも影響し一般的に広く普及していません。1998年までは48 kHz
を超えるサンプル・レートに対応した送受信回路はありませんでした。そのため1本の
AES/EBUケーブルで２チャンネルではなく、1チャンネルを送受信する方法が採用され、
本来左右であるはずのチャンネルに奇数サンプルと偶数サンプルを分離して送受信しまし
た。こうして2倍のデータ量、つまり２倍のサンプル・レートを得られました。もちろん
ステレオ信号を送受信するためには2系統の AES/EBU端子が必要でした。

業務用スタジオで使用されているこの接続方法は Double Wire（ダブル・ワイヤー）と
呼ばれ、ADATフォーマットに関連して S/MUX (Sample Multiplexing)としても知ら
れています。

ADATインターフェイスは、ハードウェア上の制約があるため48 kHz以上のサンプル・
レートを扱うことができません。そのため Digiface AESは、ダブル・スピード・モード
時に自動的に S/MUXを使用します。1つのチャンネルの信号を2つのチャンネルに分配
します。2倍のサンプル・レートの信号処理は通常のサンプル・レート下（シングル・スピー
ド）で行われるため、ADAT出力は44.1 kHzまたは48 kHzのキャリアーを出力します。

38.5　QS – クワッド・スピード
192 kHzまでのサンプル・レートを使用するハードウェア機器がごく少数ありますが、現
状では、一般的にほとんど使用されていませんので、クワッド・スピードは今のところ広
く普及しているとはいえません。ADATフォーマットのダブル S/MUX（S/MUX4）では、
オプティカル出力で2チャンネルしか使用できません。この方式を導入するデバイスは少
数です。

かつては Single Wire経由の192 kHz伝送は不可能でしたので、サンプル・マルチプレッ
クスが使われました：2チャンネルの替わりに、1つの AESが半分のチャンネル分のみ伝
送します。1チャンネル分の伝送には AES/EBUが2つ必要になり、ステレオは4つ必要
になります。プロ・スタジオではこの伝送モードを Quad Wireを呼ばれています。AES3
仕様書では、Quad Wireについては記載されていません。

ADATインターフェイスは、ハードウェア上の制約があるため48 kHz以上のサンプル・
レートを扱うことができません。そのため Digiface AESは、クワッド・スピード・モー
ド時に自動的に S/MUX（Sample Multiplexing）を使用します。1つのチャンネルの
信号を4つのチャンネルに分配します。4倍のサンプル・レートの信号処理は通常のサン
プル・レート下（シングル・スピード）で行われるため、ADAT出力は44.1 kHzまたは
48 kHzのキャリアーを出力します。
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38.6　SteadyClock FS
RME独自のテクノロジー SteadyClockは、全てのクロック・モードで優れたパフォーマン
スを提供します。ジッター抑制能力が非常に高く、あらゆるクロック信号がリフレッシュ
されクリーンになります。非常に高い効率のジッター抑制効果により、DA変換は常に最
も高いソニック・レベルで行われ、入力されるクロック信号の質とは完全に独立して行わ
れます。

RMEはハイスピード・デジタル・シンセサイザー、デジタル PLL、800 MHzサンプル・
レートなどの最新の回路設計を、コストとスペースを抑えた FPGAで実現しました。ア
ナログとデジタルのフィルタリングを組み合わせた、プロフェッショナルで唯一無二
のクロック技術です。また、他のクロック技術に比べて反応が非常に高速であることも
SteadyClockの特徴です。入力信号に瞬時にロックし、極端なバリピッチ変更にも位相
精度でフォローします。28 kHz～200 kHzの範囲で直接ロック可能です。

オシロスコープを用いたインター
フェイス・ジッターと呼ばれる解析
を行うと、その仕組みがよく分か
ります。上の図は、50 nsものジッ
ター（グラフの上側、黄色）を持
つ SPDIF入力信号を示しています。
SteadyClockはこの信号を、ジッター
2 ns以下のクロックに変換します
（下のグラフ、青色）。SteadyClock
によって処理された信号は内部ク
ロックとしてだけではなく、デジタ
ル出力のクロックとしても使用され
ます。リフレッシュされ、ジッターフリーの非常にきれいな信号は、いかなる接続でもリ
ファレンス・クロックとして使用することができるのです。

通常数ピコ秒以内となるいわゆるサンプリング・ジッターも、Digiface AESでは非常に
低く抑えられています。これを確認するには11.025 kHzのサイン波を入力し、サンプル
した結果をデジタル領域で解析することで可能です。ジッターは細い針のような左右対称
の側波帯として、解析結果に現れます。SteadyClockには、明らかな側波帯は見られま
せん。また、内部クロックと外部クロックで全く同じパフォーマンスが得られることも、
SteadyClockの大きな特徴です。RME Audio JPの YouTubeチャンネルでは、この測定
方法を紹介した動画が公開されていますので、是非ご覧ください。

さらなる進化を遂げた SteadyClock FS技術により、最低周波数（1 Hz以下）のジッター
をも抑制でき、自己ジッターを極限まで抑えながら、さらに優れたジッター抑制効果を
実現します。もちろんこれは測定でも確認できます。この測定では0 ns（基準）、100 ns、
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400 ns（！）のジッターを持つ AES信号が適用され、変調周波数をそれぞれ20 Hz～20 
kHzの範囲でスイープします。50 Hzでは約210 psが検出され、これは65 dB以上のジッ
ター抑制に相当します。このような低音域では、非常に良好な測定結果と言えるでしょう。
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39.　ダイアグラム

39.1　Digiface AES ブロック・ダイアグラム



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
Digiface AES ユーザーガイド

136

39.2　ピンアウト配列
■ アナログ入出力用 1/4”TRS端子

背面のアナログ入出力に使用する1/4”TRS端子は、世界標準規格に準拠しています：

Tip = +（hot）
Ring = -（cold）
Sleeve = GND

サーボバランス型の入出力回路によって、モノラルの TS端子（アンバランス）をレベル
のロスなく使用できます。これは Ringがグラウンドに接地された TRS端子を使用するの
と同じです。

■ アナログ入出力用 XLR端子

XLR端子は、世界標準規格に準拠しています：

1 = GND（shield）
2 = +（hot）
3 = -（cold）

XLR出力ステージは、サーボ・バランス仕様ではありません。アンバランス機器を接続す
る際は、XLR出力の 3ピンが未接続であることをご確認ください。グラウンドへ接続すると、
THD（歪み）がより高くなります。

■ TRSヘッドフォン端子

フロント・パネルのアナロ
グ・モニター出力はステレオ
1/4"TRS端子です。この端子に
はヘッドフォンを直接接続する
ことができます。この出力をラ
イン出力として使用する場合に
は、TRS→ RCA変換アダプター
または、TRS→ TSアダプター
が必要です。

ピン配列は世界標準規格に準拠
しています。L（左）チャンネ
ルが Tip 、R（右）チャンネル
が TRSプラグの Ringです。
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40.　アクセサリー
RMEは Digiface AES用にオプションを別途ご用意しております。詳細は rme-audio.jp
の Digiface AES製品ページ ＞ アクセサリー・セクションをご覧ください。

製品番号 製品説明

NTCB-XT Digiface AES用電源アダプター。堅牢で軽量なスイッチング電源、
AC 100V～ 240V、DC 12V 2A。DCコネクターにロック機構搭載。

Unirack ユニバーサル・ラックマウント・アダプター (2台のハーフラック機器を
取付可能 )

OK0100PRO オプティカル・ケーブル、Toslink、1 m
OK0200PRO オプティカル・ケーブル、Toslink、2 m
OK0300PRO オプティカル・ケーブル、Toslink、3 m
ARC-USB TotalMix FX専用 Advanced Remote Control

41.　免責事項および保証
Digiface AESは優れたクオリティ・コントロールの下で製造され、出荷前に一つ一つ機
器テストが行われています。そのため、本マニュアル記述における通常のご使用での不具
合に限ってのみ、十分な保証をいたします。

RMEの修理サービスは、保証期間中はお買い上げの販売店にて受け付けております。お
買い上げの製品に不具合がある場合は、ご購入された販売店までご連絡下さい。その場合、
ご購入時のレシート等のご購入証明が必要です。また、本体のシリアル番号をご確認させ
ていただく場合がございます。破損の恐れがありますので、お客様ご自身で製品を開梱し
ないでください。本機は不正開封防止用のシールで密封されており、そのシールが破損し
た場合、保証は無効となります。

株式会社ジェネレックジャパンはいかなる性質の損害賠償請求、特に間接損害の賠償請求
は受けかねます。責任の範囲は Digiface AESの価値に限らせていただきます。

42.　追補
RMEニュース、最新版ドライバー、製品に関する詳しい情報は弊社ウェブサイトにござ
います：https://rme-audio.jp/

株式会社ジェネレックジャパン
〒381-0201   長野県上高井郡小布施町小布施1497-2 
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商標

全ての商標および登録商標はそれぞれの所有者のものです。RME、DIGICheck、
Hammerfall は、RME Intelligent Audio Solutions 社 の 登 録 商 標 で す。DIGI96、
SyncAlign、ZLM、SyncCheck、TMS、TotalMix、DURec、Digiface は RME 
Intelligent Audio Solutions社の商標です。Alesis、ADATは Alesis社の登録商標で
す。ADAT opticalは Alesis社の商標です。TDIFはティアック社の商標です。Microsoft、
Windows、Windows 7/8/10は Microsoft社の登録商標です。Steinberg、Cubase、
VSTは Steinberg Media Technologies GmbH社の登録商標です。ASIOは Steinberg 
Media Technologies GmbH社の登録商標です。Apple、iPhone、iPad、iOS、macOS、
macOSは Apple Computer社の登録商標です。

Copyright © Matthias Carstens　03/2023　Version 1.2

マニュアル制作時点のドライバー /ファームウェア バージョン：  
ドライバー：Windows ：0.9808、macOS：3.28/4.06、TotaMix FX：1.80 
ファームウェア：FPGA 47、MCU 17、CC11、

本ユーザーガイドの内容に誤りがないよう十分に校閲し、万全を期しておりますが、RME
は誤りがまったくないことを保証いたしません。万一、本書に誤解を招くような、もし
くは誤った情報があった場合でも、RMEはその責任を負いかねます。RME Intelligent 
Audio Solutionsの書面による許可なしに本書の一部でも貸与、複製、あるいは商業目的
で使用することは禁止されております。RMEはいつでも予告なく仕様を変更する権利を
有します。

日本語ユーザーガイドについて

1. 本ユーザーガイドの著作権はすべて本製品の製造元および株式会社シンタックスジャ
パン、株式会社ジェネレックジャパンに帰属します。

2. 本ユーザーガイドの内容の一部、または全部を株式会社ジェネレックジャパンの書面
による承諾なしに複写・転載、複製、送信、情報検索のために保存すること、および
他の言語に翻訳することを禁じます。

3. 本ユーザーガイドに記載されている事柄は、将来予告なしに変更することがあります。
4. 本ユーザーガイドは、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用することができます。
5. 本ユーザーガイドを使用した結果の影響については、一切責任を負いかねますのでご
了承ください。

6. 本ユーザーガイドに記載されている会社名、製品名は、各社の商標および登録商標です。
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43.　CE / FCC規制への適合
CE

本機は試験の結果、電磁波両立性の相当法規に関する欧州理事会指示の定めるデジタル機
器に関する基準 RL2014/30/EUと European Low Voltage Directive RL2014/35/EUに
適合することが認定されています。 

FCC

本機は FCC Rulesの Part 15に適合します。 動作は次の2つの条件に従います：（1）本
機は有害な妨害を生じてはならない、また（2）本機は望ましくない動作を引き起こす妨
害を含むいかなる妨害も受信する。

注意：適合責任を負う当事者による承認なしに本機を改造及び変更した場合、使用者が機器を
操作する権限が無効になる場合があります。

アメリカ合衆国責任者：
Synthax United States, 6600 NW 16th Street, Suite 10, Ft Lauderdale, FL 33313
T.:754.206.4220
商標名：RME、モデル番号：Digiface AES

本機は試験の結果、FCC規則第15章に定められたクラス Bデジタル機器に関する規制要
件に適合するものと認定されています。 これらは、住宅に設置されることによって発生
し得る有害な干渉を正当に規制するために定められています。本機は無線周波エネルギー
を生じ、使用し、また外部に放射することもあるため、本書に従って正しく設置および使
用しない場合、電波状況に悪影響を及ぼすおそれがあります。ただし、どの設置条件でも
干渉が起きないという保証はありません。本機がラジオやテレビ受信の干渉の原因となっ
ている（本機の電源をオン、オフすることで確認できる）場合には、下記の方法によって
干渉に対処してください。

• 受信アンテナの設置場所や方向を変える。
• 機材から受信機への距離を大きくする。
• 別回路のコンセントに接続する。
• 取扱店または資格のあるラジオ・テレビ技術者に相談する。

警告：FCC規則第15章に定められたクラス Bデジタル機器に関する規制要件に適合する
ため、本機はクラスB規制に準拠したコンピューター機器で使用する必要があります。コン
ピューターおよび周辺機器に接続するためのすべてのケーブルは、シールドおよびグラン
ド接続されている必要がります。非認証のコンピューターまたは非シールド・ケーブルを
使用すると、ラジオやテレビによる干渉の原因となります。

RoHS

本製品は無鉛はんだを使用しており、RoHS指令の要件を満たします。
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